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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　　　　はじめに







　こんにちは、加納正顕かのう・まさあきです。

　本書は、『ダブルクロス The 3rd Edition リプレイ・コスモス』の二巻かんになります。

　一巻未読の方は、お求めになった書店で取とり扱あつかっていると思いますので、どうかそちらもよろしくお願いします。

　また、『ダブルクロス』やＴＲＰＧ、リプレイについても、一巻でくわしく解かい説せつしていますので、今回は割かつ愛あいさせていただきます。




　……さて、おかげさまで二巻をお届とどけすることができました。

　宇う宙ちゆうからやって来たレネゲイドビーイングたち……ピルグリムと神戸に暮くらす女子高生オーヴァードとの戦いを描えがくことになるこのシリーズですが、また新たな敵てきが登場します。

　今度の敵もまた変わった来らい訪ほう者しやですが、地球上の勢せい力りよくの方も動き出します。

　そして、今いま春はるそよぐと海藤辰馬かいどう・たつま、ふたりの若わかいオーヴァードの関係も。

　ユピテルとフェイドに関しては……読んでのお楽しみということで。

　この世界は、レネゲイドウィルスによってすでに変へん貌ぼうしています。

　我われ々われがよく知る現げん在ざいと似にてはいますが、それは表面上だけのこと。

　レネゲイドウィルスによってオーヴァードという超ちよう人じんが存そん在ざいしますが、世界各国はそのことを隠いん蔽ぺいしています。




　そんな世界に、宇宙から来訪者がやってきたら？

　さらなる変化を遂とげるのか、それとも今のままを護まもり続けるのか。

　日にち常じようを守るという『ダブルクロス』のテーマにふさわしい展てん開かいかと自負しております。

　だから、敵が宇宙からやって来たとしても、『ダブルクロス』なのです。

　なので、これまでのファンの方も、安心してお読みいただければと。




　では、前置きはこのくらいにしましょう。

　それでは本ほん編ぺんにお進みください。










　　　　前回のあらすじ




　世界はすでに変貌していた───。

　オーヴァードとしてＵＧＮ神戸第三支し部ぶに協力する〝春一番〟今春そよぐは、下校中に奇き妙みような光を浴び、何かの意思が宿るという不思議な体験をする。それは、宇宙からやって来た精せい神しん生命体フェイドだった。フェイドは、ピルグリムと呼よばれる地球外のレネゲイドビーイングたちが地球にやってきたことを告げる。

　そよぐはＵＧＮ神戸第三支部に報ほう告こくし、〝支し部ぶ長ちようロボ〟ことユピテルとＵＧＮチルドレンの〝フレイムジェミニ〟海藤辰馬とともに調ちよう査さに乗り出した。

　神戸市にやってきたのは、リキッドという液えき状じようのレネゲイドビーイングである。

　リキッドは地球上ではみずからの存在を維い持じできない。そこで水を媒ばい介かいとして、神戸市に住む人々にインベードし、乗っ取ろうとしていた。

　リキッドはそよぐの親友、五十嵐未来いがらし・みらいを乗っ取ったが、そよぐの特とく殊しゆな能のう力りよくにより、なんとか救うことができた。

　神戸市は日常を取とり戻もどしたが、まだその危き機きは終わってはいなかった。



















　　　　ＰＲＥＰＬＡＹ







◆Preplay01◆宇宙からの物語




　今いま春はるそよぐ、十六歳さい。ＵＧＮ神戸第三支部に協力し、港町神戸の平和と日常を守る女子高生オーヴァードだ。彼かの女じよが遥はるかなる星の彼方かなたよりやってきたレネゲイドビーイング・フェイドと出会ったことから、物語は始まった──。

　フェイドを狙ねらい、神戸の街を危機に陥おとしいれるのは、やはり星の彼方よりやってきたレネゲイドビーイングの集しゆう団だんにしてＦＨのオーヴァード〝巡礼者ピルグリム〟。その第一の刺客を退しりぞけたそよぐたちであったが、彼らの脅きよう威いが取とり除のぞかれたわけではない。

　果たして、巡礼者たちの次なる手は……？




　　　　　　　＊　　　＊　　　＊




　と、いうわけで『コスモス』第二巻である。初夏の陽ひ射ざしもまぶしいその日、筆者は例によって例の如ごとくＦ．Ｅ．Ａ．Ｒ．の会議室にやってきていた。室内には、これから始まるセッションへの期待を膨ふくらませる五人の男女──。

　さて、それではまずはプレイヤーたちの紹しよう介かいからいってみよう。




駒尾真子こまお・まこ

　ノベライズやシナリオ作成で活躍している小説家。代表作は『BLAZBLUE─カラミティトリガー─』（富ふ士じ見み書しよ房ぼう）、『ワイルドブーケ　花の咲さかないこの世界で』（一迅社）ほか。プライベートでも『ＤＸ３』を遊んでいるゲーマーでもある。

　本リプレイでは、〝春一番スプリングストーム〟今春そよぐを担たん当とうする。




矢野俊策やの・しゆんさく

『ＤＸ３』のデザイナー。その立たち居振ふる舞まいから〝クレバー王子〟と渾あだ名なされるほどクレバー。しかし、クレバーなだけではなく、さまざまなネタも愛するゲーマーである。

　本リプレイでは、鋼はがねのボディにおねえの心をインプットした〝支部長ロボ〟ユピテルを担当する。




鈴吹太郞すずふき・たろう

　Ｆ．Ｅ．Ａ．Ｒ．代表取とり締しまり役やくにして『トーキョーＮ◎ＶＡ』、『ブレイド・オブ・アルカナ』などのゲームデザイナー。通つう称しよう〝社長〟。普ふ段だんから積極的にＴＲＰＧを遊ぶベテランである。

　本リプレイでは、宇宙から飛来したあげくに記き憶おくを失いオコジョのマスコットを仮かりの肉体とする謎なぞ多きレネゲイドビーイング、フェイドを担当する。




大畑顕おおはた・あきら

　Ｆ．Ｅ．Ａ．Ｒ．所しよ属ぞくのライター。データやルールの作成で活躍している。数多のリプレイにプレイヤーとして参加しており、情なさけない三下からビシっと決める主人公まで、そのロールプレイの揺ゆるぎなさに定てい評ひようがある。

　本リプレイでは、〝たっつん〟の愛あい称しようで呼ばれる神戸支部のエース、海藤辰馬かいどう・たつまを担当。




ＧＭ：皆みなさま、おはようございます。本日はお日ひ柄がらもよく、絶ぜつ好こうのセッション日和ですな。

矢野：なんだよ、そのかしこまった挨あい拶さつは（笑）。

ＧＭ：今回のリプレイにかけるわたくしの意い気き込ごみを感じていただければと。

矢野：そうか。言葉の意味はわからんが、気合いが入っているのはいいことだ。

駒尾：私わたしも気合い入ってますよ！　もう本当に楽しみにしてました！

ＧＭ：ありがとうございます！

鈴吹：駒尾さん、本当に楽しそうだったもんねえ。

大畑：支部長ロボに宇宙生命体ですもんね……ひどかった……（笑）。

矢野＆鈴吹：（声をそろえて）ハンドアウトからはブレてない。

駒尾：ハモったッ!?（笑）

ＧＭ：えー、では宴えんもたけなわというところで、そろそろ今回のトレーラー読みますよ。

一同：はーい。




●トレーラー

　それらは、ある日突とつ然ぜんやってきた。

　レネゲイドの化身が──。

　一いち途ずな恋こい心ごころが──。

　そして──新たなる巡礼者が、若わかきオーヴァードたちに試練を強いる。




大畑：何か、間におかしな単語がありましたよ。

駒尾：一途な恋心……？

矢野：さらっと流しそうだったけど、レネゲイドの化身と新たな巡礼者の間に恋心が入ってるのはおかしいよな（笑）。

ＧＭ：大だい丈じよう夫ぶです、問題ありません。続けますよ！




　人知れず、神戸の街に刻こつ々こくと迫せまる破は滅めつの足音。

　若わか者ものたちは、この危機を打うち払はらう炎となれるのか？




　ダブルクロス The 3rd Edition リプレイ・コスモス

　第二話「約束の炎」

　ダブルクロス、それは裏うら切ぎりを意味する言葉──。




ＧＭ：というわけで今度はラブコメなワケです！

駒尾：ラブコメだから、一途な恋心が街に迫る破滅の足音になっちゃうの!?（一同笑）

大畑：一途な恋心が、裏切りを意味してるようにも見えますよ（笑）。

鈴吹：そして約束が燃もえ上あがり、神戸の町が崩ほう壊かいする。

駒尾：うわー、大変じゃないですか！

ＧＭ：はっはっはっ。続けてハンドアウト読みますよー。

矢野：流しやがったな……（笑）。




▼今春そよぐ用ハンドアウト

ロイス：フェイド・アウト　　　推奨感かん情じよう　ポジティブ：任にん意い／ネガティブ：任意

　宇宙からやってきた奇妙な存在、フェイド。彼を狙ねらっているものは、どうやらピルグリムだけではないようだ。なんだかんだで今やキミの日常の一部になっている彼のことは、きっちり守ってやらなければならない。




ＧＭ：というわけで、そよぐには今回フェイドを気にかけてもらうことになります。

駒尾（以下、そよぐ）：はーい。感情は任意ってことは、好きに決めていいんですよね。

ＧＭ：そうですね。そよぐがフェイドをどう思っているかなので、ここはお任まかせします。

そよぐ：じゃあ……ポジティブは「ペット」で（一同爆ばく笑しよう）。




　それは果たして感情なのだろうか。




ＧＭ：ペ、ペットですか……（笑）。

鈴吹：ひ、ひどい！（笑）

そよぐ：ひどくないですよ！　ペットということは家族同然ってことです！　親愛の情をこれでもかと表してるんですよ！（力説）

鈴吹：あ、は、はい（笑）。

大畑：社長がたじろいでる……（笑）。

そよぐ：そんなわけで、フェイドちゃんはあたしが守ります！

ＧＭ：了りよう解かいです。いやあ、駒尾さんに感情を決めてもらってよかった（笑）。

鈴吹：うむ（笑）。

そよぐ：ネガティブは「脅威」にして、「ペット」を表にします。

ＧＭ：では、次。たっつんのハンドアウト。

大畑（以下、辰馬）：うおおお、オレをその名で呼よぶな～！（一同笑）

そよぐ：まだ気にしてるの？　たっつん。

辰馬：気にするよ！（笑）




▼海藤辰馬用ハンドアウト

ロイス：五十嵐未来いがらし・みらい　　　推奨感情　ポジティブ：庇ひ護ご／ネガティブ：疎そ外がい感かん

　クラスメイトの五十嵐未来が、ある日突然キミを呼よび出だした。てっきりそよぐも一いつ緒しよだと思ったが、どうもそうではないらしい。




辰馬：ひ、ひぃ。すいませんでした！　も、もうお金ないんです（爆笑）。

ＧＭ：何でカツアゲされんだよ!!（笑）

そよぐ：ミイちゃんはそんなことしないよ！（笑）

辰馬：いやあ、呼び出しって言われるとつい。

ＧＭ：「つい」じゃないですよ（笑）。

矢野：何故なぜ、呼よび出だされると、ついカツアゲされることを思いつくのか（笑）。

ＧＭ：じゃあ、続きを読みます。




　いったい何の用だろうかと思う暇いとまもあればこそ、彼女は呼び出しに応おうじたキミを見て言った。

「タイの演えん劇げきの話、忘わすれてないよね？」




辰馬：ぎょへぇ！

矢野：タイの演劇？（笑）

鈴吹：それ拾うの!?




　タイの演劇──それは辰馬の下手な言い訳が生み出したキーワードである。

　詳くわしくは『コスモス』第一巻、Ｐ[image: ]を参照願いたい。




そよぐ：でもタイの演劇って、どんな演劇なんだろう。

ＧＭ：ちゃんと調べたんですよ。勿もち論ろんタイの役者さんが来日して現げん代だい劇げきをするというのもありますが、今回は伝でん統とう的てきな民族衣い装しようを着て演えんじる舞ぶ踊よう劇げきです。

辰馬：そ、そうなんだ。

そよぐ：（はたと気づいて）あれ、でもこれってデートなんじゃ……。

ＧＭ：（さえぎって）さ、では次に矢野さんに……。

辰馬：ちょっと、待ってくださいよ。説明なし？

ＧＭ：（軽くスルーして）というわけで、ユピテルのハンドアウトです。

矢野：うむ、くるがよい。




ユピテルＤ０－５用ハンドアウト

ロイス：ピルグリム　　　推奨感情　ポジティブ：執しゆう着ちやく／ネガティブ：敵てき愾がい心しん

　宇宙からやってきたという存在、ピルグリム。ＦＨと結けつ託たくした彼らが、この神戸の町を脅おびやかす存在なのは疑うたがいようもない。神戸第三支部の支部長として、地球に生きるオーヴァードとして、外がい宇う宙ちゆうの脅威からこの町と人々を守らねばならない。




矢野（以下、ユピテル）：そうよね、アタシだって地球に生きるオーヴァードよね。

鈴吹：ロボだけどな。

そよぐ：ロボですけどね。

辰馬：ロボですよね。

ユピテル：ノンノン♪　レネゲイドビーイングですもの、ちゃんと生命活動してるのよ！　ミミズだってオケラだって、ロボだって生きてるのよぉ～ん♪

ＧＭ：そんなわけで、内ない容よう的てきにはわかりやすく「ピルグリムと戦え」というハンドアウトでございます。

ユピテル：当然よっ！　神戸はアタシたちが守るわっ！

ＧＭ：では、最後のハンドアウトです。




▼フェイド・アウト用ハンドアウト

ロイス：青あお峰みねミユキ　　　推奨感情　ポジティブ：誠せい意い／ネガティブ：脅威

　レネゲイドの進化を目的とする組そ織しき、ゼノス。その代表である都築京香つづき・きようかとの邂かい逅こうからしばらくして、ゼノスのエージェントと名乗る少女、ミユキがキミを訪たずね、話したいことがあるという。彼女の話とは──。




ＧＭ：というわけで、トリのフェイドはこのようなハンドアウトになります。

そよぐ：ミユキさんだー！

ユピテル：あら！




青峰ミユキ

　かつて京都に存在したＦＨセル「神曲」のエージェントであり、現在は都築京香の下でレネゲイドについて学ぶため、ゼノスに身を寄よせている。氷の剣けんを操あやつる凄すご腕うでのオーヴァードだ。

　くわしくは、ミユキがＰＣとして登場する『ダブルクロス・リプレイ・デザイア』シリーズを参照していただきたい。

[image: ]




ユピテル：『デザイア』、絶ぜつ賛さん発売中よ。

辰馬：さらっと宣せん伝でん入れてきますね（笑）。

鈴吹（以下、フェイド）：で、そのミユキに私が呼よび出されるということは……シメられる？（爆笑）

そよぐ：コワい！

辰馬：ちょっ、なんでミユキがフェイドをシメるんだ（笑）。

ＧＭ：シメませんよ！（笑）　話したいことがあるって書いてるじゃないですか。

ユピテル：シメられるとかカツアゲされるとか、そういう発想から離はなれましょうよ！（笑）

フェイド：すまんすまん、地球流のジョークだ。ゼノスか……興きよう味み深ぶかいところではあるな。

ユピテル：レネゲイドビーイングの組織ですものね。そりゃフェイドちゃんには接せつ触しよくしてくるわよねえ。

フェイド：（少し考えて）うむ、了解だ。対たい応おうをシミュレートしておこう。




　　　　　　　＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：では、以上のハンドアウトを踏ふまえて成長作業を行なってください！

一同：は～い。




　一いつ斉せいにルールブックやサプリメントを開き、成長作業を行なうプレイヤーたち。

　しばらくの時間が過すぎたのち、全員が新たなる力を得たのである。




ＧＭ：では、皆みなさんできましたか？

一同：できましたー。

ＧＭ：それでは、成長を発表してもらいましょうか。







▼今春そよぐ

ＧＭ：では、そよぐからお願いしますね。

そよぐ：はーい。神戸に暮らす女子高生オーヴァード、〝春一番スプリングストーム〟今春そよぐでーす。ＵＧＮに協力するイリーガルです。

ＧＭ：そして、邪毒を与えることが得意な邪毒女子高生でもある、と（笑）。




　そよぐの得意技は、装甲無視で邪毒を与えるコンボなのだ。




辰馬：《アースシェイカー》と《振動球》を組み合わせて範囲（選択）にして、《原初の赤：蝕む赤》でまとめて毒を与えるという……。

ユピテル：性格はさわやか男前なのにね～（笑）。

そよぐ：まず成長は《破滅の天使》を取得しました。

ＧＭ：《破滅の天使》ですか。強力ですよね、あれ。




《破壊の天使》

《スターダストレイン》のリミットエフェクト。このエフェクトを組み合わせた攻撃は、他のあらゆるエフェクトやアイテムの効果によって達成値を下げられず、失敗にもできない。

フェイド：相変わらずデータ構こう成せいにそつがないなあ。

そよぐ：それと、エンジェルハイロゥのイージーエフェクトの《ウサギの耳》を取りました。離れたところのささやき声でも聞こえるので盗ぬすみ聞ぎきに活用するつもりです（笑）。

ＧＭ：盗み聞きするんですか（笑）。

辰馬：そ、そんなの気にしなくていいよ（笑）。

そよぐ：あとは【感覚】を１上げて、これで【行動値ち】が14になりました。〈ＲＣ〉をふたつレベル上げて、レベル６にしてあります。

ＧＭ：おお、なかなか堅けん実じつだ。

そよぐ：で、〈情じよう報ほう：噂うわさ話ばなし〉を２レベルにして終しゆう了りよう。固定ロイスはお姉ちゃんの今春さくらと、前回同様ミイちゃんこと親友の五十嵐未来ちゃんです。

ＧＭ：そして、Ｄロイスも取っていますよね。

そよぐ：はい、オーヴァードやジャームが対象のときにダメージを上げる、「対抗種カウンターレネゲイド」を持ってます。以上で報告終わりです。
















▼海藤辰馬

辰馬：よし、じゃあ次はオレだな。この神戸第三支部のエース、〝フレイムジェミニ〟海藤辰馬が成長を報告するぜ。

そよぐ：みんな、〝たっつん〟って呼んでね（笑）。

辰馬：うおおお、オレをその名で呼ぶなぁぁぁっ！（一同笑）

ユピテル：まあ、エースなのは本当なんだけど、急に自信を喪うことがあるのよね～。

辰馬：ときどき、ちゃんとエースとしてやれるか不安になることもある……（笑）。

ＧＭ：では、成長の報告をどうぞ。

辰馬：えー、まずは《クロスバースト》を１レベル上げて攻こう撃げき力りよくを上じよう昇しよう。さらにアージエフェクト《マクスウェルの悪あく魔ま》を取得、３レベルまで上げた！

ＧＭ：攻こう撃げきにも防御にも使えるエフェクトですね。

そよぐ：しかも１ラウンドに１回使える！　強い！




　サプリメント『レネゲイズアージ』で追加されたアージエフェクトは、心に秘めた衝動に関わるエフェクトである。強力だが、暴走すると大きなペナルティを受けたりする。




辰馬：その代わり、暴ぼう走そうしてしまうと変へん異い暴走の効こう果かで【行動値】がマイナス10されるようにもなったので、〈調達〉を１レベル上げて「思い出の一品」を常じよう備び化した。〈意い志し〉の達成値＋１だから、これで暴走はしないさ。

ＧＭ：そうだといいなぁ（笑）。固定ロイスはどうしました？

辰馬：まずは死んだ双ふた子ごの兄あに貴きだ。名前は星せい司じにした。兄貴とオレとで〝星せい辰しん〟になるんだ。

そよぐ：かっこいいなあ。

辰馬：もうひとつはそよぐにした。感情はポジティブが「親近感」、ネガティブが「憤ふん懣まん」。一いち応おう「親近感」が表になってる。

ＧＭ：ネガティブは「憤懣」なんですか。

辰馬：うむ、腹はら立だたしい。だってずっと「たっつん」って呼ぶからな！（笑）

そよぐ：そこなの!?（笑）

辰馬：Ｄロイスはエースらしく「精鋭トウルーボーン」。優秀なＵＧＮチルドレンであることを表わしていて、〈白兵〉が最初から９レベルもある。巨大な剣で戦う戦闘スタイルなのは変わらずだ。

ＧＭ：ちゃんと、データ上もエースであることを表わしてるという。

ユピテル：データ上は頼もしいのよね～（笑）。

辰馬：というわけで、以上だ。
















▼ユピテル

ユピテル：は～い。ＵＧＮ神戸第三支部の支部長ロボ、ユピテルよ♪　趣味はファッションと可愛いモノ集めね。

辰馬：確か、〝Ｄ０─５〟という型式番号もあった気がする。

ユピテル：いやぁあね、型式番号で呼ぶなんて。なんだったら、〝ユッピー〟って呼んでもいいのよ？（笑）

辰馬：ごめんなさい、遠慮します（一同笑）。

フェイド：こんなロボを開発してしまうのだから、ＵＧＮの科学力はやはり侮れない（笑）。

そよぐ：おねえのロボなんてすごいよね。

ＧＭ：では、成長のほどを。

ユピテル：まずは《電でん磁じ障しよう壁へき》と《ペインエディター》を取ったわ。《ペインエディター》は【ＨＰ】を伸のばすエフェクトね。

辰馬：支部長はカバーリングするから、【ＨＰ】は大事だもんな。

ユピテル：そうね。さらに《電磁障壁》は、一シーンに一回だけ、ガード値に＋４Ｄできるエフェクトよ。とりあえず、一回だけならガツンと護まもってあげられるわ。

そよぐ：ガード値＋４Ｄは結構すごいよね。

フェイド：がっつり止めてもらえるのは頼もしい。

ＧＭ：なるほど。

ユピテル：さらに、イージーエフェクトで《電波障しよう害がい》を取ったわ。これで、アタシが歌を歌うと電波が障害されるようになるのよ。

辰馬：ジャイアンかよ！（爆笑）

ＧＭ：歌で機械が故障しちゃうんですね（笑）。

ユピテル：他の機械たちも、アタシの歌声に感動してね（笑）。

辰馬：いや、感動して故障はしないだろ。

ユピテル：で、固定ロイスはそよぐちゃんね。感情はＰ：庇護／Ｎ：嫉妬にしたわ。護ってあげたいと思いつつ、その女子力にジェラシーを感じてるのよ。

そよぐ：あたし、そんなに女子力高くないけどなぁ。

ユピテル：もうひとつは、アタシの同型機にしたわ。

ＧＭ：同型機がいるんですか。

ユピテル：だってアタシがユピテル、つまりジュピターだもの。

辰馬：なるほど、マーズとかヴィーナスがいるわけですね。

ユピテル：そういうこと♥　で、Ｄロイスは「機械化兵フルボーグ」。まあこれは文字どおりね。

ＧＭ：はい、分かりました。
















▼フェイド

ＧＭ：では、最後にフェイドの成長報告をお願いします。

フェイド：フェイド・アウトからフェイドだ。宇宙から来た精神生命体だったが、今はオコジョのぬいぐるみに入っている。そして、何故この地球にやってきたのかは、記憶を失ってまったく覚えていない。

そよぐ：謎の生き物なんだよね、基本的に。

辰馬：まあ、今はオコジョのぬいぐるみを得て活動できるようになったみたいだけど。

フェイド：うむ、ぬいぐるみに身体が馴な染じんだ結果、少し力を取とり戻もどすことができたのだ。そう、その力とは《果てなき円えん環かん》によって取得した《原初の赤：癒いやしの水》だ。

辰馬：【ＨＰ】回かい復ふくエフェクト！　これはありがたい！

ユピテル：カバーリング担当のあたしも助かるわぁ。

フェイド：ありがたく思うがいい。これは重要なことなのだが、新しくエフェクトを取得したのではなく、元々あった力を取り戻したのだ（笑）。

ＧＭ：経けい験けん点を消費して取得している事実は変わりませんので、どう言いい張はろうとそこは自由でございます（笑）。

フェイド：それと一般イージーエフェクトの《シークレットトーク》を取った。これでマスコットのふりをしたまま会話ができるぞ（笑）。

そよぐ：えらいねフェイドちゃん、ちゃんと周囲に配はい慮りよしたんだね。

フェイド：今のままだと、そよぐがぬいぐるみとしゃべる特殊な人間に思われるらしいので、このようにした。

そよぐ：よかった、これでヘンな人だと思われない（笑）。

フェイド：最後に固定ロイスだが。まずは同どう胞ほうＢ。同胞Ａはリキッドだったことがわかり、タイタスになった（笑）。

ユピテル：前回戦ったマスターリキッドね。

そよぐ：あの液体だったヤツだね。

フェイド：うむ。きっと他にいろいろいるらしい。

辰馬：同胞Ｂ、いったいどんなやつなんだ。

フェイド：それは私にもわからん！（笑）

そよぐ：そんないい加か減げんな！（笑）

フェイド：」そして、Ｄロイスは「神格デイエテイ」だ。地球外から来た、神や精霊のような存在であることを表わしている。いろんなものを破壊できるのだ。というわけで、以上だ。
















●ＰＣ間ロイス

ＧＭ：では、最後にＰＣ間ロイスを取りましょう。そよぐ[image: ]辰馬[image: ]ユピテル[image: ]フェイド[image: ]そよぐの順で取りますので、まずはそよぐから。

そよぐ：たっつんのロイスをとるんだよね。んー……ポジティブは「幸福感」なんだけど、ネガティブは……「不安」にしておこうかな。

辰馬：不安なのか？　オレはエースなのに！　（自分に言い聞かせるように）エースなんだ。オレはエースで、無敗で……（一同笑）。

ユピテル：ああ、うん、そうね……（笑）。

そよぐ：けっして人じん格かくへの不安じゃないからね？

辰馬：いや、分かってるから！　あえて強調しなくても！（一同笑）




　そこで言い訳すると、ますまずドツボのような。




そよぐ：いやぁ、ルールブックの感情表に例として書いてあったんで。ほら、お兄さんの話とか、あんまり深入りするなとか言ってたから、たっつんは学校でお友達を多く作るタイプじゃないんだろうなぁと思うので。

辰馬：ああ、そういう不安か（笑）。

そよぐ：不安って言うか、心配ですね。

フェイド：じゃあ「心配」って書いておけばいいんじゃないかなぁ（笑）。

そよぐ：あ、そうですね。じゃあネガティブは「心配」で。

ＧＭ：了解です。じゃあ、辰馬からユピテル。

辰馬：オレから支部長へは決めてある。ポジティブが「親近感」、ネガティブは「疎外感」ということで。どこか溶とけ込こめてない感じがしている。

ユピテル：そんな寂さびしいこと言わないでちょうだい！

そよぐ：こういうところが心配なんだよ。

ＧＭ：なるほど。では、ユピテルからフェイドですね。

ユピテル：はぁい。フェイドちゃんにはポジティブは前回と変わらず「幸福感」ね。ネガティブは「不信感」だったんだけど、「憐れん憫びん」にしたわ。かわいそうな境きよう遇ぐうだし。

そよぐ：支部長は優やさしいなあ。

フェイド：抗こう議ぎ。私をそんな憐あわれむような目で見ないでもらいたい（笑）。

ユピテル：アタシ、目なんかないわよ？（一同笑）

フェイド：……憐れむようなカメラで見るな、になるのか……？（笑）

ＧＭ：憐れむようなセンサーかもしれませんな（笑）。

そよぐ：そういう問題じゃないんじゃないかな（笑）。

ＧＭ：では、フェイドからそよぐです。

フェイド：う、うむ。ポジティブは「好こう奇き心しん」なのだが、ネガティブは任意に決めた。「不ふ可か解かい」というのを取りたいのだが、かまわんか？

ＧＭ：なるほど、まだ理り解かいできていないのですね。

そよぐ：そんなものなのかなー。ま、時間をかけてわかり合えばいいよね！

フェイド：なぜそうも前向きに考えられるのか、そのあたりが不可解なのだ（笑）。

ユピテル：その前向きさがそよぐちゃんのいいところなのよ。

フェイド：いや、お前もレネゲイドビーイングなんだから少しは不可解に思え！（一同爆笑）

ユピテル：ごめんねー。レネゲイドビーイングの自覚なくてごめんねー（笑）。

ＧＭ：さて、全員ＰＣ間ロイスも決まりましたね。それではセッションに入りましょう！

一同：はーい！




　みずからの力に磨みがきをかけ、それぞれの関係にもほんの少し変化が見えたＵＧＮ神戸第三支部の面々。果たして、彼らを待ち受ける試練とはどのようなものなのだろうか──？


















リミットエフェクト　ひとつのエフェクトをさらに強力なエフェクトに発展させたもの。

イージーエフェクト　力をわずかに使ってちょっとしたことを行なうエフェクト

《マクスウェルの悪魔》　エネルギーを操り大ダメージを与えるサラマンダーの「妄想」アージエフェクト。

《シークレットトーク》　オーヴァードのみが聞ける特殊な声で会話するイージーエフェクト。
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◆Opening01◆新たな来らい訪ほう者しや

Scene Player ─── ユピテル




　日本を代表する貿ぼう易えき港こう、神戸港───。

　朝あさ靄もやが周囲を包む中、船せん籍せきが不明な不ふ審しんな船が入港してくる。

　また、この街に事じ件けんが迫せまろうとしていた。




ＧＭ：では、オープニングを始めます！

そよぐ：はい、わくわく。

ＧＭ：シーンプレイヤーはユピテルですが、最初は、マスターシーンからです。

フェイド：おう。

ＧＭ：場所は、朝靄に煙けぶる神戸港───。

辰たつ馬ま：ほうほう。

ＧＭ：そこに、霧む笛てきとともに一隻せきの不審な船が入港してきます。

フェイド：おお、アクション映えい画がのオープニングみたいだ。

ＧＭ：その船から、明らかに何か怪あやしいものを運びだそうとしている黒ずくめの一いち団だん……。

フェイド：船から？

ＧＭ：はい。先に明かしますが、彼かれらは、ＦＨのエージェントです。

そよぐ：おおう。

辰馬：何か持もち込こもうとしているのか。

ＧＭ：そこに、「捜さがしたぜ」という声とともに、ザッと登場するひとりの人物。

一同：おおっ！




　そいつは、舫もやいに片足を乗せ、真っ白なギターを抱えていた。

　そんなポーズが嫌味なほど様になっている。




一同：ギ、ギター!?（爆笑）

そよぐ：なんだかかっこいい！

ＧＭ：そう、ＦＨのエージェントに対たい峙じするのは、白いスーツと白いソフト帽ぼうを被かぶった二メートルぐらいの巨きよ漢かん！

辰馬：伊達だて男おとこっぽい（笑）。

ＧＭ：ＦＨエージェントたちは、その白スーツに「なんだてめぇは？」「こいつを見られたからにゃあ生かしておけねえ！」とかいってナイフをかざして襲いかかる！

ユピテル：ベタだわ！　今どきあり得ないくらいベタだわ！（笑）

ＧＭ：だが、白スーツの男はギターを振りかざしてそいつらを華麗に薙ぎ払っていく！

そよぐ：ギターで!?

フェイド：『マイトガイ』シリーズかよ！

ＧＭ：いえ、『ギターを持った渡り鳥』です!!

ユピテル：どうでもいいわよそれ！（爆笑）

ＧＭ：「お前たちの思いどおりにはさせんぞ、ＦＨ！」と言って、クイッと帽ぼう子しのつばを上げると……出てくるのはこんな顔（『コスモス』一巻かんの口絵を見せる）。

そよぐ：あっ……！

辰馬：ユピテルじゃん！

ＧＭ：そう、ユピテルと同じような顔。ゴーグルの形がちょっとちがうとか。

フェイド：同型機か！

そよぐ：何曜日かなぁ？　何色なのかなぁ？

フェイド：まさか、さっそく同型機のネタが拾われるとは（笑）。

ＧＭ：そもそも、ＵＧＮもこういう事じ態たいのためにロボを開発したわけで。

フェイド：言われてみれば確たしかに

ユピテル：だからって白スーツは着ないと思うのよねー。

辰馬：お姉系けいもないっすよ！（一同爆ばく笑しよう）

そよぐ：みんな極きよく端たんなんですねー、ロボたちって。

フェイド：お姉系支し部ぶ長ちようロボの次が〝にっかつアクション映画風ロボ〟だからな（笑）。




　好みなんです、はい。




辰馬：なんだかよくわかんないが、妙みようにかっこいいぞ（笑）。

フェイド：にっかつ映画とか、わたしよりもっと前の世代だからなー。

そよぐ：何故なぜ、そんなものをフェイドちゃんが知っているんだろう？（笑）

フェイド：そういう知識も学んだのだ、きっと（笑）。

ＧＭ：その白スーツのロボが「思いどおりにはさせんぞ！」って言ったところで、場面が移り変わってユピテル登場となります。

ユピテル：あら、ホント？（笑）

ＧＭ：ユピテルは白スーツのロボが大だい活かつ躍やくしている映えい像ぞうをモニターで見ています。

ユピテル：古いアクション映画ね～（笑）。

ＧＭ：いやいや、映画じゃないですよ（笑）。霧谷雄吾きりたに・ゆうごから送られてきた映像です。

ユピテル：あ、そうなの？　これ映画じゃないの？

ＧＭ：「違ちがいます」と、映像を送ってきた霧谷が答えます。要するに、さっき演出された出来事が、霧谷から映像として送られてくるわけですね。

ユピテル：ああ、なるほどね。

ＧＭ：というわけで、侵しん蝕しよく率りつを上げてください。

ユピテル：えいっ！　（ダイスを振ふる）……５点上がった。だが54。

そよぐ：高い!?

辰馬：レネゲイドビーイングだからなー。

ＧＭ：しかも《ペインエディター》取ったから、さらに。

ユピテル：で、ところでこの映像に映うつってるのは誰だれなの？

ＧＭ：あいつはですね、キミの弟分で、ウェヌスＤ０─６です。

ユピテル：あらまぁ！

そよぐ：ウェヌスだから……ヴィーナスで金曜日なんだ！（笑）

ＧＭ：では、そうやって何かを運はこび込こもうとしたＦＨの一団と戦い、映像は最後にカッと爆ばく発はつして終わっています。

一同：爆発!?

ＧＭ：「それ以い降こう、ウェヌスとの通信は途と絶ぜつしています」と霧谷は沈ちん痛つうな表ひよう情じようで言います。

ユピテル：行方不明なの？

ＧＭ：そうですね。二時間前にＭＩＡ───Missing In Action───作戦行動中行方不明と報ほう告こくされました。

そよぐ：あー、なるほど。

ＧＭ：生せい存ぞんは絶ぜつ望ぼう視し、という意味合いですね。

ユピテル：まあ、人間はそうかも知れないけど、アタシたちはコアさえ残ってればまた復ふつ帰きができるから、そんなに悲観しすぎる必要はないのだけれど（笑）。

辰馬：そうか、それでいいんだ（笑）。

ユピテル：その、雄ゆう吾ごちゃん、これけっきょく、その……運び込んできたやつは誰なの？　あとその爆発って何？　あと、これ誰が撮とってるの？（一同笑）

そよぐ：ツッコミが多い！

辰馬：そうですよ。明らかに自分のカメラじゃなくて、横から誰だれかが撮ってたんですから。

フェイド：港の監かん視しカメラなんだろう、きっと。

ユピテル：ああ、なるほどね。最近増ふえてるものね。

辰馬：監視カメラなのに何故かかっこいい角度を意い識しきした映像になっているという（笑）。

そよぐ：入りの位置とか計算したんだろうね。

ユピテル：（しみじみと）そういう性せい格かくの子だったからねえ（笑）。

ＧＭ：いいですね、性格的にもカメラがあるとキメ顔をせずにはいられないヤツなので採用しましょう。

ユピテル：あの子なりのこだわりなのよ（笑）。

ＧＭ：「この映像に映っている相手がＦＨのエージェントだということが判はん明めいしていますが、おそらく複ふく数すうのセルから神戸に派は遣けんされているようです。現げん在ざいの神戸の状じよう況きようを勘かん案あんするに、ピルグリムと関係している可か能のう性せいが非ひ常じように高いと思われます」

ユピテル：なるほどねえ。ピルグリムに関係してるっていうのは、どういう筋すじで分かった情じよう報ほうなのかしら？

ＧＭ：それはもう霧谷の推すい測そくにすぎません。

ユピテル：あら、推測なのね（笑）。

ＧＭ：「なにしろ、あの爆発によって証拠らしきものはほとんど隠滅されました。ウェヌスも行方不明のままです」

そよぐ：行方不明のままなんだ……。

ユピテル：それは困ったわね。

ＧＭ：「確たしかな情報でないのは申もうし訳わけないと思いますが……」

ユピテル：いいわ。アタシもアナタの推測は正しいと思うし。ともあれ、アタシの任にん務むはやっぱりこの事件の調ちよう査さってことかしら？

ＧＭ：はい。彼らが運び込もうとしていたものも、ウェヌスと一いつ緒しよにいったん行方不明になっているので、それを回かい収しゆうすることと、連中の目的の特定および対たい処しよになります。

ユピテル：うん、わかったわ。

ＧＭ：「では、ＵＧＮ神戸第三支部にお任まかせしますよ」

ユピテル：ピルグリムに対たい抗こうする力があるのは、今のところ、そよぐちゃんだけなのよね。

ＧＭ：そして、ユピテルが霧谷から任務を受けたところで、「その件ですが」とメンテナンスも担たん当とうしている医い務む局員のマリナが、ノックをして入って来ます。

ユピテル：あら、何かしら？

ＧＭ：「作らせていたものが完成しました。今春そよぐ───〝スプリングストーム〟の体たい液えきを素もとに作った血清です」

ユピテル：ああ、できたのね。

ＧＭ：「これがあればピルグリム、特とく殊しゆな能のう力りよくに対たい応おうできるでしょう」

ユピテル：それで、どう使えばいいの？　これ。

ＧＭ：注ちゆう射しやをするんですよ。

ユピテル：相手に？

ＧＭ：いえ、自分に。

ユピテル：ああ、自分に？

ＧＭ：自分に注射して、レネゲイドを活かつ性せい化かさせる……。

ユピテル：……ちゅー、しゃ？

一同：…………。

ＧＭ：ああ、ユピテルに注射はできない!?（一同爆笑）

そよぐ：ロボだから！

ユピテル：注、射……。

ＧＭ：いや、だから、こう……あの、あのね、「対抗種」の力をすごい薄うすめた、ワクチン的な、血清的なものを注射して、自分の体のレネゲイドをある程てい度どピルグリムのやつらに適てき応おうさせて、ダメージが与あたえられるようにするっていう話なんですけど……。

フェイド：どうするんだろうね、ロボは。

辰馬：本当だよ！

ＧＭ：ていうかロボなんて想定外だし！

フェイド：まあ、それを言い出すとロボがウィルスに感かん染せんするのかという話になる（笑）。

ユピテル：何言ってるのよ！　アタシはロボだけど心は人間。だから人間と同じくウィルスにだって感染するわ。

辰馬：いや、その理り屈くつはおかしい！（一同爆笑）




　まったくである。




ユピテル：じゃ、なんかそのワクチン注入する場所があるんじゃないかしら？

ＧＭ：じゃ、脇わき腹ばらのあたりをパカッと開けて。

ユピテル：お願いするわ（笑）。

ＧＭ：「任せて」というわけで、マリナがこの注射をしてくれます。ひとまず第三支部の人員で試してみて、問題がないようでしたらほかの支部でも使用することになります。

ユピテル：まあ、わかったわ。ただ、向こうの動きも大きいみたいだから増ぞう援えんはお願いするわ。神戸支部、それなりに大きそうだったけど、アタシたちだけでは保もたない可能性は十分にあるもの。それから、アタシの弟のこともあるしね。

ＧＭ：では、「頼たのみましたよ、ユピテル」と言って、霧谷からの通信は終しゆう了りようします。

ユピテル：はーい。

ＧＭ：というところで、シーン終了です。






『マイトガイ』シリーズ　小林旭主演の無国籍アクション映画シリーズ。

『ギターを持った渡り鳥』　同じく小林旭主演のアクション映画。









◆Opening02◆誘いざなうもの

Scene Player ─── 今いま春はるそよぐ




　神戸の危き機きを救ったあの事件からしばらく。

　いつもの生活が戻もどってきている。

　そよぐは、フェイド（の宿ったぬいぐるみ）を鞄かばんにぶら下げて、今日も登校する。




ＧＭ：では、次のシーンとなります。シーンプレイヤーはそよぐ。

そよぐ：はい。

ＧＭ：フェイドも自動登場なので、侵蝕率をずずいっと上げてください。

そよぐ：たあっ！　（ダイスを振る）……。

フェイド：了りよう解かい。ずずいと上げねば～。

そよぐ：４です。

フェイド：ずずいっ（ダイスを振る）……おお、10～。

ＧＭ：フェイドがいきなり侵蝕率ボーナスでダイス増ふえそう。

そよぐ：大変だ。

フェイド：いきなり59だ（笑）。

ＧＭ：ちなみに、相あい原はらくんは最初にボッコボコにされたのでまだ入院中なんですが、未み来らいはもう元気に学校行ってます。

そよぐ：おお、よかったよかった。

ＧＭ：そんな、ある日の朝。キミが目覚めて学校に行く準じゆん備びを整えていると、未来からメールが入っています。

そよぐ：おや、なんだろう？　見てみます。

ＧＭ：「ちょっと用事があるので今日は先に行ってます」という非常に珍めずらしいメールですね。

そよぐ：おう、珍しい。あのミイちゃんが早起きだなんて。今日は雨が降ふるよ（笑）。

辰馬：雨はこの間降りました（笑）。

そよぐ：ああ、そうだった。じゃあ、槍やりとかかな？（笑）

ＧＭ：どんだけお寝ね坊ぼうさんなのか（笑）。

フェイド：机つくえの上に立っている俺おれが、片かた目めだけピュウッと開けてそよぐの方を見る。……この星では槍が降るのか？

そよぐ：うーんと……と、ときどき、場所によっては降るんじゃないかな。

フェイド：それは危き険けんだな。

そよぐ：だからフェイドも、槍が降ってきたら屋根のあるところに行かないとダメだよ？

辰馬：さりげなく誤った知識を与えるなよ！（爆笑）

そよぐ：あはははは（笑）。そんなたわいもないことを言いながら、鞄にフェイドをつける。

フェイド：ぶらーんぶらーん（[image: ]揺れている）。

そよぐ：やっぱり可愛かわいいぬいぐるみだなぁ。

ＧＭ：じゃあ、いつもどおり鞄に引っかけて出かけるわけです。

そよぐ：はい、鞄に引っかけて。向こう着いたら動いちゃダメだよー。

フェイド：心得ている。

ＧＭ：あなた方が登校していると、目の前にひとりの少女が待まち構かまえている。

そよぐ：おう？

ＧＭ：長い黒くろ髪かみの。そよぐと同じ年とし頃ごろの少女ですね。

フェイド：ぶらんぶらん……（[image: ]揺れている）。

そよぐ：制せい服ふくはたぶん違ちがうんですよね。

ＧＭ：はい、違いますね。

そよぐ：じゃあ、見たこともないでしょうから、小走りに行きながら、そっちを見ます。

ＧＭ：彼かの女じよは、キミに「今春そよぐさん、ですね」と。

そよぐ：えっ？　思わずちょっとつんのめって止まります。

ＧＭ：そして鞄に視し線せんを落として、「それに、フェイドさん」。

フェイド：ぶらんぶらんぶらん（[image: ]揺れている）……ん？

ＧＭ：「素す性じようは存ぞんじ上あげています。わたしはゼノスのエージェント、青あお峰みねミユキといいます。はじめまして」

そよぐ：ゼノス……あたし、知ってるんですかね？

ＧＭ：ゼノスについては知ってていいんじゃないですかね。




ゼノス

　レネゲイドビーイングたちによる組そ織しき。ＵＧＮともＦＨとも違う、第三の勢せい力りよくとして活動している。青峰ミユキは、リプレイ『デザイア』シリーズに登場した元ＦＨのオーヴァードである。現在は、レネゲイドのことをさらに探求するべくゼノスに身を寄せている。




フェイド：ＵＧＮだと知っててもおかしくないな。

ＧＭ：はい。そよぐも名前ぐらいは知ってていいです。簡かん単たんに言うと、レネゲイドビーイング同士で助け合う組織で、ＵＧＮともＦＨとも違う方針で動いています。

そよぐ：レネゲイドビーイングの会みたいな感じ？（笑）

辰馬：まあ、そんなもんだと理り解かいしていいんじゃないかな？（笑）

そよぐ：と、そのことをフェイドちゃんに説明するよ。

フェイド：納なつ得とく。一いち応おう、お仲間ではあるのか。

そよぐ：フェイドちゃん、しゃべってもいい人みたいだよ。

フェイド：おお、そうかそうか。こんにちは。

ＧＭ：「こんにちは。先日は、うちの代表がご挨あい拶さつに伺うかがったそうで」

そよぐ：代表？

フェイド：ああ、代表というと都築京香つづき・きようかのことだな。

[image: ]

ＧＭ：そのとおりです。ゼノスの代表が誰かについては、そよぐも知っていてかまいません。元ＦＨ日本支部長ですね。

そよぐ：代表って、噂うわさの〝プランナー〟都築京香さん？

ＧＭ：「そうです」

フェイド：今はＦＨにはいないのだったな。

そよぐ：何か、よく分からない経けい緯いを辿たどっている人として、記き憶おくに残っているけど。

ＧＭ：で、まあ今目の前にいるのは、そのゼノスのエージェントである青峰ミユキです。

そよぐ：はい。

ＧＭ：「では、単刀直入に申し上げます」

そよぐ：はい。

ＧＭ：「我われ々われの目的はフェイドさんです」

そよぐ：は、はい？

ＧＭ：「彼を確かく保ほすることが、我々の目的に合がつ致ちする可能性が高いのです」

そよぐ：目的とか言われても、あの、困こまると申しますか……。でもフェイドは別にＵＧＮに所しよ属ぞくしたとかいうわけでもないんですよね。

フェイド：一応、ＵＧＮ神戸第三支部が保ほ護ごしている形だな。

ＧＭ：はい。預あずかりでございますね。

そよぐ：そもそも、フェイドちゃんをどうするつもりなんですか？　……ミユキさんだから綺き麗れいな人なので、何かじりじり気け圧おされてます。何だ、この美人って思いながら。

ＧＭ：「何だこの美人」って（笑）。

フェイド：変わった感想だ（笑）。

そよぐ：美人には圧あつ倒とうされてしまう（笑）。

ＧＭ：「ちょっと彼をわたしたちに預あずけてくれないかしら」みたいな感じで、迫せまってくる。

そよぐ：でも、悪い人じゃなさそうだ。

フェイド：うむ。向こうの方が美人だー！（一同笑）

そよぐ：えええっ!?

フェイド：──という夢ゆめを見た。いや、美人にはつられないぞ？　まだ、鞄にぶらんぶらんぶらんとぶら下がっているのだ。

ＧＭ：「どうかしら？」

そよぐ：あの、急にそんなこと言われても困こまります。

フェイド：私わたしはミユキのロイスは［Ｐ：誠せい意い／Ｎ：脅きよう威い］で取っていて、［脅威］の方にチェックしてあるから、とりあえず怖こわいんだ。

ＧＭ：ああ、なるほど。

フェイド：そうだ、何か恐きよう怖ふを感じる。ぶるぶる。

そよぐ：うーん、フェイドちゃんもこんなに怯おびえているし……。

ＧＭ：「それは、拒きよ否ひするということ？」

そよぐ：え、ええ。

フェイド：本ほん能のう的てきに、行ってはならない気がする。

ＧＭ：「そういうことでしたら、無理にとは言いませんよ」

そよぐ：ほっ……。

ＧＭ：「ですが、諦あきらめるつもりもありませんので、今回はご挨拶代わりということで」

そよぐ：は、はい。……あ、あたし、今春そよぐといいます。よろしくお願いします。

ＧＭ：「これはご丁てい寧ねいに、ありがとうございます」

フェイド：これが、地球のご挨拶という習しゆう慣かんか（笑）。

ＧＭ：「最後にフェイドさん。あなたの意い志しも、お伺うかがいしておきましょうか」

フェイド：意思？　困こまったな。フェイドはそういうのちょっとまだ分からないんですよねー（一同笑）。

そよぐ：えええっ!?

辰馬：おいおい、難むずかしくなってきたぞ。

ユピテル：自分で話を振ふっといて、ねえ。

フェイド：その、記憶がないからな。いったい何を基もとに判断したらいいのか。ちなみにゼノス、ゼノスについて調べたがデータはなかった。

ＧＭ：「ま、そうでしょう。ゼノスの体たい制せいはザルじゃない」

フェイド：理解。そのような組織なのだな。青峰ミユキさん？

ＧＭ：「はい？」

フェイド：初対面の人物には、〝さん〟をつけて呼よぶのだろう？

そよぐ：そう、ばっちりだよ（笑）。

フェイド：青峰ミユキ、さん？　あのー……ひとつ、聞きたいんですが、いい、です、か？

辰馬：敬けい語ごが辿たど々たどしい（笑）。

そよぐ：でも、いけてる、いけてるよフェイドちゃん。

ＧＭ：「何でしょう？　わたしでお答えできることならば、なるべく答えますよ」

フェイド：あなたは人間のようだが？　この惑わく星せいで大多数を占しめる炭素生命体にんげんであって、レネゲイドビーイングではないと思うのだが。

ＧＭ：「はい。わたしはレネゲイドビーイングではありません。ゼノスの思想に共感して、協力しているエージェントです」

フェイド：理解。なるほど。ゼノスの思想に共感している人間がいるのか。不ふ可か解かいだ。

ユピテル：一方、ＵＧＮには人間を守るロボもいるわ（笑）。

フェイド：この惑星上では種を超こえて手を結ぶのが流行りらしい。

そよぐ：昔から動物と会話するアニメとかいっぱいあるしね（笑）。

フェイド：興きよう味み。ＵＧＮは人間を守るために必死だというのに、人間のオーヴァードがレネゲイドビーイングの味方についているとは。いかなる信しん条じようによるものなのか。

ＧＭ：「そうですね。説明するのは難むずかしいんですけれども、ひと言で言っちゃいますと……人間にもいろいろあるってことです。今、これ以上言っても、フェイドさんの意思を今すぐ変えるのは難むずかしそうですから、また出直すことにします」

フェイド：では、改めて答えよう。現げん状じようでは、君について行くつもりはない。なぜなら、現状この今春そよぐ、およびその周囲に対して、大変興味があるからだ。

ＧＭ：「納得のいく答えです。それじゃあまた」と言って、彼女は去って行きます。

そよぐ：あ、待って！

ＧＭ：「はい？」

そよぐ：青峰さん？

ＧＭ：「ミユキでいいですよ。何でしょう」

そよぐ：じゃ……み、ミユキさん。

辰馬：何故、もじもじしてるのか。

そよぐ：ちょ、直ちよく視しできない。何か恥はずかしい……（笑）。

ユピテル：落ち着くのよ、そよぐちゃん。

そよぐ：う、うん。

ＧＭ：「なんでしょう、そよぐさん」

そよぐ：ええと、ゼノスがフェイドちゃんに対して、フェイドちゃん絡がらみのことで何か目的って言ってたけど、目的ってどういうことなの？

ＧＭ：「ゼノスの目的は、レネゲイドの進化です。地球外からやってきたレネゲイド、それも、ジャームとしてではなく、我々とコミュニケーションが取れる彼について、いろいろ調べることができれば、レネゲイドの進化に繫つながるかも知れない。そう考えているからです」

フェイド：進化、か。




「いずれ、わかり合えるときも来るでしょう」

　そういって、青峰ミユキは背を向ける。

　そよぐとフェイドは、去っていく彼女を見送った。




ＧＭ：というところで、ミユキはいったん帰って行きます。

フェイド：なるほど。

そよぐ：すごく綺麗なお姉さんだったねー。

辰馬：美人に弱いのは、そよぐだったな（笑）。

フェイド：しかし、そよぐよ───。

そよぐ：うん、なに？

フェイド：自じ慢まん。私は、モテモテだな！（一同笑）

辰馬：た、確かにモテ期到とう来らいのようなモテっぷりだ！

そよぐ：モテモテって……新しい言葉を覚えたね（笑）。

フェイド：そうだ、地球の語ご彙いは増ふやした方がいいだろう。

そよぐ：うんうん、フェイドちゃんは確かに可愛いからなー。

ＧＭ：そんなところで、学園モノにおける必殺奥おう義ぎ、予よ鈴れいが鳴る。

そよぐ：あっ、こんな時間！

フェイド：提てい案あん。遅ち刻こくをすると、まずいのではないか？

そよぐ：そうだよ。だからダッシュします！

フェイド：困こん惑わく。おー、揺ゆれる。がたがたがた……。

ＧＭ：では、そんなところでいったんシーンは終了します。







◆Opening03◆春の予感

Scene Player ─── 海かい藤どう辰馬




　朝早く。教室には、まだ辰馬しか来ていない。

　たまには、こういう日もいいものだと思う。

　そんな辰馬を、見守るような視線があった。それは───春の予感。




ＧＭ：では、たっつんのシーンです。

辰馬：くっ、ＧＭまでもその名で呼よぶか……（笑）。

ＧＭ：もはや、全国のファンもその呼び方で決まりだと思う（笑）。

そよぐ：たっつんっていいじゃない。みんな、そう呼んでくれると思うよ。

辰馬：なんてことだ！

ＧＭ：……で、まあ早めに登校しているキミですが。

辰馬：早めに登校か。まだ教室にはクラスメイトもいないんだろう。

フェイド：朝早く学校に行きたがる生徒はなかなかいないからな。

ＧＭ：ええ、そうなんです。ですが、辰馬の他にも、ひとり教室にやって来ています。

辰馬：おっ？

ＧＭ：「……海藤くん」と声をかけられます。

辰馬：誰だ!?　オレをつけるやつは誰だ？

ＧＭ：なんでそんな被ひ害がい妄もう想そうに……（笑）。




　辰馬、警戒のしすぎである。




辰馬：はっ、衝しよう動どうに駆かられてしまった（笑）。ともかく、呼ばれた方を見てみるよ。

ＧＭ：そこには、五十嵐未来いがらし・みらいが「ちょっといいかな？」って手て招まねきをしています。

辰馬：五十嵐さんが？

そよぐ：いつもは遅いのに！（笑）

辰馬：どうしたんだい？　こんな朝早く……朝早く!?　時計を見る。

ＧＭ：結けつ構こう早い時間です。この子は朝弱いんで、普ふ段だんならそよぐと一緒に登校するんですよ。

辰馬：ば、馬ば鹿かな……。

ＧＭ：だから、頑がん張ばって早起きしたせいか、寝ね癖ぐせがピンッと立っています。

そよぐ：駄だ目めだよ、ミイちゃん（笑）。

辰馬：ああ、それは見ないふりをしよう（笑）。……そういえば、そよぐは一緒じゃあないのかい。いつも一緒なのに。

ＧＭ：「うん、ちょっと……」

辰馬：そ、そうなのか。喧けん嘩かでもしたのかい？

ＧＭ：「そうじゃないんだけどね、えっと……ここではなんだから、校こう舎しや裏うらに……」

辰馬：えええええっ、こここ校舎裏!?（一同爆笑）

そよぐ：校舎裏は危険な合図！

辰馬：ひいいっ、すいません！　オレ、何か悪いことしましたか!?

ＧＭ：何でそんな卑ひ屈くつなの!?　校舎裏じゃなく、中庭にしよう。それなら呼よび出だしてシメられるという連想はしないはず！

辰馬：ちゃんと売り上げ上じよう納のうして……。

そよぐ：売り上げ（笑）。




　未来はそんなことしない。

　というか、ＵＧＮ神戸第三支部のエースとはなんだったのか。




ＧＭ：「ええと、そうじゃなくてね。タイの演えん劇げきのこと忘わすれてないよね？」

辰馬：…………は？　……タイの……演劇？　はてな？

ＧＭ：「そよちゃんと見に行ったから、わたしとも行くって言ったのに……」

辰馬：あの、まあ、ええと……（笑）。そういえば言ったような気がするね！　あはは、覚えていたんだ。

ＧＭ：そこで、彼女はすっとチケットを出します。

辰馬：What？

ＧＭ：タイの演劇のチケット。

辰馬：はっ!?　何であるんだよ！（一同笑）

そよぐ：チケット取ってきたんだ！

ＧＭ：実は、タイの演劇について調べてきました。やっぱり、金色のすごい尖とがった帽子を被って、すごい尖った肩かたアーマーを着けて……。

ユピテル：肩アーマーって言っちゃだめよ（笑）。

ＧＭ：いやでも、そんな感じでしょ？　あれ、舞踊劇という劇の一種なんだそうです。

そよぐ：へー。

ＧＭ：日本でも、結構やってるみたいですよ。

そよぐ：それを見に行く高校生（笑）。

辰馬：やってやがったのか、タイ……。いい仕事しすぎだ（笑）。

ＧＭ：「見に行ったんだよね？」

辰馬：……おう。オウ、イエ～ス。いえ、見に行きました。楽しかったです、はい。とても楽し、かった、カタヨ、ハハハ。

ＧＭ：「何でカタコトなのかな？」

辰馬：そ、そんなことないよう？（笑）

ＧＭ：「というわけで、今度の土曜にでも、どうかなって思ったん……だけど……」

辰馬：土曜か……一応、今のところ暇ひまだけど。

ＧＭ：じゃあ、パアッと顔を明るくして、「じゃあ！」

そよぐ：ミイちゃん可愛い（笑）。

ＧＭ：ちなみにチケットは二枚まいしかない。

辰馬：二枚？　あれ、これ二枚しかないね。

ＧＭ：はい。

ユピテル：空気読めないわねえ、本当に（笑）。

辰馬：ここはさすがに。

そよぐ：にやにや。

辰馬：二枚しかない。ユーとミー？

ＧＭ：「い、イエス、ミー、アンド、ユー……トゥギャザー」

ユピテル：何故英語になっちゃうのかしら、このふたりは（笑）。

辰馬：しまった。行けるって言っちゃった手前……。

ＧＭ：もう言げん質ちを取ったわけです（笑）。

そよぐ：ミイちゃん策さく士し！

ＧＭ：まあ、そんなわけで。

辰馬：わわわ、分かった。もはや言ってしまったのは仕方がない。行こう、行こうじゃないか。
















ＧＭ：場所は、あなた方の住んでる地ち域いきから、だいたい電車で二〇分ぐらい。西宮にある、兵庫県立芸げい術じゆつ文化センターとなります。

辰馬：具体的だ（笑）。

ＧＭ：二〇〇〇人入る大ホールと、九〇〇人ぐらい入る中ホールと、四〇〇人ぐらい入る小ホールがあって、未来がチケットを取ったタイの演劇は、神戸女学院が管理している小ホールで演えんじられる予定です（笑）。

そよぐ：ほー。

辰馬：よく調べてるなぁ。

ＧＭ：未来は「じゃあ……！」とチケットを片かた方ほう渡わたして、たぶん約束の時間とかを言って、そそくさと、すごい勢いきおいで教室に帰っていく。

辰馬：な、何が起きているんだ……。

ＧＭ：見上げると、クラスの連中が全員、身を乗り出して中庭を見ている。

そよぐ：ひそひそひそひそ……（笑）。

辰馬：な、何で見てんだーっ！（一同笑）

ユピテル：みんな、クワッと目を剝むいて興きよう味み津しん々しんでしょうねえ（笑）。

辰馬：すごいこうやって、ジーッと見られる。

そよぐ：ざわざわ……。




「えっ、あのふたりどこかに出かけるってよ」

「へー、そういう関係だったんだ」

「しかも、今春は一緒に行かないみたいだし、これは……」

　クラスメイトの好奇の目が、未来と辰馬に向けられる。

　やはり、この手の話題は、皆興味津々であった。




辰馬：見せもんじゃねぇぞゴラァ────っ!?




　逆上した神戸第三支部のエースの叫びが、初夏の風の中に消えていった──。










　　　　ＭＩＤＤＬＥ　ＰＨＡＳＥ







◆Middle01◆少女の決意

Scene Player ─── 今いま春はるそよぐ




　教室、昼休み。

　その日の朝、未来はそよぐより先に学校に登校していた。

　普ふ段だんなら、あり得ないこと。いったい、何があったのだろうか。




ＧＭ：じゃあこのまま、ミドルフェイズに行きたいと思いますが。

そよぐ：はーい。

ＧＭ：ミドルフェイズ最初のシーン。そよぐのシーンです。

そよぐ：はーい、登場しまーす。

ユピテル：そよぐ以外の登場はどなたが？

ＧＭ：はい。辰たつ馬まが登場可か能のうですが、出る場合はちょっと間を空けてください。

辰馬：あ、了りよう解かいした。

ＧＭ：あ、あとフェイドは普ふ通つうに登場可能です。ストラップについてるから。

フェイド：おお、登場するのだ～。（ダイスを振る）ぎゃああああ～！

ＧＭ：また10！（一同笑）

フェイド：ま、まずい。これは、ちょっと……。

辰馬：社長が絶ぜつ好こう調ちようすぎる。

ＧＭ：ミドル一シーン目で、侵蝕率69％ってすごいですよ。

そよぐ：すごい。

ＧＭ：やばい。フェイドが……フェイドが本当のピルグリムになってしまう（笑）。

フェイド：誘ゆう惑わく。ああ、都築京香つづき・きようかが呼よんでいる（笑）。

ＧＭ：ともかく、このシーンは学校のシーンでございます。

そよぐ：はい。教室ですか？

ＧＭ：教室です。昼休みってところですね。

そよぐ：はい。

ＧＭ：未み来らいが声を掛けてきます。「朝ごめんね、いきなり」

そよぐ：うん～、大だい丈じよう夫ぶ。でもよく起きられたね～。

ＧＭ：「頑がん張ばったから」（笑）

そよぐ：でも、朝何かあったの？

ＧＭ：「あ、あさ、朝!?」と、未来は急にしどろもどろになり、「ちょっと来て！」といってそよぐをトイレに連つれ込こみます。

そよぐ：は、はあ……？

辰馬：うおおお、いきなり未来さんから呼よび出だしか！　「最近調子に乗ってんじゃないの」ってことか！

そよぐ：シメられちゃう!?（一同笑）

ＧＭ：シメないよ！　未来はあなたの友達でしょ？




　繰り返しますが、未来はそういう娘ではありません。




そよぐ：そうでしたね（笑）。

辰馬：ちょっと、盛もり上あがっちゃって。

ＧＭ：まあ、ともかく人目につかないところにそよぐを連れてきて、話をしますよ。「あのね、そよちゃん」って言いながら。

そよぐ：じゃ、ミイちゃんの寝ね癖ぐせ気にしながら聞きます（笑）。うん、なぁに～？

ＧＭ：「あの、じつは朝にね、あの……海かい藤どうくんをね」

そよぐ：うん。

ＧＭ：「タイの演えん劇げきにね」

そよぐ：うんうん。

ＧＭ：「さささ、さそ、誘さそったの……誘ったりも、した」

そよぐ：へえ～、タイの演劇、本当にあったんだ……（笑）。

ユピテル：あら、まずそこに突つっ込こむのね（笑）。

そよぐ：で、で、で、で？　と、うしろから迫せまって覗のぞきます。右に左に。

ＧＭ：覗のぞき込こまれたら必死に顔をそむけようとして、クルッと回った瞬しゆん間かんに、すごい近きん距きよ離りで目が合って、「はわわ」ってなりますね。

そよぐ：可愛かわいいなぁ。

ＧＭ：「今度の土曜日に、その、西宮の文化センターに、見に行くわけなんですけれども。はあ……」

そよぐ：ほうほうほうほう！

ＧＭ：「不ふ肖しようこのわたくし五十嵐いがらし未来といたしましては」

そよぐ：はいはい。

ユピテル：なんだか口調が安定してないわよ（笑）。

ＧＭ：ちょっと、所しよ在ざいなげな感じでうろつき回ってそのうちトイレを出て、てくてく廊ろう下かを歩き始め。

辰馬：話の途と中ちゆうだよ？（笑）

そよぐ：ミイちゃん、ミイちゃんどこ行くの。

フェイド：疑ぎ問もん。ちょっとそよぐに聞こう。いったい、何の話をしておるのだ？

そよぐ：ええと、簡かん単たんに言うと、ミイちゃんは、たっつんをデートに誘ったんだよね。

フェイド：でーと……。

ＧＭ：「デートって言わないでーっ」（爆ばく笑しよう）

フェイド：デートか、なるほど。ちなみに、《シークレットトーク》で話しているので、オーヴァード以外の人には聞こえない。何か、レネゲイドを振しん動どうさせて喋しやべっている。

ユピテル：レネゲイド振動ね（笑）。なんだかよく分からないけどすごいわ。

そよぐ：でも、そういうことだね、ミイちゃん。

ＧＭ：「うん、そういう、こと……ですね……。でね」

そよぐ：うんうん。

ＧＭ：「劇が終わったら海藤くんに、こ、告白しようと思うんだけど……」

そよぐ：マージーでー？　告白ーっ!?

ＧＭ：口をバーッと押おさえて、「大きい！」
















辰馬：ざわ……ざわ……。

フェイド：告白？　何を告白するのだ。

そよぐ：うん、ちょっとね。フェイドちゃんには説明が難しいかな？

フェイド：ふーむ。まだまだ分からないことが多いようだな。

ＧＭ：「そよちゃんは、それでいい？」

そよぐ：……へ？

ＧＭ：「そよちゃんがいいならいいんだけど」

そよぐ：お、おう。

ＧＭ：おうって言われた（笑）。

そよぐ：だって、ミイちゃんが決めたことだし、ねえ？

ＧＭ：「本当にいいのね」

そよぐ：う、うん。

ＧＭ：「なら、よかった」未来は、少し安堵したような笑みを浮かべます。

そよぐ：ええと、あたし的には、何で「いい？」って聞かれたか分からないんですけど。

ＧＭ：「いや、あの、ね……何て言うか。その、行動に移うつす前に、そよちゃんには言っておきたかったなーと思って」

そよぐ：おう。な、何かすごいことに、もしかしたらなってるのかも知れない。

フェイド：告白とは、何を告白するのだ？

そよぐ：たぶん、愛の告白だと思う……。

フェイド：愛……なるほど。

そよぐ：いわゆる、お付き合いしてくださいってやつだよね、ミイちゃん？

ＧＭ：「うっ、そ、そう、なるね……でも、その、はっきり自覚するともう、テンション上がりきって大変なことになるから、あんまり自覚させないで……」

そよぐ：お、おう。分かった。そうだね、ミイちゃん何か、一度思いつめると暴ぼう走そうするところがあるからね。

ＧＭ：「そよちゃんに言われるとは思わなかったな……」

そよぐ：そ、そっか。土曜日……。

ＧＭ：「ど、土曜日……」

そよぐ：頑張って、ね……？　かな？

ＧＭ：「がん……ばるよ……？」というあたりでじゃあ、教室に戻もどりましょう。

フェイド：じゃあここで、なるほど、理り解かいした。繁はん殖しよく行こう為いの前まえ準じゆん備びということだな。

そよぐ：は、はんっ……!?（一同爆笑）

ユピテル：まあ、言っちゃえばそうかもしれないけど、ねえ？（笑）

フェイド：違うのか？

そよぐ：そー……かも知れないけど、そう言われると何か複ふく雑ざつな気持ちだなぁ（笑）。

フェイド：お前たちの種は、なかなか繁殖にいたるまでの手続きが長いようだ。

そよぐ：簡単に言葉で言えるような感じじゃないのっ。いろいろ複雑なのっ。

フェイド：なるほどなるほど。そして未来は、自分がターゲットにした雄おすを宣せん言げんすることによって、競争相手であるお前を排はい除じよしようとしているのだな。

そよぐ：はー……。そういうことになるのかなぁ……。

フェイド：多少勉強したぞ。つがいの相手を探さがすためには、同どう性せいのライバルを排除し、得るのがこの惑わく星せい上ではもっとも一いつ般ぱん的てきだ。

そよぐ：だんだん難むずかしい言葉が多くなってきた（笑）。

フェイド：なるほどなるほど。人間の繁殖手続きは分かった。しかし、なぜお前は簡単に引き下がる。

そよぐ：えっ!?　え、だって……。

フェイド：お前の方が強力な個こ体たいだ。

そよぐ：それはオーヴァードとかそういう話でしょう？　どうせフェイドちゃんの言うことだから。

フェイド：そうだ。オーヴァードでもある強力な個体なのだから、未来を排除するのは簡かん単たんだろう？

そよぐ：それ、物理的にだよね？　物理的に排除しちゃダメでしょ、友達を。

フェイド：他の種族では物理的に排除するのは基き本ほんのような気がするが、人間はちがうのか？　ふーむ。

そよぐ：うん、とねぇ……そう言われると難しいなぁ。

フェイド：ううむ、複雑だ。

ＧＭ：「そよちゃん、誰だれと話してるの？」

そよぐ：あ、ごめん。しまった。ええと、ちょっと混こん乱らんしてきててね、今。

フェイド：気づかれずに会話を続けることはできるぞ（笑）。

そよぐ：なんでもないから、気にしないでね。

ＧＭ：「そ、そっか」

そよぐ：何だろう、思いもよらない事じ態たいに発はつ展てんしたために、わたくし大変混乱しております。

フェイド：まあいい。これは大変面白い例だ。ゆっくり観察させてもらおう。そして、未来をまじまじと見る。

ＧＭ：はい、じゃあ、未来は気づかぬ様子で。浮うわついた足取りで教室に戻っていく。

そよぐ：じゃあついて行きますが、何か釈しやく然ぜんとしない気持ちです。

ＧＭ：ではでは、いったんシーンを切ります。







◆Middle02◆新たな巡礼者ピルグリム

Scene Player ─── フェイド




　ＵＧＮ神戸第三支し部ぶ。

　霧きり谷たにから送られてきた映えい像ぞうを元に、ユピテルはメンバーを招しよう集しゆうした。

　また新たな敵てきが、この街に迫っているのだ。




ＧＭ：では、ミドルの二シーン目になるんですが。

ユピテル：はいはい

ＧＭ：あなた方は事じ件けんを調べないといけないということで、一いち応おう全員登場です。あ、シーンプレイヤーはフェイドです。

フェイド：おお、私わたしか。じゃあ、そよぐと一緒に支部にやって来たことにしよう。

ユピテル：せっかくだから、みんなが来る前にちょっと情報を一個くらい調べておきたいわ。

ＧＭ：あ、そうですね。じゃあ、情じよう報ほう収しゆう集しゆうのシーンはまた別べつ個こにやっとこうと思うんですけど、ユピテルは前まえ倒だおしで一個調べていいですよ。

ユピテル：じゃ、先に調べていい？　一応、シーンプレイヤーには確認を取っておくわ。

フェイド：了りよう承しよう。支し部ぶ長ちようには情報が集まっていそうだな。

ＧＭ：分かりました。じゃあ、ＦＨが持もち込こんだものについて調べられることにしましょう。

ユピテル：そうそう、それを調べたかったのよ！

ＧＭ：あの映像を解かい析せきして調べたってことですね。同型機の弟が残した最後の情報。〈情報：ＵＧＮ〉で。難なん易い度どは７です。

ユピテル：はい。《オリジン：サイバー》を使って。よいしょ～。（ダイスを振る）……ぬ、危あやうい。財ざい産さんポイント１点使って、７できっちり。危あぶなかったわ～。

そよぐ：危なかった。弟くんの最後の映像が無む駄だになるところだったね（笑）。

ＧＭ：破は損そんしてたから、ちょっと頑張って予算を割さいて修しゆう復ふくした感じですね。では。いろいろ別のかたちに偽ぎ装そうしているものとかもあるんですけれど、運はこび込こもうとしていたものは、何かを密みつ閉ぺいしたタンクであったことが分かります。

ユピテル：タンク……。

フェイド：ふむ、前回も同様だったな。

ユピテル：前回は液えき体たいだったけど……。全員液体なのかしら、あいつら？

ＧＭ：ついでに言うと、液体ではなく気体が入っているようです。

フェイド：前回はリキッドだったから、今回はガスなのか。

ユピテル：タンクっていうか、ボンベみたいなものだったのね。

ＧＭ：そうですね。そして、このタンクを搬はん入にゆうする手しゆ段だん、搬入経けい路ろという情報項こう目もくが開く。

ユピテル：はい、分かったわ。

ＧＭ：これはまた情報収集シーンで、新たに調べられます。

ユピテル：じゃあ、そのことは後ほど調ちよう査さすることにして、こっちからみんなを呼よび出した扱あつかいにしましょうか。

そよぐ：はーい。やって来まーす。

ユピテル：ちょっと事件があるので、学校が終わったら来てね、みたいな。

そよぐ：じゃ、学校が終わってケータイを見ると、呼び出しのメールが来るんですね。

ユピテル：そうよ、ちゃんと専せん用ようの顔文字入りよ。ドット打って、登録してね（笑）。

辰馬：本当に作ってるじゃないですか。

フェイド：ユピテルの顔が書いてあるのか（笑）。

ユピテル：そう、顔が。

そよぐ：可愛かわいいなぁ、これ（笑）。

フェイド：微び笑しよう。きっと笑顔なんだろう。

ＧＭ：どうやって笑うんだろう？（笑）

そよぐ：笑う機き能のうとか、ついてるのかな？

ユピテル：アタシ、口もないものねえ（笑）。

フェイド：目の部分の点てん滅めつとかで感かん情じようを表わすのでは？

ユピテル：じゃあ、そういう方向でいいわ（笑）。ともかく、そんなのがついたメールをみんなに送って、来てもらうわ。

ＧＭ：そうですね。




　ユピテルの呼び出しのメールは、ＵＧＮ神戸第三支部の面々に送信された。

　間を置かず、そよぐ、辰馬、そしてそよぐの鞄かばんにぶら下がったままのフェイドが集まった。




そよぐ：来ました、支部長。

辰馬：おっすおっす。

フェイド：支部に着いたところで、鎖くさりをプチッと外し、てくてくてくてくと歩き回る（笑）。

そよぐ：ああ、可愛いっ。

フェイド：ふふん、だいぶ馴な染じんだぞ。

ユピテル：はい、じゃあ、ええと……。そよぐちゃん、辰馬ちゃん、今日も学校は大丈夫だった？　学校では元気にやった？

そよぐ：うん、まあ……。

辰馬：まあ、ね……。

ユピテル：何？　その煮にえ切きらない答え……（笑）。

そよぐ：あたし、ちらっちら、ちらっちらと、たっつんを見ます（笑）。

辰馬：な、何すか!?

ユピテル：何かあったみたいね（笑）。

そよぐ：今はまだ話さないよ。

ユピテル：あら、そう？

フェイド：しかし、学校は面白いな！　まだ半人前の人間体がたくさん集合し、これから機能するための訓練をする場所だ。だが、ほとんどの人間体は、そのことを気にしていない。

ユピテル：まあ、それは気にしない方が、ストレスが少ないからね。

フェイド：ストレス？

ユピテル：そう。重要なのよ、ストレス。

フェイド：みずからの能のう力りよくを高めることには、ストレスが発生するのか？

そよぐ：新しい概がい念ねんが。

フェイド：そうだ、能力を高めてストレスを発生させるなど、私には理解不能。

ユピテル：そうよ。だって、誰だって痛いたいの嫌いやだもの。

フェイド：しかし、能力を高めることと痛みは関連するのか？

ユピテル：するわよ。成長には痛みがつきものなの。

フェイド：なるほどな。身体のサイズが変化したりするからだな。

辰馬：精神生命体には身体がないから成長痛もないのか（笑）。

フェイド：痛いのは嫌だ……それは、また違ちがう問題だ。「痛い」というのは、生せい存ぞんに不ふ適てき切せつな状じよう況きように対してネガティブな信号が、お前たちの中ちゆう枢すうである脳のう髄ずいに送られることを言う。

ユピテル：人間には、それ以外の痛いたみがいろいろあるのよ？

フェイド：疑問。どういうことだ？

ユピテル：身体の痛みだけじゃないわよ。心の痛みも重要。でも、心の痛みを経験しないと、本当の意味では成長できないけどね。

フェイド：心の痛み……理解できない。

ユピテル：恋の痛みとかね？

辰馬：ドキッ！

そよぐ：そわそわ、そわそわ……（笑）。

フェイド：辰馬とそよぐの反応が、おかしい。

そよぐ＆辰馬：気にしないで!?（一同笑）

ユピテル：若いっていいわぁ。意味深に言っとくわね（笑）。

フェイド：興きよう味み。なるほど。痛みにはいろいろある、感かん慨がい深ぶかい。

ユピテル：……まあ、学校で何があったのかは分からないけど、お仕事には支し障しようがある？

辰馬：へへっ、オレはエースですぜ。そんな仕事に影えい響きようが出るような……。

ユピテル：でも、意外と影響はあるのよ？　特に辰馬ちゃんは。

辰馬：マジですか!?　ほら、オレはこの支部のエースですよ。無む敵てきのエースですよ。ナンバーワンですよ？

そよぐ：たっつんがおかしい（笑）。

辰馬：そんなオレが、何かあっても仕事に影響があるわけないじゃないですか。あはは、はは、は……。

ユピテル：……まあいいわ。じゃ、とりあえずこっちから話をしてしまいましょう。……と言ってさっきの話をします。

そよぐ：はーい。




　ユピテルは、神戸港に持もち込こまれた謎なぞのボンベについての情報を話した。

　その中身についてはまだ判はん明めいしておらず、ＦＨも関わっているという。




ユピテル：……ともかく、ＦＨが来てまた何かやってるのよ。しかも、ピルグリムも絡んでいるみたいよ。

そよぐ：ああ、またか～。

ユピテル：それから、その持ち込んだものが何か、そして何のために持ち込んだのか、これからいろいろ調べなきゃなんないわね。

フェイド：意外。ピルグリム……私の同どう胞ほうか。

ユピテル：たぶんね。

フェイド：映像を見せてもらえるか？

ユピテル：ああ、いいわよ。

フェイド：（映像を見ながら）……こいつが同胞か？　それともこいつが同胞か？　もしやこいつが同胞か？

そよぐ：フェイドちゃん、見えない、見えない（笑）。

ユピテル：アタシのすごい推すい理りによると、このボンベが同胞ね（一同笑）。

フェイド：おおっ！　では、このボンベは何だ。

ユピテル：さあ？　まだそこまでは。

フェイド：なるほど。

そよぐ：ものすごく爆ばく発はつしそうなフォルムをしているような気がするね。

フェイド：今度の同胞は、爆発するのか？

ユピテル：それを含ふくめて、謎ね。

辰馬：何か、撒まいちゃいけないものを撒まこうとしているのかも知れない。

そよぐ：ふーん。でも、あたしこのロボがすごい気になる！

ユピテル：あ、これ？　アタシの弟でね～（一同笑）。

フェイド：弟！　弟が居いるのか。

ユピテル：そうそう、同型機なのよ。いろいろあってね……って、どういうやつだったのかしらね？　あんまり知らないから、語れないのよねー（笑）。

ＧＭ：カッコつけなハードボイルドです。

ユピテル：ああ、ハードボイルドなんか気取っちゃって、なかなか生意気な子でねえ（笑）。

そよぐ：へー、支部長にも弟とか居いたんだー。

辰馬：ていうか、おねえ系けいの次はハードボイルド系とか、個こ体たい差さが大きいな（笑）。

ユピテル：うん。まあ、バラバラになっちゃうんだけど。

そよぐ：離はなれ離ばなれになっちゃったんだー。

ユピテル：いや、そういう意味じゃなくて……ほら、爆発したでしょ？　ぼかーんって。

そよぐ：ああっ、本当だ！

辰馬：バラバラってそっちの意味かよ！（一同笑）

フェイド：爆、発、した。文字どおりバラバラだ。

ユピテル：まあ、こっちで把は握あくしてるのはこんな感じの事件よ。

フェイド：では、そよぐも報ほう告こくした方がよくないか？

そよぐ：……あ、そうだ！　支部長、あたし報告すること忘わすれてたよ。

ユピテル：そよぐちゃんの方にも何かあったみたいね。

そよぐ：はい。今朝、学校に行く途中にね、ゼノスのエージェントさんと会いました。

辰馬：なんだって──────!?

ユピテル：ゼノス？　ああ、あの。……フェイドちゃんに何かアクションでもしてきた？

そよぐ：うん。目的のためにはフェイドちゃんが欲ほしいとか必要だとか、すごく美人のお姉さんに言われたの。お姉さんって言っても、同じ年ぐらいだと思うんだけど（笑）。

ユピテル：それはまた……。

フェイド：（大真面目な声で）自じ慢まん。ユピテルよ、私はモテモテなのだ。

ユピテル：そ、そうみたいね（笑）。

そよぐ：そう。フェイドちゃん、モテモテなのよ～。

ユピテル：まあ、いろんな意味で興味を引かれる存そん在ざいであるのは間ま違ちがいないでしょうね。

フェイド：ゼノスと名乗るものに接せつ触しよくされたのは、これで二度目だ。

ユピテル：おや。

そよぐ：え？　前にもあったの？

辰馬：おい、どういうことなんだ！

フェイド：おっ、言わなかったか？

辰馬：ちょ、そんなキャラだっけ!?

そよぐ：たぶん聞いてないよ？

ユピテル：アタシの記録には入ってないわねぇ。

フェイド：そういえば、報告してなかったかもな。

ＧＭ：前回のエンディングでのことで、そのままセッション終しゆう了りようとなりましたからね。

フェイド：一転。あらためて報告しよう。過か去こに、都築京香と名乗るレネゲイドビーイングが接触して来たのだ。

ユピテル：あの京香ちゃんが。

辰馬：京香ちゃんって……支部長、お知り合い!?

ユピテル：ええ、アタシたちのところにも来たのよ。

辰馬：あー、本当だ！　レネゲイドビーイングだったわ、支部長（笑）。

ユピテル：昔、アタシのところにも来てねえ。頭から足の先まで見回すと、何かフッと笑って「それでいいわ、あなたたちは」なぁんて言って帰って行ったのよ。

一同：ええええええっ！（爆笑）

辰馬：……は、鼻で笑われてたよ。

ユピテル：まあ、そういうことにするわ。何だったら、ロイスも取るわよ？（一同笑）

ＧＭ：はい、取ってもかまいませんよ。ユピテルがそう言うなら。

フェイド：理解。そうか。ゼノスとお前たちＵＧＮは、仲がいいのか。

ユピテル：仲がいいわけではないけれど、ね。

フェイド：敵対はしないが、協力もできる関係というわけか。なるほど。

ユピテル：で、あなたはどんな話をしたのかしら？

フェイド：それが……そのままエンディングだったのだ（笑）。

そよぐ：そういえば、そうだったね（笑）。

ＧＭ：では、その辺を含めて、フェイドの回想を演えん出しゆつしましょう。

フェイド：その時何があったかと言うと……。ぴゅるぴゅるぴゅるぴゅる……。




　フェイドが出会った、ゼノスの代表という都築京香。

　そこで、どのような会話がなされたかというと……。




ＧＭ：それでは、前回のエンディング。フェイドが都築京香に会ったところから演出しましょう。

フェイド：再さい開かい。学校をひとりでボーッと眺ながめていたところ、声をかけられた。

ＧＭ：ぼーっとしているオコジョのぬいぐるみに、幼おさない少女が声をかける。「……私の名は都築京香。またの名を〝プランナー〟。あなたに、お話があるわ。よろしいかしら」

フェイド：挨あい拶さつ。こんにちは、都築京香。

そよぐ：ちゃんと学習をしているよ。

フェイド：そう、私は必要な情報を集めているのだ（笑）。

ＧＭ：「まずはあなたに、二、三質しつ問もんがわあるわ」

フェイド：なるほど。何だね？

ＧＭ：「あなたは何者なのかしら？」

フェイド：困こん惑わく。それは難しい質問だ。宇う宙ちゆうから来たレネゲイドだ。

ＧＭ：「なるほど。あなたの目的は？」

フェイド：……沈ちん黙もく。それには私も答えられない。ただ、何かあると思う。

ＧＭ：「不思議な言い回しをするのね」

フェイド：当とう惑わく。この惑星の言語は、ただいま学習中だ。

ＧＭ：「では、あなたの元来の思考形けい態たいで思考していただいてけっこうよ。こちらも、読み取ることは可能だから」

辰馬：おお、すごい。レネゲイド会話だ！

フェイド：自慢。私のエフェクトのおかげで、そういうこともできるのだ。

ユピテル：きっと、直ちよく接せつ思考をやり取りするのね。

ＧＭ：画面には、都築京香がアップになって、フェイドに思考を送ります。

フェイド：で、私の記き憶おくを直に送るのだ。

ＧＭ：「なるほど、これがあなたの記憶なのね」

辰馬：すごい、全部理解しちゃったよ！

そよぐ：早い！

ユピテル：会話でも何でもないような気がしてきた。まあいいや。

フェイド：疑問。実は、私もあまりよく覚えてないのだ、何故なぜこの惑星に来たかは。だから、何者かと言われると困こまる。

ＧＭ：「それは大変ね」と、都築京香もフェイドが記憶を失ったことを理解したようです。

フェイド：こちらからも聞きたい。君は、この地球のレネゲイドビーイングなのか？

ＧＭ：「それについて答えないといけないかしら？」

フェイド：いや、いい。正体について興味がないので聞かないようにしよう（笑）。

ＧＭ：今聞かれると、ＧＭも答えられません（一同笑）。

フェイド：だと思った（笑）。

辰馬：さすがはフェイド、空気を読んだ！

ＧＭ：まあ、「レネゲイドの意い志しそのものといったところかしら」とか、そういう漠ばく然ぜんとしたことを教えてもらえます。

フェイド：サプリメントに書いてある範はん囲いのことでいい（一同笑）。

ＧＭ：はい（笑）。まあ、彼かの女じよは必要なことだけ伝えると、「今、あなたはＵＧＮに身を寄よせているようだけど、元来あなたは我われ々われの方に近い存在のはず」

フェイド：困惑。我々、というのは？

ＧＭ：「我々、ゼノスのこと───」ゼノスについては簡単に説明します。要するに、「レネゲイドビーイングが集まり、私の主しゆ導どうの下でレネゲイドのさらなる進化を促うながそうとしている組そ織しき」という集しゆう団だんです。

ユピテル：今のところ、そういう目的を掲かかげた連中よ。

フェイド：なるほど、さらなる進化か。

ＧＭ：「あなたは、ＵＧＮの方々よりも、むしろ我々に近い。そんなあなたに、非ひ常じように興味があるわ」

フェイド：……そうか。だが、進化の前に、私はまず自じ己この……自分という個体の生存を最さい優ゆう先せんにしなければならない。

ＧＭ：「それは道理ね」

フェイド：まあ、想そう像ぞうしてくれたまえよ。知らない惑星にひとり取り残されて、記憶もないんだぜ？　味方もいない、そんな状況さー。

辰馬：急にフランクになったぞ！（笑）

そよぐ：気が抜ぬけちゃったみたい（笑）。

フェイド：まあ、同じレネゲイドビーイングだしさ。ほら、この惑星で生き残らなきゃいけないって気持ち、分かるだろう？

ＧＭ：「ええ、理解できる発想よ。では、そうね……。ここで今すぐあなたをどうこうしようというわけではなく、私もご挨拶に伺っただけよ。今回は日を改めるとしましょう。そして、我々がどういう組織かを紹しよう介かいしつつ、お迎むかえにあがることにするわ」

フェイド：そうしてくれ。ともかく、私が生存のためにもっとも必要なことは、情報を収集することだ。とりあえず興味の対象が近くにいるので、しばらくは観察するつもりだ。この興味は、記憶喪そう失しつとなった今において、重要に思える。

ＧＭ：「分かったわ。それでは、いずれまた」
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ＧＭ：と、都築京香が去っていったところで、回想は終了です。

フェイド：──ということがあったのだ。

そよぐ：へー。

辰馬：なんでそんなこと黙だまってたんだー！

ＧＭ：本当だ（笑）。

辰馬：超ちよう重じゆう要ようじゃないか。

フェイド：いや、私にされた話だろ？　ＵＧＮには関係あるまい。

辰馬：ま、まあ、そうだけど……。

フェイド：……要約。とまあ、かいつまんで言うとゼノスの代表から直接挨拶があったのだ。

ユピテル：別に今すぐどうこうってわけではなく、本当にご挨拶に来ましたみたいな感じだったみたいね。

フェイド：しかし、今朝来たミユキは、はっきりと私を渡わたせとそよぐに言ってきたぞ。

そよぐ：確たしかにそうだった。

ユピテル：何か都合が変わったのかしら、と言いつつですね。

そよぐ：それと、この街には危き険けんが迫っているとも言っていたよ。

フェイド：同意。確かに言っていた。

ユピテル：まあ、あやしげなものがＦＨによって運はこび込こまれてるみたいだし……。にしても、ゼノスのスタンスってよく分かんないわねぇ。もっとはっきりしてくれればいいのに。

そよぐ：そうだよね。フェイドちゃんを守ってあげるからとか言ってくれたら、もうちょっと何か感じ変わるのになぁ。

ユピテル：あの人たち、意外に交こう渉しようを分かってないわね（笑）。

そよぐ：ロボに言われてる（笑）。

辰馬：まあ、確かに交渉の手段が違う気もするしなぁ。若わかい女の子回してくるなんて。

フェイド：きっと、ゼノスの中では、あのミユキという少女がもっともそよぐと問題なく交渉できると判はん断だんしたのではなかろうか。

辰馬：まあ、そうかも知れない。

ＧＭ：あと、ミユキは京都生まれなので。

そよぐ：あっ、土と地ち勘かんあるんだ。神戸は近いし（笑）。

フェイド：なるほど、地元民だからか（笑）。

ユピテル：……とりあえず、今のところゼノスについては、ＦＨと結けつ託たくして何かどうこうって雰ふん囲い気きではないわね。

ＧＭ：繫つながっていそうな情報は、今のところ出ていません。

ユピテル：判断は保ほ留りゆうかしら。

辰馬：ああ、それがいいと思うな。

フェイド：……では、ユピテル。質問をしていいか。

ユピテル：ん、何かしら？

フェイド：ゼノスの目的は、レネゲイドの進化と言っていた。何をもって進化と定てい義ぎするかは難しいが、今はおいておこう。

ユピテル：うん。

フェイド：君たちＵＧＮの目的は、この炭たん素そ生命体である人間の保ほ護ごだな？

ユピテル：そうね。簡単に言うとそれを目的としているわ。

フェイド：疑問。では、ＦＨの目的は何なのだ？

ユピテル：それがねえ。ＦＨは、セルごとに何を目的にしているかは違うのよね。ＦＨとひと口に言っても、たくさん小さな組織があって、それぞれに自分たちの目的を追い求めているのよ。

フェイド：理解。統とう一いつされた意思がないのだな。

ユピテル：そういうこと。なので、今回ピルグリムと手を組んでいる者たちの目的は、残念ながら我々には分からないわけ。ただ、総そうじて言えば、レネゲイドの力を使ってこの世界を破は壊かいする方向に向かっている者たちは多いわね。

フェイド：ＦＨは、そういう組織なのか。

ユピテル：そうよ。レネゲイドの力を抑よく圧あつされている現げん状じように不満があるから活動するわけだしね。

フェイド：なるほどなるほど。つまり、この星の現状維い持じ派はがＵＧＮで改かい革かく派はがＦＨ。ゼノスはそれらに関してはどうでもよいという派は閥ばつなのだな。

ユピテル：そうね。論ろん点てんが違うのよ、ゼノスは。

辰馬：どっちにも関心がないんだな。

そよぐ：はー、なるほどねー。横で感心して聞いています。

ユピテル：じゃ、ホワイトボードに書いて説明するわ（笑）。

辰馬：「ここテスト出まーす」って感じだな。

フェイド：理解。そして改かい革かく派であるＦＨは、改革したあと何を目指すかについては、それぞれが別の目的を持っている、ということだな……。

ユピテル：そうね。彼かれらは現状を破壊することについては一いつ致ちしているから、とりあえず手を結んでいるってことよ。もう、とにかくオーヴァードがほかのやつらを全員支し配はいするんだーって言ってる者もいれば、全員オーヴァードにしちゃおうぜって言ってる者もいる。そういう違ちがいがあるから、全ぜん貌ぼうは不明ね。

フェイド：うむ、理解した。ＦＨの方がピルグリムとは手を組みやすいはずだ。ピルグリムは侵しん略りやく者しやだから、現状維持には賛さん成せいしない。ところで───。

ユピテル：あら、まだ何か質問？

フェイド：私は、何故お前らと共きよう闘とうしているんだろう？

ユピテル：はっ!?

辰馬：…………？

フェイド：なぜ？（一同笑）

そよぐ：すごい根本的な質問だ！

ユピテル：ええと、それは……成り行き、かしらね（笑）。

フェイド：成り行きか（笑）。言われてみればそのとおりだが、この現状に身を任まかせてみるというのもひとつの在あり方かただ。

ユピテル：とにかく、ピルグリムが何を考えてるかもよく分からないわ、そのうえで、我々が調査するのはＦＨよ。ゼノスについてはよく分からないから、この際さい無視。アタシよく分からないのは横に置くことにしてるから。

辰馬：まあ、処しよ理りとしては正しい気もするが、何か釈然としないこの気持ち（笑）。

そよぐ：ロボなのによく分からないって、本当によく分からないよね（笑）。

ユピテル：いいのよ。どうせ話が進めば情報が手に入ってくるし、そのときになったら必然的に考えなきゃいけないタイミングが来るんだから。

フェイド：ある意味合理的な判断だ。

辰馬：フレキシブルに思考できるロボなのはすごいよな。

ユピテル：で、そよぐちゃん。どういう状況であれ、フェイドちゃんが狙ねらわれる可か能のう性せいがあるので、それはいつも以上に注意をしてね。

そよぐ：はい！

ユピテル：ああ、それから、何だっけ？　さっきのアタシが打ってもらった注ちゆう射しや。

辰馬：おおう、そんなものあった。

ユピテル：実は、この注射って辰馬ちゃんにしか意味がなさそうね（笑）。

フェイド：まあ、私は本体がないし、ぬいぐるみに注射してもなー。

そよぐ：あたし、元から持ってるし！

辰馬：ああ、本当だ～！（一同笑）

ユピテル：あっちは本人、こっちはぬいぐるみ、アタシはロボ（笑）。

辰馬：どういうことよＧＭ!?　これ、スタンダードな『ダブルクロス』セッションなのに！

ＧＭ：俺おれのせいじゃないよ!!（一同笑）




　精せい神しん生命体はまだしも、支部長がおねえ系ロボになろうなんて誰が想像できようか。




そよぐ：スタンダードを目指していたのに、どうしてこうなった？（笑）

フェイド：邪じや毒どく女子高生もいるしなー（笑）。

ＧＭ：大丈夫、大丈夫です。注ちゆう射しや器きを持ってきたマリナが「大丈夫よ。これはスタンダードな注射だから、ロボにもぬいぐるみにも効こう果かはあるわ」と。

辰馬：どういう理り屈くつだよ！（爆笑）

そよぐ：スタンダード、すごい。

フェイド：ちなみに私はピルグリムに対して何かしようという意思はないので、そもそも必要ない。

辰馬：そもそも、他人に攻こう撃げきしたりする判定がないという（笑）。

フェイド：そう。支し援えんはできるが、援えん害がいすらしないのだ。

ＧＭ：先ほどは冗じよう談だんを言いましたが、注射だからといってロボやぬいぐるみのＰＣに効果がない、なんて言うつもりはないのでご安心を。単に想定外だっただけですので（笑）。

ユピテル：分かってるわ。面白かったから言ってみただけで（笑）。

そよぐ：結局、ロボにも効果ある注射になったもんね。

辰馬：じゃあ、オレと支部長が注射を打ってもらうってことでいいんだな。

ＧＭ：そうですね。

ユピテル：じゃ、そんな感じでまとめて大丈夫？

そよぐ：はい。

ＧＭ：では、辰馬とユピテルに注射を渡しておきます。

辰馬：これ、戦闘のときに使えばいいんだな。

ユピテル：じゃ、これでお仕事の話はおしまい。みんな今回も頑がん張ばりましょう。……で、そよぐちゃんたちは学校で何があったの？

ＧＭ：そこが気になった（笑）。

辰馬：な、何も、ありま、せんぜ？

ユピテル：露ろ骨こつにあやしいわね（笑）。

そよぐ：じ、実はあたしも気になる！　チラッ、チラッ。

フェイド：たっつんは、繁殖行為の第一段だん階かいを踏ふみ出だしたのだ（一同爆笑）。

そよぐ：はん、しょく……!?




　そのとき、皆みなに驚きよう愕がくが走った。




辰馬：お、おい!?　何を言ってるんだこいつは!?　このぬいぐるみ、窓まどからぶん投げるぞ！

フェイド：おお、おう……。何故、そんな反はん応のうをするのか？

辰馬：当たり前だろう、繁殖とかいうから！

フェイド：困惑。違うのか？　私の理解は間ま違ちがっているのか。

ユピテル：（遠い目をしながら）そう、辰馬ちゃんが大人の階かい段だんを……。

辰馬：そんなんじゃないっ！

そよぐ：たっつんが遠くに行っちゃうなー……。

辰馬：そんなことはないって！（一同笑）

ユピテル：なんか、見事にドタバタになったわね。

辰馬：……こ、この人形を捨すてないと。このあと大変なことになる。

フェイド：私を捨てるなんてとんでもない。

ＧＭ：というところで、シーンを終了しましょう。







◆Middle03◆迫せまる敵に備そなえて

Scene Player ─── 海藤辰馬




　神戸第三支部の面々は、起こり始めた事態に動き出す。

　この街に迫る、ピルグリムの影、そしてゼノスの動き……。

　さっそく、調査に向かうのだった。




ＧＭ：では、これから情報収集のシーンに入ります。

ユピテル：はーい。

辰馬：シーンが変わったんだから、さっきの話題はなしだ！（笑）

そよぐ：あっ、うん。繁殖の話はしない。

辰馬：だからー！（一同笑）




　繁殖の話は、ふたりには刺激が強すぎるようで。




ＧＭ：で、情報収集のシーンなので、全員登場です。シーンプレイヤーは辰馬。

辰馬：そ、そうか。

そよぐ：じゃあ、あたしからいきます（ダイスを振る）はい、４。

辰馬：（ダイスを振る）オレは今度は１でした。現げん在ざい40。

ＧＭ：では、調べられる項目なんですけれども、まずは持ち込んだものについてはもうすでに、支部長が調べていますね。

フェイド：例のタンクというか、ボンベだな。

ユピテル：そうそう、そのことについては調べたわ。

ＧＭ：では、他の情報項目はこうなります。




・ＦＨの動向　　　　　　　〈情報：ＵＧＮ〉　　難易度９

・搬入経路　　　　　　　　〈情報：裏うら社会〉　　難易度９

・ゼノスについて　　　　　〈情報：裏社会〉　　難易度６

・ゼノスの動き　　　　　　〈情報：ＵＧＮ〉　　難易度８

・ピルグリム四よん大だい幹かん部ぶ　　　〈情報：ＦＨ〉　　　難易度９




一同：ピルグリム四大幹部!?（笑）

そよぐ：おー。

ＧＭ：これが一気に調べられる。

フェイド：私は、最後に判定することにしよう。

ＧＭ：ちなみに、ゼノスについてはさっき話したような情報があらためて出るくらいですね。一応、調査して情報が欲しいという場合を想定して用意しました。

ユピテル：なら、順番に調べましょうか。

ＧＭ：ＰＣ番号順ってことですかね。さっそく行ってみましょう。




▼そよぐの情報収集

そよぐ：じゃあ、あたしからか。ええと、〈情報：ＵＧＮ〉も〈情報：ＦＨ〉もないので、ダイスふたつ振ふれるだけですね。ここは、「ＦＨの動向」を調べよう。

ユピテル：じゃ、任まかせるわよ。

そよぐ：あまり期待はできないけれど。

ＧＭ：コネもない。

そよぐ：えい！　（ダイスを振る）……うっ、４。財産ポイントを使っても５。

辰馬：なら、使わなくていいな。

そよぐ：ごめんなさい、４です。

ＧＭ：そよぐには、何も分かりませんでした。

そよぐ：もう、あたしってばいろいろ余よ計けいなことを考えていて、情報収集どころではなかったみたい（笑）。

フェイド：ちなみに、どんなことを考えていたんだ？

そよぐ：うーん、土曜日かぁー……。

フェイド：そっちを考えてるのか（笑）。

辰馬：何でそよぐが土曜日のことを気にしてるんだよっ！（一同笑）

そよぐ：（聞き流し）何時にどこで待ち合わせしたのかなぁ。

ＧＭ：えー、一〇時に三宮の駅の花時計ということです（笑）。

そよぐ：というわけで、分かりませんでした。

辰馬：……もう、本当に気にしすぎだ（笑）。

ＧＭ：はい、では、次ですね。




▼辰馬の情報収集

辰馬：じゃあ、オレは「ＦＨの動向」を調べるのがいいのではなかろうか。せっかくコネが使えるからな。

フェイド：おお、それはいい。

辰馬：【社会】は２もある。

ＧＭ：あ、すごい。

そよぐ：素す晴ばらしい。

辰馬：このチームで、もっとも高い【社会】を持つのがオレ……（笑）。

ユピテル：頼たよりにしてるわ。あなたがエースよ！

フェイド：【社会】２がもっとも高いのか（笑）。チルドレンが一番世間と折り合いがいいようだ。

辰馬：でも、それがエースっておかしくない？　本来、友達いないのに。

ＧＭ：悲しいこと言うなよ（笑）。

辰馬：まあいい、ともかく判定だ。（ダイスを振る）……おお、危ねぇ。技ぎ能のうで＋１して９。

そよぐ：おお、ギリギリ！

辰馬：ひとつずつ資し料りようを漁っていて、ついにそれらしいものを見つけた！

ＧＭ：では、ピルグリム・セルにいくつかのセルからエージェントが出向して、神戸に何かを搬入している。その何かとはユピテルがつきとめていたボンベのことですね。それが、さまざまなルートでかなりの数が運び込まれているようです。

ユピテル：あれ一個こじゃないってことね。

辰馬：どうなんだろう？　本物は一個だけで、ダミーの線はないんだろうか。

ユピテル：それはまだ調べようがないわね。まあ、同型機が阻そ止ししたのか、できなかったのかも分からないし。

辰馬：相打ちだったかもしれない。

ＧＭ：というわけで、調べてみたところ二〇や三〇は持ち込まれてるみたいですね。

辰馬：そんなに!?

そよぐ：だ、大丈夫かな？

辰馬：お、落ち着くんだ。

ＧＭ：では、次に行きましょう。

一同：はーい。




▼ユピテルの情報収集

ユピテル：じゃあ、アタシの番ね？　「ピルグリムの四大幹部」を調べるわ。

ＧＭ：はい。判定をどうぞ。

ユピテル：ここで使うわよ！　《オリジン：サイバー》！

ＧＭ：おおっ！

ユピテル：これで達成値ちが２増ふえるのよ。あとね、これを使うと、ちょうど侵蝕率が61になるわ。

辰馬：けっこうでかいっすね。

ユピテル：そう、これで侵蝕率ボーナスでダイスが一個増えるわ。基き本ほんが一個、侵蝕率で一個、コネで二個、合計ダイス四個よ。行きます。よいしょ！　（ダイスを振る）……７が出て、〈情報：ＵＧＮ〉で１、《オリジン：サイバー》で２足されて……10よ。

ＧＭ：おー、すごい。みんな、けっこうスレスレだ。

ユピテル：そうね、１上回っただけだし。

ＧＭ：では、ピルグリムの四大幹部の名前および性せい質しつが、ある程てい度ど判明します。最初のひとりはリキッド。液体生命体。炭素生命体の水分に取とり憑ついてインベードをする存在です。

ユピテル：リキッドは……すでに倒たおしてるわよね？

辰馬：そうだヤツは死んだ。みじんも残っていない。

ＧＭ：で、次がソリッド。これは鉱こう物ぶつ生命体。

フェイド：的中！　やっぱそっちか！

辰馬：〝固体〟ってことか。

ＧＭ：しかし、ソリッドはまだ本体が地球に来ておらず、情報がありません。

辰馬：あ、まだ宇宙にいるんだ。

ユピテル：ふーん。

ＧＭ：で、次がガス。

辰馬：ガス（笑）。

ＧＭ：こいつも体そのものが気体なんで、単たん独どくで地球にやってくることができません。成せい層そう圏けんで食い止められるのです。

ユピテル：敵ながら大変ね（笑）。

ＧＭ：本体はガスそのもので、インベード方法はよくわかっていません。ただ、地球の大気組成だと拡かく散さんしてしまうようなので、ほっとくとそのまま消えてしまいます。

ユピテル：インベードできてないじゃん！（一同笑）

辰馬：ダメじゃないすか。

そよぐ：すごく儚はかない命だね。

フェイド：同意。しかし、リキッドもそうだった。

ユピテル：まあ、そうよね。あいつも蒸じよう発はつしちゃうとか、拡散しちゃうって特とく徴ちようあったし。

フェイド：この惑星上で、ピルグリムは、長生きできないようだ。

辰馬：宇宙から来た侵略者だと構かまえていたが、実は結けつ構こう弱いな！

フェイド：私もそのままだと三分しか保たもたない。だから最初はそよぐにインベードしたのだ。

ユピテル：そうだったわね。

フェイド：なのに、よく地球にやってきたな（笑）。

そよぐ：別のところに行ったらよかったのに……（笑）。

ユピテル：むしろ地球のレネゲイドが特別強いってことじゃない？

フェイド：ふうむ、そうなのかもしれん。なにせデザイナーの言うことだ（笑）。

辰馬：メタな発言だ！（一同笑）

ＧＭ：その辺については、また後で語られます。

ユピテル：なんか考えておくわ（笑）。

辰馬：まあ、地球に来たのも何か理由があるんだと思う。

ＧＭ：で、最後のひとりがプラズマ。

ユピテル：へー、プラズマ！

フェイド：そういえば物ぶつ質しつの四態のひとつだったな、プラズマは。

ＧＭ：そして、プラズマは《オリジン：サイバー》を持つ電子生命体です。

ユピテル：ああ、なるほどね。

ＧＭ：そして電気や情報にインベードします。

ユピテル：それ、アタシ……？

辰馬：まさか支部長が……（笑）。

ユピテル：そんなわけないでしょ、もう！

辰馬：まあ、それはおいとくとして……ボンベってことはガスなのかな？

ユピテル：ＦＨが成層圏まで行ってかき集めて来たのかもしれないわね。

そよぐ：そんなことしなきゃいけないなんて、ピルグリムも大変だね！

ユピテル：ちょっと、ガスの大変さに涙なみだするわ（笑）。

フェイド：もっと、月か火星のように大気の薄うすい星であればよかったろうに。

ＧＭ：とまあ、基本的に、ＦＨのピルグリムセルの構こう成せい員いんはこの四人だけです。

フェイド：私は!?

そよぐ：そういえば、フェイドちゃんもピルグリムだよね？

ＧＭ：フェイドは、ピルグリムの一員ではあってもピルグリムセルの一員ではないのです。

フェイド：まあ、そうだが。彼らが同胞だったという記憶はあるはずなのだ。今は失われているが。

そよぐ：そっか。

フェイド：ガスも、ソリッドも、リキッドも、プラズマも、みんないいやつだった。

辰馬：いや、やつらジャームじゃないですか！

フェイド：……本当だ（一同笑）。

ユピテル：いいやつだと思っていたが、気のせいだった。

そよぐ：いいやつじゃなかった。

ユピテル：まあ、とりあえずそんな情報収集をしたというところね（笑）。

ＧＭ：はい。




▼フェイドの情報収集

ＧＭ：では最後に、フェイドの情報収集。

フェイド：では、搬入経路について。

そよぐ：フェイドちゃん、お願いします。

ＧＭ：これは、〈情報：裏社会〉で、難易度は９です。

フェイド：ならば、《無形の影》を使う。

ＧＭ：うわお。

フェイド：で、侵蝕率がさらに４上がる。さらに判定前にマイナーアクションで《オリジン：レジェンド》も使おう。レベルが１なので達成値が２上がる。だが、これでもう侵蝕率83。だからダイスが二個増えるのだ。

辰馬：いきなり７Ｄ振れるぞ。

ＧＭ：まさかの７Ｄ。

フェイド：で、さらに〈コネ：要人への貸かし〉を使って……ダイス一〇個で判定だ。

そよぐ：ちょっとすごいじゃない！

フェイド：使う機会はそうそうないので使ってしまおう。要人への貸しは二個あるからな。えい！　（ダイスを振る）……クリティカルしている。で、結果は18。

ＧＭ：うわ、すげえ！

そよぐ：うわー。

フェイド：ＵＧＮ第三神戸支部のコンピューターを乗っ取って情報収集だ。しゅるしゅるしゅるしゅるしゅる……。検けん索さくなら任まかせろ。裏うら情じよう報ほうはこうやって検索するのだ。

ＧＭ：ではですね、搬入経路がいろいろと判明するわけですが、とにかく、陸路、空路、海路ほか、さまざまな手段で搬入していますので、基本的にあなた方だけでこれを全部確かく保ほするのは無理です。

フェイド：なんかものすごい量が搬入されているぞ！

ユピテル：あらまあ！

ＧＭ：なので、西日本のＵＧＮと連れん携けいして、とにかくこれがどこに搬入されようとしているのか、あとできれば、運び込まれているものを回かい収しゆうして、解析する。

ユピテル：まあまあ、そうね。

ＧＭ：で、これ具体的にどうするかって言うと、この情報収集をしたことによって、ＦＳ判定で対たい処しよすることになります。

ユピテル：ああ、なるほどね！　多数のボンベを回収していくことになるのね。

ＧＭ：はい。基本的には、マスターガスを回収するという話になります。

ユピテル：ほほほ、これを見み越こして増ぞう援えんをしておいてって先に言っておいたのよ。

辰馬：さすがは支部長。

ＧＭ：いい読みでした。

ユピテル：でも、西日本ってことだと、覚えがあるメンバーは減へるわよね？

フェイド：西日本だと、『デザイア』に登場したＰＣたちはあまりＵＧＮに協力してくれそうにないな。

辰馬：ＦＨのＰＣたちだったしなぁ。

ユピテル：ＵＧＮ京都支部はあったわよね？

そよぐ：ええと、あたし、初期ロイスにあやめちゃんがいたんです、が……。
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フェイド：敷しき島しまあやめか、今はないのか（笑）。

そよぐ：前のシナリオでタイタスにしちゃった……。

フェイド：「あたし、あなたのこと知らない」ってことになるのか（笑）。

ＧＭ：や、取り直せばいいだけですよ！

そよぐ：そ、そうだね（笑）。

ＧＭ：では、次のシーンに移うつります。






敷島あやめ　『ダブルクロス　The 3rd Edition リプレイ・ジェネシス』に登場したＰＣのひとり。









◆Middle04◆作戦前夜

Scene Player ─── ユピテル




　金曜、深夜───。

　ＵＧＮ西日本にも援えん軍ぐんを要よう請せいし、ボンベ回かい収しゆう作戦に備そなえる。

　ユピテルも、作戦に備えてボディのケアに余よ念ねんがなかった。




ＧＭ：さて、前のシーンから一日経けい過かして始まりますが、現げん在ざいは金曜日、作戦は深夜からの行動開始になります。

そよぐ：あっ、土曜日明日じゃん！

辰馬：仕事ならば、五十嵐との約束も仕方ないか。

そよぐ：それはいけないよ！　約束は守らなきゃ！

ＧＭ：まあ、その前に登場する方は侵しん蝕しよく率りつを上げてください。

ユピテル：そうね。（ダイスを振ふる）……１。

ＧＭ：あれ？　また低い。

辰馬：支し部ぶ長ちようが焦あせり始めてますぜ。

ユピテル：だって、三回侵蝕率振ふったけど、２、１、１よ？　三シーン目で62だもの。

ＧＭ：すごいですね。

辰馬：一見普ふ通つうに見えるでしょう。

ユピテル：そわそわします。まずいわ。まずいったら……。

辰馬：何かうろうろしてる。支部長が。

ＧＭ：作戦行動の前に仮か眠みんを取ったとします。ユピテルがナイトキャップを被かぶってですね……被るの？（笑）

ユピテル：そりゃもう。〝ナイトキャップ用頭部〟に切きり替かえて。

ＧＭ：ええええええ!?　そんな専せん用よう装そう備びが!?（一同笑）

ユピテル：そりゃそうよ。アタシ、ＵＧＮ支部長の前にひとりの女よ？

辰馬：それ以前にロボだ！（一同笑）

ＧＭ：じゃあ、ドレッサーに向かって……。

ユピテル：就しゆう寝しん前、起床後のスキンケアは入念にね？

そよぐ：ひとりのロボとして（笑）。

ＧＭ：では、ユピテル、キミの電子頭ず脳のうにアクセスしてくる情じよう報ほう端たん末まつがひとつ。

ユピテル：ほう。

ＧＭ：ビビ、ビビ。

ユピテル：もしもし？

ＧＭ：では、非ひ人にん間げん的てきな感かん情じようが流ながれ込こんできます。「やあやあ、はじめまして！」

ユピテル：だ、誰だれ!?　妙みように明るい声だけど？

ＧＭ：「ユニバーサル・ガーディアンズ・ネットワーク神戸第三支部、支部長ユピテルＤ０─５だね。僕ぼくは、プラズマ───」

辰馬：うおっ、向こうから来た!?

ユピテル：えっ、まさかそっちから接触してきたの？

ＧＭ：「あっ、驚かせちゃったかな？　あはははは！　ごめんね、ごめんねええええっ！」

辰馬：やべえ、テンション高え!?

ユピテル：プラズマ……ピルグリムの、で間ま違ちがいないのかしら？

ＧＭ：「うん、そのとおりだよ」

ユピテル：しかし、いきなりアタシの電子頭脳にアクセスとかどうやったの、こいつ？

ＧＭ：こいつは、今神戸市のネットワークを媒ばい体たいにして電気にインベードしています。

ユピテル：ちょっと！　結けつ構こうすごいじゃない！

フェイド：神戸市のネットワークを押おさえたのか。

辰馬：なかなか厄やつ介かいそうだ。

ユピテル：急に何の用かしら。ずいぶん遅おそくに戸を叩たたいてくるなんて、マナーがなってないところは、ほかの個こ体たいと同じようね。

ＧＭ：「ごめんごめん。でも、僕は他の個体とは違ちがうよ。僕は、人間を愛しているから」

ユピテル：……は？

そよぐ：あっ、愛っ!?

ＧＭ：だから言ったでしょう？　今回のテーマはラブコメだと。

一同：ええええええっ!?（爆笑）

ユピテル：そういう意味だったのね……。

ＧＭ：「いやあ、人間っていいね！　僕はこの星に来て学んだよ！　だから、人間のことが愛おしくてたまらないんだ！」

ユピテル：また、ずいぶんと意表を突いた性格してるわね……。

そよぐ：うん、ちょっとびっくり。

ＧＭ：「精せい神しん的てきには未開だけど、これだけの発はつ展てんを成なし遂とげ、生せい態たい系けいの頂ちよう点てんに立ち、繁栄しているってのは素す晴ばらしいことさ」

そよぐ：前のピルグリムとは、違うって言ってるの？

フェイド：どうもそうらしい。

ユピテル：人間を、愛している？

ＧＭ：「そうだよ。歌や芸げい術じゆつ、僕たちに発想できない素晴らしいものを生み出す能のう力りよくを持っているじゃないか。確たしかに原始的かもしれないが、それが僕にとっては愛おしいんだ」

ユピテル：そ、それは意外ね……。

そよぐ：ピルグリムって、人間をバカにしてたと思っていたけど……。

フェイド：否ひ定てい。そんなことはないぞ？　私にとっては興きよう味み深ぶかい対象だ。

ユピテル：なら、なんでアンタたちはＦＨとなんかつるんでいるのよ。

ＧＭ：「うん。それについてはちゃんと説明するよ。人間は素晴らしいけど、導みちびき手が誤あやまった考えを持っていると思うんだ。ＵＧＮのように、オーヴァードという存そん在ざいを隠いん蔽ぺいし、進化を否定するのは間ま違ちがいだよ」

ユピテル：……だから、ＦＨにつくというわけ？

ＧＭ：「だってそうじゃないか。レネゲイドウィルスによって人類の変へん異いが始まっているのは事実でしょ？　それを受け入れず、拒きよ否ひするというのは自然の摂せつ理りにも反するよ。これは、人類の指し導どう者しやたちが現げん状じようの崩ほう壊かいを恐おそれているだけに過すぎないってだけさ」

ユピテル：だから、アンタたちが導き手になるというの？

ＧＭ：「そうだよ。僕たちなら人間がオーヴァードという進化を受け入れ、さらなる発展をするよう指し導どうできる。機械であるキミも、僕と同じように人間を愛おしいって思っているんだよね？」

ユピテル：…………。

そよぐ：し、支部長、どう答えるのかな？（どきどき）

ユピテル：アンタ、大きな勘かん違ちがいしてるわね。

ＧＭ：「勘違いだって？」

ユピテル：まず第一に、アタシは確かに機械でレネゲイドビーイングだけど、人間だってことよ！

ＧＭ：「……そうなの？　確かに人間的ではあるけどさ。まあいいや。わかった、その点は撤てつ回かいし、謝しや罪ざいするよ」

ユピテル：謝罪なんていいわよ。

ＧＭ：「そうかい？　さすがに人間と違って高度な分、感情を害することはないようだ」

ユピテル：で、アンタ、人間を導くだなんていうけど、具体的にはどうするつもり？

ＧＭ：「よく聞いてくれたね！　現げん段だん階かいでのプランでは、オーヴァードに指導層そうとして人類を導く義ぎ務むを与あたえ、非ひオーヴァードの存在を認みとめつつ階かい層そう社会を形成させようと思うんだ」

そよぐ：えっ、それって……。

フェイド：人類を、理想どおりに管理するという発想だな。

ユピテル：ふん、やっぱり気にくわないわ。アンタ、人間をわかってる気になってるだけで、何も分かってないみたいね。

ＧＭ：「……は？　どうして拒きよ絶ぜつするの？　名案だと思うけどさ」

ユピテル：人間はね、アンタみたいな上から目線でものを言われると、むかつくのよ！

そよぐ：おおっ、そうだそうだ！（笑）

ＧＭ：「むかつく？　感情が理由なの!?」

ユピテル：こっちの感情を理解しようともしないヤツの指導なんか、お断ことわりよ！

ＧＭ：「感情かぁ。確かに理解しがたいけどさ」

ユピテル：ふん、アンタが愛しているからって、人間が受け入れるとは限らないわ。愛ってね、一方的なものじゃないの。アンタ、人間から愛されるつもりなんてないでしょ？

ＧＭ：「人間が、僕を愛す？　ああ、それは心配しなくていいよ。僕らピルグリムは人間と違って愛されることは必要としていないから」

ユピテル：愛されることを望まない者に、愛なんて語ってほしくはないわ。

ＧＭ：「愛は、双方向ではないと成立しないってこと？」

ユピテル：それも違うわね。愛を注ぐだけでも報われないこともある、答えてもらえないこともある。それでも愛し、慈しむことを貫くのが、愛よ。

ＧＭ：「ずいぶんと不毛な感情を肯定するんだね。結果が結実しないというのに」

ユピテル：ふん、結果なんて考えていちゃあ、愛なんて生まれないわ。

そよぐ：そっか……。

辰馬：な、なんか支部長の言葉に重みがあるな。

ＧＭ：「でもさ、一時の感情に流されず、僕たちに協力して進化を共有するべきなんじゃないかな？」

ユピテル：お断りをするわ───。

ＧＭ：「何？」




　それは、明めい確かくな否定であった。

　プラズマにとって、予想もしえない反はん応のうである。




ユピテル：だって、あなたたちの世界はつまらなそうだもの。

ＧＭ：「……何を言ってるのかな？　ちょっと思考に飛ひ躍やくがあるよ」

ユピテル：アナタ、人間を観察したって言ってるくせにわからないみたいね。人間の文化は、人間が何度も試し行こう錯さく誤ごして生み出したものよ。そして、人間の未来は人間のもので、アンタたちのものじゃないわ。

ＧＭ：「じゃあ、僕の管理を拒こばむっていうんだね」

ユピテル：そこよ。その時点でアウトなのよ。まあ、アンタに分かりやすく言うと、個体の持つ時間が短かろうと、そこに多た様よう性せいがあった方が相対的に長く世界が存そん続ぞくするってこと。

辰馬：なんか、支部長が急に難むずかしいことを言った！（笑）

ユピテル：まっ、ゼノスの京きよう香かちゃんあたりなら、そう言うでしょうよ（笑）。

ＧＭ：「あれも、僕たちとはまた異い質しつの存在だね」

ユピテル：アタシは、こうやって騒さわがしく暮くらすのが好きなのよ。それが理解できないという時点で、アナタたちはまだまだおこちゃまなのよ。

辰馬：何という。おかん的目線。

ユピテル：ま、アタシ七歳さいなんだけどねー（一同笑）。




　そのわりには人生経験豊富そうな発言が多い気がする。

　ＵＧＮの技術力、恐るべし。




ＧＭ：「理解し難がたい。何故、そのような結けつ論ろんになる？」

ユピテル：だったら、理解できるように言ってあげましょうか？　また機会をあらためていらっしゃいな。アタシは人を守るために生み出されたの。あなたたちの手伝いをする気は毛頭ないわ。

辰馬：おとといきやがれってことだね。

ユピテル：そういうこと。アタシたちは分かり合えないようね。

ＧＭ：「……交こう渉しようが決けつ裂れつしたってことだね。なら仕方ない。僕たちは僕たちで目的に向け任務を遂行することにしよう」

ユピテル：まあ、せっかくだからアタシから質しつ問もん、いいかしら？

ＧＭ：「なんだい？」

ユピテル：フェイドちゃんって何者なの？

フェイド：それだ！　それを聞いてほしかった！（笑）

ユピテル：でしょう？（笑）

ＧＭ：「そうか、フェイドのことを知りたいんだね」

ユピテル：フェイドちゃん、アナタたちと違ちがってずいぶん物分かりがいいわよね。何故あなたたちは、あの子を追うの？　リキッドもフェイドちゃん狙ねらっていたみたいだったけど。

ＧＭ：「キミたちは、そんなことも理解せずにアレを保ほ護ごしていたのかい？」と驚おどろいた反応をします。

ユピテル：ま、成り行きだったもの（笑）。

ＧＭ：「まず、僕にとってフェイドは排はい除じよ対象じゃないよ」

ユピテル：あら、違うの？

ＧＭ：「フェイドを狙ったのは、あくまでもリキッドの独どく断だんだからね」

フェイド：そう、だったのか……。

そよぐ：へー。

ユピテル：じゃ、どういうこと？

ＧＭ：「リキッドは、自分の目的にはフェイドが邪魔だったと思ったんじゃないかな？　まあ、リキッドの情報にも混乱があったから、今となっては彼の目的も何故そう思ったかも分からないけどね」

ユピテル：そ、そうだったの。

ＧＭ：「そうだよ。そもそも、フェイドの存在は僕たちの目的の達成には支し障しようを来さないからね。ヤツについては、キミたちの好きにするがいいよ」

ユピテル：ちょっと、それ答えになってないわよ（笑）。

ＧＭ：「すべてに答えるといった覚えはないんだけど？」

ユピテル：いや、それはそうだけど。

そよぐ：って言うか、ピルグリムさんたちって会話する気ないよね。

辰馬：まあ、ジャームだからな。

そよぐ：でも、プラズマさんは比ひ較かく的てき会話ができてるレベルだったけど。

ＧＭ：「僕はあくまでも連れん絡らく員。本来、伝達をするってこと以上の役目は負っていなかったんだけどね。まあ、この惑星に来てするべき目的が生まれたってとこさ」

辰馬：連絡員？

ＧＭ：先行して地球に来て、電気にインベードして、ほかのピルグリムの手引きをする役やく割わりなんですよ。

そよぐ：なるほど。

ユピテル：で、そんなアナタが先せん導どうしてこの街に運んできているのは、ガスってことかしら。

ＧＭ：「……その情報を入手していたのかい。やるね」

ユピテル：当たってたみたいね。ふふん、鼻が高くなるわ。

辰馬：鼻……？（笑）

ユピテル：ちなみに形けい状じよう記き憶おく合金なので戻もどるわよ（一同笑）。

辰馬：えええ、そんな設せつ定ていだっけ!?

ユピテル：たぶん、電気の流れで伸しん縮しゆくする仕組みよ。

そよぐ：ものすごい機き能のうだね。便利なのか不要なのかもわかんない（笑）。

ＧＭ：では、そんな会話をしているうちに、プラズマの反応は消失し、ボンベ回収作戦の開始時間が近づいてきます。

ユピテル：ふん、あなたたちの思いどおりにはさせないわよ。

ＧＭ：そう、ユピテルが呟つぶやいたところでシーン終しゆう了りようです。







◆Middle05◆ボンベ回収作戦

Scene Player ─── 今春そよぐ




　神戸の街は、すでに眠ねむりについていた。

　午前二時、ＵＧＮ西日本と第三神戸支部合同によるボンベ回収作戦が始まろうとしている。

　そして、そよぐは何としても時間内に解かい決けつしようと誓うのだった。




ＧＭ：というわけで、次のシーンです。全員登場、侵蝕率を上げてください。

そよぐ：早くボンベを回収して、待ち合わせに間に合うようにしないと、たっつん！

辰馬：なんでそよぐがそれを心配するんだ（笑）。

そよぐ：とにかく、間に合わせるからね。

辰馬：分かったよ、間に合わせよう。

ＧＭ：では、状じよう況きようの説明を。時じ刻こくは日をまたいで、土曜日の午前二時。作戦実行のときになります。ででん、ここで兵庫県の地図の登場。
















一同：おー。

辰馬：まさかの実じつ際さいの兵庫県地図！

ＧＭ：せっかくなので用意してきました（笑）。（地図上で位置を示しめしながら）あなた方の本ほん拠きよがこの辺───三宮あたりで、ユニバーサル貿ぼう易えきがあるのは港こう湾わん地帯になります。

フェイド：前回の舞ぶ台たいのひとつだったモザイクは、ここか。

ユピテル：ふむ。それで、街に搬はん入にゆうされるボンベの回収が、我われ々われの仕事なのよね？

ＧＭ：そうです。ピルグリムセルに出向しているＦＨエージェントは、分ぶん割かつされたマスターガスを保ほ管かん、密みつ閉ぺいしたボンベを搬入しようとしています。搬入経けい路ろを特定し、彼かれらが目的地に到とう着ちやくするまでに、回収しなくてはなりません。

そよぐ：目的地があるの？

ＧＭ：あります。ただ、具体的な場所はまだ特定できません。

ユピテル：なるほど。目的地を見極めるよりは、先手を取って回収して、そのあと目的地を割わり出だそうって方ほう針しんなわけね。

ＧＭ：はい。ＵＧＮから増ぞう援えんが到着し、すでにボンベの捜そう索さくに入っています。神戸第三支部のメンバーが回収すべき容よう器きは今のところ四つ。




　ＦＳ判定とは、複数回の判定で、段階的作業を演出するルールである。

　各ＰＣは指定された技能・難易度で［進行判定］を行ない、成功することで［進行値］を獲得していく。この進行値が［完了値］以上になれば、ＦＳ判定はクリアとなる。




ＧＭ：ＦＳ判はん定ていに成功すれば、すべての容器を回収し、マスターガスの正体、能力、目的などを特定できます。

フェイド：何としても成功させねばならないな。

ＧＭ：がんばってください。さて、ＦＳ判定の内ない容ようはこんな感じです（ＦＳ判定管理シートを取り出す）。

[image: ]

辰馬：完了値は18か……。

ユピテル：となると、毎ラウンド、進行値を４～５点は上じよう昇しようさせないといけないわね。

そよぐ：ちょっと厳きびしめかも？

フェイド：同意。うむ。しかし、最大達成値は30だから、一発で大きく進行値を伸のばせる可か能のう性せいもある。我々が十全に力を発はつ揮きすれば、遂すい行こうは可能と判はん断だんする。




　最大達成値は、進行判定における達成値の上限のこと。

　進行判定で得られる進行値は［進行判定の達成値[image: ]10＋１］点であるため、最大達成値により、一回の進行判定で得られる進行値の上限も決定される。

　今回の場合、最大達成値が30なので、一度に得られる進行値の最大は４となるわけだ。




ＧＭ：ちなみに、ＦＳ判定に成功すればすべてのボンベを回収できますが、失敗した場合、進行値によって取りこぼしが発生すると思ってください。

ユピテル：取り残したら、ろくでもないことになるんでしょうね。みんな、絶ぜつ対たいに全部回収するわよ。

一同：おうっ！




●第１ラウンド

ＧＭ：では、ＦＳ判定を開始します。まずはボンベを運ぶ敵てきの居い場ば所しよを特定しなくてはなりません。敵の移い動どう手しゆ段だんを特定して見極めるのが〈知覚〉。〈運転〉は、車などで街を駆かけ回まわって怪あやしいものを探さがすイメージですね。

辰馬：分かった。

ＧＭ：では、第１ラウンドのセットアッププロセス。まずはハプニングチャートを振ふりましょう。この結果でさまざまなハプニングが起こり、ＦＳ判定が有利、あるいは不利になる何らかの修しゆう正せいがついたりします。誰だれか代表者を決めて、Ｄ[image: ]を振ってください。

ユピテル：ここは、そよぐちゃんに振ってもらおうかしら。

そよぐ：あ、あたし!?　ちょ、ちょっと待って！　ダイス選ぶから！（一同笑）

ＧＭ：ちなみに41～45あたりが美味しいですよ。難易度に＋10されます。

辰馬：そいつは勘かん弁べんだな（笑）。

そよぐ：お待たせ！　気合い入れて行くよ！（ダイスを振る）って、きゃー!?　よ、よんじゅう……よん……！

一同：来たー!!（笑）

ＧＭ：まさか本当に出るとは（笑）。起こるハプニングは「一か八かのチャンス。このラウンド中、最大達成値と難易度に＋10」です。

ユピテル：つまり進行判定の最大達成値が40。難易度が18になるわけね。

フェイド：進行判定に成功しにくくなるかわりに、達成値さえ出せれば、より多くの進行値を稼げるようになるわけか。

辰馬：進行値をより多く獲得できるかもしれないっても、達成値＋10はきつすぎるぜ……。

フェイド：困こん惑わく。何故こんな状況になったんだ？（笑）

そよぐ：い、いきなり処しよ理りしきれない情報が出てきたんだよ！

ＧＭ：では、ＦＨがダミーのボンベを積んだ輸ゆ送そう車しやや、直ちよく接せつ運ぶエージェントを大量に動員したことで、状況が混乱したことにしましょう。怪しい車しや輌りようや人物のリストが一気に膨ふくれあがり、調ちよう査さが難なん航こうします。

辰馬：数が多すぎる……。どれが本命なんだ？

そよぐ：ああっ、早く終わらさないといけないのに！　もうじっとしていられないよ！

ユピテル：そよぐちゃん、いきなり駆かけだしてどこいくの!?（笑）

そよぐ：片かたっ端ぱしからリストにあるのをあたってきます！

フェイド：待て、そよぐ。ここまで数が多くては、闇やみ雲くもにあたっても徒労に終わるぞ。焦あせる気持ちはあるだろうが、落ち着け。

そよぐ：うう……分かったよ。でも難易度18かぁ。クリティカルしたうえで、もっといい目を出さないといけないし、やばいよね。

ユピテル：大丈夫よ～。調査は始まったばかりだもの。焦あせらず行きましょ。

ＧＭ：では、行動値を確認して、ＦＳ判定を進めていきましょう。




▼行動値

そよぐ　　　　14

フェイド　　　９

ユピテル　　　７

辰馬　　　　　５




ＧＭ：さて、セットアッププロセスでエフェクトを使う方は……いませんね。では、イニシアチブプロセス。最初のメインプロセスはそよぐです。

フェイド：提てい案あん。そよぐは待機がいいのではないか。

そよぐ：そうだねぇ。ハプニングチャートで44を振っちゃった絶ぜつ望ぼう感で待機しちゃう。

辰馬：絶望待機！（一同笑）

ＧＭ：すると、次はフェイドになります。

フェイド：メジャーアクションで《要の陣じん形けい》＋《狂戦士》で、私以外の三人を支し援えんだ。次に行なう判定のクリティカル値にマイナス１、ダイス＋10個のボーナスを与あたえる。

辰馬：フェイドの放った光を受けて、オレたちの潜せん在ざい能力が解かい放ほうされるぜ！

フェイド：ふ、私の能力は戦せん闘とう力りよくだけでなく、思考力なども強化できるのだよ。

ＧＭ：フェイドの支援を受けたみなさんに身体に力がみなぎり、頭が冴え渡っていきます。

そよぐ：すごい。これなら何でもこいって感じだよ！

ユピテル：う～ん、支援はありがたいけど……大丈夫？　侵蝕率[image: ]％突とつ破ぱしちゃわない？

フェイド：（計算して）心配には及およばない。まだ96％だぞ。

そよぐ：ギリギリだよ!?（一同笑）

辰馬：ミドルフェイズの５シーン目でその数すう値ちって……絶ぜつ好こう調ちようすぎる（笑）。

フェイド：慣なれない地球の環かん境きよう下かで、私のレネゲイドが荒あらぶっているのかもしれんな。少々危き険けんな状じよう態たいだが、何とかしてみせる。今はボンベの探たん索さくに集中してくれ。

ユピテル：……分かったわ。じゃあ、次はアタシの行動ね。早速、メジャーアクションで進行判定する。使用する技ぎ能のうは〈運転：四輪〉で。オートマティックの軽自動車あたりで街に繰くり出すわよん。ささ、みんな乗ってちょうだい。

辰馬：ふ、普通だ。

ユピテル：データのあるヴィークル持ってないし、変な車は出さないわよ。さて、判定いくわよん。（ダイスを振る）これだけ振ふれば、それなりに……１個しか回ってないわね（笑）。

そよぐ：だ、大丈夫？

ユピテル：ま、まだこれからよ！　いよっ（ダイスを振る）……う、13!?

辰馬：うおおおっ、失敗した!?

ユビテル：久ひさしぶりに車を動かそうとしたら、エンジンがかからない!?　いや～ん！

フェイド：ならば《原初の紫：妖よう精せいの手》だ。その判定のダイス１個の出目を10に変へん更こうして、クリティカルに。ユピテルの軽自動車に光を照しよう射しやして、機能を正せい常じよう化かする。

ＧＭ：何度キーを回してもかからなかった軽自動車のエンジンに、フェイドの光が当たるのと同時に火が入り、〝ドドドド───〟と、低い駆動音を鳴らし始めます。

ユピテル：ワオッ！　じゃあ、ギアを操作して、軽自動車を発進させるわね。ふぅ、助かったわ～。車の修しゆう理りもできるなんて、フェイドちゃんすごいわ♪

フェイド：ロボットの潜在能力を解放することもできる私の能力だ。車の機能調整など造ぞう作さもないことだよ。さあ、判定を継けい続ぞくしたまえ。

ユピテル：ほいほい。（ダイスを振る）うん、達成値26で成功ね。

ＧＭ：進行値の上昇量は［進行判定の達成値の十の位＋１］なので、＋３点されました。そして、進行値３になったところで、イベントが発生します。

そよぐ：何が起こるのかな？

ＧＭ：ひとつ目のボンベを載せた車輌を発見します。黒くろ塗ぬりのバンで、阪はん神しん高速の３号神戸線を西宮方面に向かって移動中。以い降こう、進行判定の技能が〈運転〉のみになります。

そよぐ：ちょっと厳きびしいなぁ。フェイドの支援があるから、がんばれるとは思うけど……。

ユピテル：できれば、【肉体】の高い辰馬ちゃんに、なるべく進行値を稼かせいでもらいたいところね。というわけで、高速に上がったところで、辰馬ちゃんと運転を代わるわ。アタシ、高速での運転苦手なの。

辰馬：ちょ、ちょっと！　オレ、免めん許きよなんて持ってないぞ！

ユピテル：大丈夫、ＵＧＮだから。

辰馬：え、大丈夫なの!?

ユピテル：街に危険が迫せまってるときに、細かいことは気にしない！　さあ、がんばって！

辰馬：わ、分かった。まあ、能力値的にはオレが適てき任にんだしな。ここは、覚かく悟ご決めてハンドルを握にぎるぜ。〈運転：四輪〉で、クリティカル値９、ダイス16個で進行判定だな。

そよぐ：すごいダイス数だね！　さすがエース！

辰馬：はっはっはっ、任まかせとけって。てい！（ダイスを振る）お、四つクリティカルした！

そよぐ：たっつん絶好調ー！（拍手）

ユピテル：やるじゃない、辰馬ちゃん！

フェイド：素晴らしい。これがエースの力ということか。

辰馬：そう、オレはエース！（ダイスを振る）達成値28で成功だ！

ＧＭ：やりますね。進行値が３点上昇して６点になりました。辰馬がアクセルを限げん界かいまで踏ふみ込こむと、車体が一気に加速。さらにプロ並なみのドライビングテクニックで他の車輌を回かい避ひし、あっという間に目標のバンとの距きよ離りを縮ちぢめていきます。

辰馬：なんぴとたりともオレの前は走らせねぇ！

そよぐ：たっつん、性格変わってる!?

ユピテル：というかどこのＦ１レーサーよ!?（笑）

ＧＭ：フェイドの光で修理した際に性能も上がったのか、辰馬の運転する軽自動車は、スペック以上のスピードを叩き出します。あまりの速さに、追い越された車の運転手たちが、みんな目を丸くしてしまいますよ。

辰馬：あー、ちょっと派手にやりすぎかな？

ユピテル：さっきも言ったでしょ。細かいことは気にしないの。ほら、獲物はもう目と鼻の先よ。もっとかっ飛ばして！

辰馬：了解！　そのままバンに追いついて、横につけるぞ。逃がさねえぞ！

ＧＭ：では、そこで進行値６のイベントが発生します。みなさんの接せつ近きんに気づいたＦＨ側が、追つい跡せきを振ふり切きろうと、車体をぶつけようとしてきます。

そよぐ：わわ、危あぶない！

ＧＭ：これを避よけるには、難易度９の〈運転〉と〈回避〉、ふたつの判定に成功しなくてはなりません。両方とも誰かひとり成功すればいいですが、ひとりが判定できるのは片かた方ほうだけです。誰がどちらの判定を担たん当とうするか、分ぶん担たんを決めてください。

ユピテル：なかなか厄介ねぇ。ちなみに失敗した場合はどうなるのかしら？

ＧＭ：みなさんの軽自動車とＦＨのバンは激げき突とつし、両方とも転てん倒とうしてしまいます。ボンベは回収できますが、ＰＣ全員に３ＤのＨＰダメージが与あたえられます。

辰馬：オレ、ＨＰを消費するエフェクトがあるし、それは嫌いやだな……。

そよぐ：あたしも「対抗種カウンターレネゲイド」の効こう果かがあるから、ダメージは抑おさえたいなぁ。

ユピテル：消しよう耗もうは少ない方がいいわよね～。じゃあ、分担を決めましょうか。

フェイド：うーむ。どちらも【肉体】を使うから苦手なのだが……。一いち応おう〈回避〉が１レベルあるから、そちらで行かせてもらおう。

そよぐ：同じく〈回避〉で！

ユピテル：それじゃあ、アタシと辰馬ちゃんで〈運転〉をがんばりましょうか。

辰馬：了りよう解かい。

ユピテル：よっ！　（ダイスを振る）……あ、クリティカル！　達成値18よ。

フェイド：（ダイスを振る）こっちもクリティカルだ。12で成功したぞ。

辰馬：すごいな。（ダイスを振る）こっちは９でギリギリ成功だ。

そよぐ：（ダイスを振る）同じく９でギリギリ！

ＧＭ：うお、全員成功ですか！




　そよぐがＦＨ側の不ふ審しんな動きを察知して警けい告こくを飛ばすと同時、急きゆう接せつ近きんしてきたバンにユピテルが高出力の電でん撃げきを打うち込こみ、勢いきおいを削そぐ。

　得られた猶ゆう予よはわずか。しかし、フェイドが辰馬の意い識しきを加速させるには十分な時間だ。

　スローモーションになった世界の中、辰馬はＦＨのバンが接せつ触しよくするのと同時に、車体をスピンさせていなした。そして、回転する視し界かいをものともせず、車体を再ふたたび安定させる。




ユピテル：ヒュー！　危機一髪だったわねん。

そよぐ：たっつん、やるー！

辰馬：いや、みんなのフォローがなかったら、こう上手くはいかなかったさ。

フェイド：これもユウジョウパワーの賜たま物ものだな。さてＧＭ、ＦＨ側のバンはどうなった？

ＧＭ：体当たりを躱され、そのままガードレールに衝しよう突とつして動きを止めますよ。

辰馬：こっちも車を止めて、事故ったバンに駆かけ寄よるぞ。

ＧＭ：かなりの勢いで衝突したため、バンの前面部は完全にひしゃげてしまっています。運転手だったＦＨエージェントは死んではいませんが、気を失い、ぴくりとも動きません。

ユピテル：あらら。派は手でにやったわね。積荷のボンベは大丈夫かしら。今ので壊こわれて中身が漏もれてるとか嫌よ？

ＧＭ：ボンベは厳げん重じゆうに梱こん包ぽうされていたので無事です。防ぼう護ご用のケースが少々傷きずついてますが、中身に異い常じようはありません。

ユピテル：じゃあ、さくっと回収しちゃうわねん。ＦＨエージェントの方も、増援で来てくれたＵＧＮエージェントに連絡して確かく保ほしてもらうってことで。

ＧＭ：分かりました。では、無事にボンベを回収したところで、進行判定の技能が〈情報：ＵＧＮ〉に変更されます。

そよぐ：えーっ！　あたし、そっち方面は駄だ目めなのに！

辰馬：あー……まあ、がんばれ、そよぐ。

そよぐ：うん、がんばる。……【社会】１だけど（一同笑）。

ユピテル：〈情報：ＵＧＮ〉は？

そよぐ：ない！　だから、苦しいんだよ～。

フェイド：大丈夫だ、私の支援で判定のダイスは増ふえている。十分成功する。

そよぐ：あ、そうだった！　よし。なんか増援の人たちとは連絡つかなくなっちゃったけど、もう勘で勝負だよ。（ダイスを振る）……やった、クリティカル！

一同：おお!?

そよぐ：二回まわって、達成値27で成功だね！

ＧＭ：すごい！　進行値に＋３されて合計９点になりましたので、進行値８のイベントが発生します。

フェイド：今度は何が起きる？

ＧＭ：神戸港に入港する船から、ふたつ目のボンベが搬入されることが分かります。

そよぐ：……何となく、次は港にある気がする。

辰馬：港か……。ん？　（地図を見て）これ、また引き返さないといけないのか！

そよぐ：あ、ほんとだ！　高速に乗っちゃったのに！

ユピテル：（即答して）Ｕターンするわよ。

フェイド：合理的な判断だ。

そよぐ＆辰馬：えええええ!?　高速道路なのに!?

フェイド：何をそんなに驚いている。

そよぐ：いや、交通ルールが……（笑）。

ユピテル：言ってる場合じゃないでしょ！　責任はアタシがとるわ！

辰馬：ええい、もうどうとでもなれ！

そよぐ：たっつーん！（爆笑）




　大破したＦＨの車両を尻目に、辰馬は思い切りハンドルを切って車をＵターンさせる。目指すは神戸ポートターミナルだ。




ＧＭ：ボンベは美び術じゆつ品ひんに偽ぎ装そうされてるようですね。偽装を見分けなくてはならないため、以後、進行判定の技能が〈芸術〉に、難易度が７に変更されます。

辰馬：〈芸術〉か。また、珍めずらしい技能がきたな。

ユピテル：……それ、アタシの〈芸術：女子力〉も使えるってことかしら？

ＧＭ：うおっ!?

辰馬：そういえば取ってたな、わざわざ。

そよぐ：ユピテルさんの女子力が役に立つときがきた!?（笑）

ユピテル：どうなの、ＧＭ？

ＧＭ：…………つ、使えますぅううううううっ!!（一同爆ばく笑しよう）

ユピテル：フフフ、〈芸術：女子力〉で見み抜ぬくわよ。

フェイド：しかし、〈芸術：女子力〉で判はん別べつできる美術品とは何だ？

そよぐ：んー、化け粧しよう品ひんとか？　ヘアスプレーとかなら容器に気体を詰つめ込こめるよ。

辰馬：それなら〈芸術：女子力〉で判別できそうだな。

ＧＭ：ですね。ここは少し設定を変更して、そよぐの案を採さい用ようして、ふたつ目のボンベは化粧品に偽装されていることにします。というところで、全員行動済ずみになりましたので、次のラウンドに移うつりましょう。




●第２ラウンド

▼行動値
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ＧＭ：第２ラウンドのセットアッププロセス。みなさんは神戸港に到着しましたが、問題の船せん舶ぱくの積荷は降おろされた後です。荷物のリストをチェックして、偽装された積荷をチェックしなくてはなりません。ですが、まずはハプニングチャート振っちゃいましょう。

ユピテル：今度は辰馬ちゃん、お願いね。

辰馬：オレか！

そよぐ：ほっ、もう責せき任にんは取らなくていい（笑）。

辰馬：まあ、何とかなるだろ。（ダイスを振る）82だな。

ＧＭ：「緊きん張ちようがレネゲイドを活かつ性せい化か。そのラウンド中に進行判定を行なったキャラクターは、判定の直後に１Ｄ10点侵蝕率が増ぞう加か」ですね。ボンベの回収は順調に進んでいるものの、やはり時間が経たつにつれて、緊張がみなさんの心を縛しばり始めます。

フェイド：なんと！

ユピテル：これ、フェイドちゃんは進行判定しない方がよさそうね。

フェイド：すでに[image: ]％を超こえているからな。さすがに厳しい。まあ、他にやれることはあるし、直接の調査は他の者に任まかせるとしよう。

ＧＭ：ハプニングが決まり、エフェクトを使う方もいないようなので、イニシアチブプロセスに移ります。このままいけば、そよぐの行動からになりますが。

そよぐ：どうしよう？　待機して〈芸術：女子力〉の支部長に回した方がいいかなぁ？

ユピテル：……実はアタシ、技能はあるけど能力値がかなり低いのよね。【感覚】２しかないから、侵蝕率ボーナスを入れても３個しかダイスを振ふれないの。

フェイド：ふむ。そよぐは？

そよぐ：は、６あります！

辰馬：そよぐの方が高いじゃないか。

ユピテル：ああん、さすが現げん役えき女子高生ねぇ。やっぱり若わかい子には負けるわ～。

辰馬：いや、負けたのは若わかさが原げん因いんじゃないんじゃ……まあ、いいか（笑）。

そよぐ：あはは（笑）。じゃあ、がんばってみようかな。

フェイド：そよぐが挑いどむなら、支援した方がいいな。そよぐのメインプロセス前のイニシアチブプロセスに支援判定を行なう。ＧＭ、技能を教えてくれ。

ＧＭ：〈運転〉〈知覚〉です。難易度は進行判定と同じになるので７ですね。

フェイド：では、〈知覚〉で判定だ。（ダイスを振る）達成値７できっかり成功。そよぐ、次に行なう進行判定の達成値に＋３してくれ。

そよぐ：じゃあ、フェイドちゃんから支援された女子力で、えいっ！（ダイスを振る）

ＧＭ：おお！　すごい、三つクリティカル！

そよぐ：（ダイスを振る）あ、でも止まっちゃった。支援も入れて達成値21だね。

辰馬：お、支援のおかげで十の位が繰くり上あがったな。これで進行値＋３だ！

フェイド：支援した甲か斐いがあったな。

そよぐ：荷物と配送先のリストを見み比くらべて、違い和わ感かんを覚えるよ。何度か行ったことのあるコスメショップに送られた荷物の量が、店の規き模ぼに比くらべて妙に多いの。

辰馬：そよぐの意見をもとに、あたりをつけた輸送車を追うぞ。

ＧＭ：了解です。うーん、順調に成功を重ねてますね。現在の進行値は12。ここで一気にふたつのイベントが発生します。

そよぐ：ええっ！

ＧＭ：まず、進行値10のイベント。問題の輸送車をとあるショッピングセンターの駐ちゆう車しや場じようで発見します。

そよぐ：積荷は!?

ＧＭ：すでに降ろされたあとです。周囲を窺うかがうと、ＦＨエージェントが積荷を載せた台車を押して、店内に駆かけ込こんでいくのを発見できますね。その姿すがたは、あっという間に人の波の中に消えていきます。

ユピテル：人ひと混ごみに紛まぎれて撒まくつもりね！

ＧＭ：そのとおり！　一いつ般ぱん人じんに被ひ害がいが及ばないよう、逃とう走そうする敵を速やかに無力化する必要があります。以後、判定を〈射しや撃げき〉〈ＲＣ〉の難易度15に変更します。

辰馬：げ！　オレ、どっちも苦手だ！

ＧＭ：───なのですが！　進行値12でふたつ目の容器の回収に成功してしまうという……。

一同：早っ！（笑）

ＧＭ：人混みを縫ぬうようにそよぐが全力でダッシュ。逃にげるＦＨエージェントに追いつくと、瞬またたく間まに取とり押おさえ、偽装されたボンベを回収しました。

辰馬：やったな、そよぐ！

ユピテル：グレイトよ！

フェイド：支援はしたが、まさかここまでの成果を出すとは……。そよぐ、キミにはいつも驚おどろかされる。

そよぐ：えへへ、ブイ！

ＧＭ：とほほ。進行判定を行なったそよぐは侵蝕率を１Ｄ上げるのを忘わすれないでください。

そよぐ：ああ、そうだった。人混みの中でＦＨを追うなんて、緊張してザワザワしちゃったよ。（ダイスを振る）４点上がったよ。

ＧＭ：では、ふたつ目のボンベを回収した直後、ＵＧＮから秘ひ匿とく回線でコールが入ります。

そよぐ：はいはい、そよぐですけども。

ＧＭ：通信相手は援軍としてきた、ＵＧＮチルドレンのひとりですね。彼は焦あせった様子で、まくし立てるように叫さけびます。「よかった。ようやく繫つながった！」

そよぐ：いったい、何があったんですか？

ＧＭ：「救きゆう援えんを、要請します！　三つ目の……ボン、ベが……」と、通信中なのに声にノイズが混まじりだし、唐とう突とつに回線が切れてしまいます。

そよぐ：大変、支部長に急いで連絡しないと。

ユピテル：報ほう告こくを受けるわ。ふたつ目を回収して、三つ目が見つかったのね。

そよぐ：うん。でも、通信が途と切ぎれちゃって。

フェイド：嫌な予感がするな。ＧＭ、先ほどの通信、発信場所は？

ＧＭ：市民広場にある国こく際さい展てん示じ場じよう付近ですね。迅じん速そくに向かうため、この先の進行判定は技能が〈運転〉〈情報：裏うら社会〉に、難易度が９になります。

ユピテル：了解よん。フェイドちゃんは支援判定で行動済みになっちゃったから、次はアタシの番ね。ここは〈運転：四輪〉で進行判定するわ。

ＧＭ：どうぞ。

辰馬：支援判定しとくか？

ユピテル：気持ちだけ受け取っておくわ。今回は難易度が普通だし、支援なしでもいけるでしょ。（ダイスを振る）達成値14で成功よん。侵蝕値は10点上がって77％になったわ。

そよぐ：あちゃー。

辰馬：でも、これで進行値＋２されるから、合計14点だ。終わりが見えてきたぞ。

ＧＭ：うーん、まったく失敗しませんね。今回は特にイベントは起きません。みなさんはユピテルの運転する軽自動車に乗のり込こみ、国際展示場へ急行中です。




　神戸港内にある人工島、ポートアイランド。そこにある国際展示場が次の目的地だ。三宮からポートアイランドをつなぐ神戸新交通ポートアイランド線──通称ポートライナーの高架下を、そよぐたちを乗せた車が爆走する。




辰馬：このまま一気に成功させたいところだな。オレも〈運転：四輪〉で進行判定する。支部長、運転代わります！

そよぐ：たっつん、ゴーゴー！

辰馬：おりゃ！　（ダイスを振る）……お、出た。クリティカル一個！

一同：おおっ！

ＧＭ：マジですか！

辰馬：（ダイスを振る）達成値19。惜おしい。技能があれば、十の位を繰くり上あげられたのに。侵蝕率の上昇は……１!?　まいったな、全然あがらない。まだ52％だぞ。

ＧＭ：でも、これで進行値16になったので、イベントは発生しますよ。

フェイド：きたか。何が待ち受けているのだ？

ＧＭ：国際展示場前の広場で、ボンベを守るＵＧＮチルドレンを、ＦＨエージェントが襲しゆう撃げきしているのを発見します。大人しそうな中学生ぐらいのＵＧＮチルドレンが、必死にボンベを守っていますよ。「これは、これは先せん輩ぱいが、必死で守ったものなんだー！」

そよぐ：どんなドラマがあったんだろう。

ＧＭ：ＵＧＮチルドレンの少年が全身傷だらけなことから、かなりの激戦があったことが予想できます。限界が近いのか足取りは覚束ないですが、目だけは強い意志の光を宿していて、必死に抱えているボンベを守り続けています。

ユピテル：あらやだ。メチャクチャピンチじゃないの！

そよぐ：早く助けてあげないと！

ユピテル：もちろんよ！　アクセル全開で戦闘現場に突入。少年の前で、ドリフト気味に車を停めるわよん。

辰馬：そして、停車と同時に飛び出す。待たせたな。シャキーン。

ＧＭ：「あ、あなたは……第三支部の──エース！」ＵＧＮチルドレンが、キラキラした熱い眼まな差ざしを辰馬に向けます。

辰馬：そう！　オレ様がエース！　……オレ様？（笑）

ＧＭ：おい！　キャラ、ブレすぎだろ！（一同笑）

辰馬：エースと呼よばれて動どう揺ようしてしまったんだ（笑）。もう大丈夫。そう、オレはエースだ。ここでエースとして活かつ躍やくしてもいいんだ！　……いいんだね？

ユピテル：いいから敵を倒たおしなさいよ！（一同爆笑）

辰馬：イエッサー！　ゾディアックウェポンでＦＨを一いつ閃せん、なぎ払はらう！

ＧＭ：辰馬の剣けん戟げきを受けて、ＦＨエージェントは燃もえ上あがりながら派手に吹ふっ飛とび、がくりと意識を失います。というわけで、辰馬の活躍により、ボンベを回収できました。

辰馬：回収までいけたか。やったぜ！

ＧＭ：敵を瞬しゆん殺さつした辰馬に、ＵＧＮチルドレンの少年は憧あこがれの視し線せんを向けて言います。「ありがとうございます。これは、先輩が、ウェヌスＤ０─６先輩が必死で守ったものなんです。敵に渡わたさずにすんで、よかったです」

ユピテル：そう……何が起きたかは分かる気がするけど先輩は？

ＧＭ：「先輩は、ぼくを……ぼくをかばって……」

ユピテル：ウェヌス、アナタって人は……。

フェイド：ユピテルは、何故自分のことではないのに落ち込んでいるのだ？

そよぐ：だって、支部長にとってウェヌスってロは兄弟も同然、仲間だったんだよ。

フェイド：むう……。仲間、か。まだよく分からない概念だ。

ＧＭ：ちなみにこのイベントが発生するのが４ラウンド目だった場合、この少年はボンベを守り切るも、死し亡ぼうしていました。

辰馬：危ないな！

ユピテル：結構ギリギリだったわねぇ。少しでも犠ぎ牲せいを減へらせてよかったわん。

ＧＭ：さて、ＵＧＮチルドレンは懸けん命めいに涙なみだを堪たえながらも、みなさんにお礼を言い、持っている物ぶつ資し───応おう急きゆう手当キット四個をくれます。

そよぐ：素晴らしい！

辰馬：助かるよ。後のことはオレたちに任せて、お前は休んでろ。

ＧＭ：「すみません。でも、これだけはお伝えしておかないと」

フェイド：む、何か情報を持っているのか。

ＧＭ：四本目のボンベの所しよ在ざいです。「第三支部の担当となる四つ目のボンベは、どうやら神戸空港に空路で搬入されるみたいです。一いつ刻こくも早く向かってください」

ユピテル：分かったわ。みんな、行くわよ！

一同：おう！




　そして、突とつ入にゆうした第３ラウンド。
















　ハプニングチャートの結果は、「チャンス到とう来らい。このラウンド中に行なう進行判定は、ダイスが＋五個」という有利なものに。

　ますます勢いを増ましていく神戸第三支部。

　進行判定もそよぐが危あぶなげなく成功し、無事に完了値に到とう達たつしたのであった。




ＧＭ：これでＦＳ判定は成功です。

そよぐ：いえーい！　空港内のカフェで出入りを確かく認にん。ＦＨエージェントが出てきたら、即そつ行こうで捕つかまえるよ。抵抗したら毒を喰らわせてバタンキューさせちゃうってことで！

ＧＭ：ＯＫです。ボンベを運んでいたＦＨエージェントは逃走を試みますが、そよぐの放った真紅の風を受けると、毒に身体を硬直させ、そのまま昏倒してしまいます。

ユピテル：そよぐちゃん、ナイスよ。倒れたＦＨエージェントからボンベを回収するわね。

ＧＭ：では、みなさんはＦＳ判定で回収できるボンベは回収できました。ＦＳ判定成功です。終わってみれば、かなり余よ裕ゆうのクリアでしたね。

ユピテル：最初のハプニングがちょっと危あぶなかったけど、フェイドちゃんの支援のおかげで乗り切れたのが大きかったわん。

辰馬：たしかに。あそこで失敗してたら、やばかった。

そよぐ：フェイドちゃんには、いつも助けられてるね。

フェイド：私は大したことはしていないさ。ユウジョウ……キミたちから学んだことを実じつ践せんしたに過ぎない。

ユピテル：あら、ご謙けん遜そん。

フェイド：そして、最後のボンベは神戸空港だな。

ＧＭ：それは次のシーンでやりましょう。いったんここでシーンを終了します。






〈運転：●●〉　乗り物を運転する技能。









◆Middle06◆神戸空港の死し闘とう

Scene Player ─── 海藤辰馬




　最後のボンベは、神戸空港にある。

　ちょうど貨物飛行機が滑かつ走そう路ろに降おり立たっていた。

　そよぐの耳は、ピルグリムの胎たい動どうを逃のがさなかった。




ＧＭ：では、次のシーンです。場所はそのまま、深夜の神戸空港。飛行機から、ボンベを運び出そうとするＦＨエージェントに追いつきました。全員登場です。

一同：はい！

ＧＭ：深夜の神戸空港で、そよぐの兎うさぎのように敏感な耳が、異い音おんを聞きつけた。それは、ボンベの中のマスターガスのざわめきでした。

そよぐ：聞こえた、あれだよ！

ＧＭ：そよぐが指差す先には、怪あやしげな連中が飛行機のタラップを下りて何かを運びだそうとする姿があります。

そよぐ：じゃあ、建物を飛とび越こえていきます。シタタタタッ！

ＧＭ：現あらわれたそよぐに、どよめくＦＨエージェントたち。「もうこんなところにまでＵＧＮが！」「どうする？　おれたちの戦力じゃ、連中には勝てねぇ」「何言ってるんだ、ここにマスタークラスのエージェントがいるだろう!!」そう言って、ボンベを開けようとします。

そよぐ：それを開けちゃダメー!!

ＧＭ：「ふははは、貴様らを皆みな殺ごろしだー」と、ＦＨエージェントはキュポーンとボンベを開く。その途と端たん、ドロッとした重苦しいガス層そうが、周囲に充じゆう満まんする。

そよぐ：あああああっ！




　ボンベから、しゅうしゅうと音を立てて紫むらさきの気体が漏もれ出でてくる。

　その気体は、ＦＨエージェントたちにまとわりついていく。

　まるで、意い思しを持っているかのように。




ＧＭ：「な、なんだ……う、うわあああああ！」とＦＨエージェントが叫さけび声ごえを上げると、全身が紫むらさき色いろになって肉体が消失していく！
















そよぐ：ああっ!?

ＧＭ：そして、服とサングラスだけがパサッと落ちる。

ユピテル：まさか、人間が気体に溶とけた？。

ＧＭ：その気体は、さっきより体積を増したようです。ビビビ、ブブブッと謎なぞの振しん動どうをしますが、フェイドは《シークレットトーク》で理解できる。

フェイド：むっ、何と言っているのだ？

ＧＭ：「インベード完了───」

そよぐ：今のがインベードなんだ！　人を、食べちゃったの……？

ユピテル：これはまた、その、何と言うか……。

フェイド：けっこう過か激げきなインベードだな。乗のり移うつるのかと思ったら、そうじゃないようだ。

ＧＭ：というわけで、その気体……ガスからはあまり理り性せいが感じられないんですけれど。

フェイド：でも、挨あい拶さつをしよう。マスターガス。久しぶりじゃないか。

ＧＭ：「なぜ、貴様が……。そうか、目的を失ったか」

フェイド：確かに記憶を失っている。だが、今は私の意思で動いている。

そよぐ：自分の意志、重要なことだね。

ユピテル：そうね。だからこそ、フェイドちゃんはアタシたちの仲間よ。

フェイド：成り行きではあったがな。

ユピテル：成り行きも重要よ！（一同笑）

ＧＭ：「その体、布と綿で作ったのか。まあいい。貴様、この環境に適てき応おうしているな。ならば、貴様のレネゲイドもインベードしてやろう」

フェイド：みんなに警告しよう。敵てき意いがあるぞ。

辰馬：こいつはやばい！　あっ、そうだ。対抗手段を得るために、注ちゆう射しやだ。

ユピテル：でも、こいつそんなに保もたないはずよね。

フェイド：大気圏に適応できないはずだからな。

ＧＭ：ただ、現段階ではふたり人間をインベードしたことによって、わりと自由に動けるようになっています。

フェイド：おお、そうなのか。

ＧＭ：こいつがそのまま、あなたたちを無む視しして繁はん華か街がいに行ったりすると……。

ユピテル：大変なことになるっていう話ね！

辰馬：うおー、止めるのだ。

そよぐ：そうだよ、街には行かせられないよ。

ユピテル：でも、気体っていうのはやりにくいわね。

そよぐ：うん、攻こう撃げきしたらいけないような気がする。

辰馬：迂う闊かつに拡かく散さんさせるとやばいんじゃないか。

ユピテル：まあ、液えき体たいにも効きいたし。

そよぐ：そ、そう、ですよね。

フェイド：それに君たちにはワクチンが入ってるんじゃないか。

辰馬：こ、こいつを打てば、あいつに勝てる。

ＧＭ：じゃあ、というわけで戦せん闘とうに入りますね。




●第１ラウンド

ＧＭ：というわけで、敵はマスターガスの分体です。

フェイド：ほう、分体なのか。

ＧＭ：ええ、マスターガスの二〇分の一ぐらいです。だだっ広い空港の離着陸場で、ここに飛行機があって、そのタラップの上ぐらいにふよふよ浮ういているマスターガスがいます。そこから一〇メートルぐらいの位置に、あなた方が存在します。

フェイド：とりあえず、《ワーディング》だな。

そよぐ：そうだね。じゃあ、《ワーディング》！

ＧＭ：それでは、【行動値】をどうぞ。




▼行動値

そよぐ　　　　　　14

フェイド　　　　　９

ユピテル　　　　　７

辰馬　　　　　　　５

マスターガス　　　３
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辰馬：ガスは思ったより遅いんだな。

ＧＭ：というわけで、セットアップなんですが、何かございますか。

一同：ありません。

辰馬：双方とも、セットアップはないってことか。

ユピテル：そうみたいね。

ＧＭ：ではイニシアチブで、【行動値】14で、そよぐちゃんが一番速い。

そよぐ：はい。じゃあ、ガスだしなー……離はなれといた方がいいのかなぁ。じゃあ、マイナーアクションは斜ななめ前まえに移動します。

辰馬：うしろには下がらない（笑）。

そよぐ：うん、下がらない。メジャーアクションで〈ＲＣ〉攻撃します。エフェクトの組み合わせは、《光の手》《振動球》《アースシェイカー》《コンセントレイト：ハヌマーン》《原初の赤：蝕むしばむ赤》で。

辰馬：うおー、そよぐの力がレネゲイドを殺していくー。

そよぐ：レネゲイドを殺していくスタイルですよ。春一番攻撃！

フェイド：今は初夏で、このリプレイの発売は秋だけどなー（一同笑）。

ユピテル：まっ、メタな発言ね。

そよぐ：でも、頭の中だけは春でいたい（一同笑）。

ＧＭ：では、判定をどうぞ。

そよぐ：じゃあ、成せい層そう圏けんまで飛ばす勢いで。はっ！　（ダイスを振る）……あ、クリティカル一個こだ。……17です。

ＧＭ：17ですか、こちらは《イベイジョン》を取っており……１（笑）。

辰馬：えー！

ユピテル：回避する気がないのね。

フェイド：何か、もっさりした気体だ。

ＧＭ：いろんな効果でドッジが下がって、１になっているのです。

辰馬：これは何か秘ひ密みつがありますな。

そよぐ：うん。吹ふき飛べっ！　（ダイスを振る）……ダメージは９点、装そう甲こう無視！

ＧＭ：装甲無視！　……この、35点にもおよぶ装甲が（一同笑）。

そよぐ：よかったー！

辰馬：装甲無視、つくづくよかった！




　本来なら、気体であるガスには物理的な攻撃は通用しない。

　しかし、レネゲイドに対する強力な因子を持つそよぐの攻撃は違った。

　巻き上げる風が、ガスの存在を希薄にしていく。




ＧＭ：ガスだから、物理攻撃は効きにくいんですよ。

辰馬：なるほどな。

ＧＭ：だが、《氷雪の守しゆ護ご》を使用。大気中の水分を凍とう結けつさせて、氷の盾たてを出しゆつ現げんさせます。（ダイスを振る）……ばちゅーん。弾はじきました。

そよぐ：ですよねー。でも、ダイスペナルティだけ受けてください。

ＧＭ：それがあったか！　いくつ食らうんでしょう。

そよぐ：ダイスペナルティ２個こですよ。

ＧＭ：２か……。けっこうきつい。

ユピテル：これで《イベイジョン》がマイナスに突入、ファンブルしなければ当たるわね。

ＧＭ：そうです。ダメージは食らわないんですが、その攻撃によってだいぶ動きを阻そ害がいされている感じですね。

そよぐ：あいつすごく固いよ、みんな。ダメージが低かっただけだけど。

ユピテル：でも、毒は与あたえられるのよね？

そよぐ：そう、《原初の赤：蝕む赤》は〝命中したら〟邪じや毒どくだから！（一同笑）

ＧＭ：あばーっ！　あーっ！　あーっ！　あーっ!!

そよぐ：よし。仕事した！

ＧＭ：邪毒こえぇー。では、次は９でフェイドです。

フェイド：そうだな、侵蝕率も限界だし、ここは待機しよう。すまないが、任せる。

ユピテル：そうね。それでいいかなー。

フェイド：じゃ、そういうことで、ちょっと休きゆう憩けいだ。

そよぐ：フェイドちゃんは下がってて。

ユピテル：じゃ、アタシね。ここは《バリアクラッカー》を使わざるをえないわ。装甲35点って言われると、それしかない。

フェイド：なるほど、侵蝕率はちょうど80％なのか。

ＧＭ：ここでユピテルは攻撃に行けないかなと思ったんですけどねー。

ユピテル：というわけで、行くわよ。マイナーアクションで移動。

ＧＭ：タラップをカンカンカンカンカンッと駆かけ上あがるユピテル！

ユピテル：ガシャン、ガシャン、ガシャン。そしてジャーンプ！　メジャーアクションは、《アームズリンク》《コンセントレイト：ブラックドッグ》《バリアクラッカー》よ！

ＧＭ：命中判定をどうぞ。

ユピテル：命中行くわよ？　よいしょ！　（ダイスを振る）……残念、クリティカルは一個だけ。今日ねー、全体的に低いわ。……うーんと、命中は16。

ＧＭ：それなら当たりはします。

ユピテル：さて、問題はダメージね。

ＧＭ：ふはははは。こっちの装甲は……ってユピテルも装甲無視やん！（一同笑）

ユピテル：そのとおりね。じゃ、ダメージよ。（ダイスを振る）……８、12点で装甲無視よ。

ＧＭ：ここで《氷雪の守護》……は一ラウンド一回だった！（一同笑）

ユピテル：ほほほ、よかったわ！

ＧＭ：12点そのまま食らいました。では、たっつん。

辰馬：まだ80％も超えてないオレには、《クロスバースト》が使えもしない。ずりずりと引きずりながら、マイナーで移動。

ＧＭ：タラップを駆かけ上がるたっつん。

辰馬：よっこいせ。そこで支部長の肩かたを踏ふみ台だいに、オレは大きく飛び上がる。とーう！

ＧＭ：おおっ、飛んだ！

辰馬：落下の勢いを利用したりしつつ剣を振りおろす！

そよぐ：かっこいいよ、たっつん。

辰馬：しかし、命中のダイスは五個しか振れない。侵蝕率が60超えてないんだよな。

フェイド：すごいなぁ。私の半分じゃないか。

辰馬：というわけで、クリティカル値は８。メジャーは《炎えん神じんの怒いかり》、《ペネトレイト》、《コンセントレイト：モルフェウス》を組み合わせて白兵攻撃だ。

ＧＭ：来い、ドッジは今、０未満！（笑）

辰馬：（ダイスを振る）21！

ＧＭ：では、ダメージ！

辰馬：３Ｄに、ゾディアックウェポンがあるから４Ｄ＋11のダメージだ。（ダイスを振る）……おお、すごい目が出た。

ＧＭ：え……？

辰馬：９、９、８、７！

ユピテル：すごいわ～！

辰馬：44点のダメージだ！

ＧＭ：うおー、累るい積せきダメージが56点か。

辰馬：……やったか!?

フェイド：やはり、そのセリフを言うのか（笑）。

ＧＭ：だいぶガスが炎で燃もえていったところですが、まだ死にはしない。マスターガスはそのままキミたちふたりにまとわりついて取とり込こもうとします。

そよぐ：たっつん！　支部長！

辰馬：ま、まずい。

ユピテル：分ぶん解かいとかするんだったら、金きん属ぞくだってそりゃ分解はできるわ。

ＧＭ：マイナーで《オリジン：コロニー》《絶対の空間》《猛もう毒どくの雫しずく》《毒の刃やいば》を使用！

辰馬：うおおお、毒だー。

ＧＭ：メジャーは《ポイズンフォッグ》《抗あらがいがたき言葉》《絶対の恐きよう怖ふ》《錯さつ覚かくの香かおり》。

そよぐ：うわー。ソラリスさんだ。

ＧＭ：ガスのにおいと窒ちつ息そくで攻撃する。うりゃー！　（ダイスを振る）……二個回ってた、よかった。命中は30。

そよぐ：おおっ！

ユピテル：回避？　いや、ガードするわ。《電でん磁じ障しよう壁へき》よ。

辰馬：オレは、一応回避を、試みる。（ダイスを振る）……ま、９なんで、ダメか。

ＧＭ：（ダイスを振る）……うわ、すごい。ダメージ大きかった。39点！

辰馬：思ったよりすごい一いち撃げきだ！

ユピテル：（ダイスを振る）……ええと。５、６、９、８……11の20、28の、33。さらに10点引くから……。

ＧＭ：ノーダメージ!?　でも、邪毒は食らってください。３レベルです。

ユピテル：はい。いいわよ。

辰馬：《リザレクト》、【ＨＰ】７で立ち上がる。

フェイド：そして、ここでラウンドは終了か。

ＧＭ：「ぐっ、がああああ……」ガスはうめき声を上げると、消滅します。

そよぐ：あっ、毒が回ったんだ！

辰馬：そよぐの毒は、恐おそろしいな……。

ＧＭ：クリンナッププロセスに、あなたたちも９点食らってください。

辰馬：《リザレクト》します。ぐふっ！　（ダイスを振る）……５点。

ユピテル：９点食らって29よ。

ＧＭ：まさか邪毒で死ぬとは。

フェイド：そよぐの毒は、マスターガスの毒を上回ったのか。

ＧＭ：はい、炎に切きり裂さかれ、電撃で焼かれ、最後にそよぐの「対抗種」のレネゲイドに食い尽つくされて、マスターガスが消しよう滅めつしちゃいます。

そよぐ：よし！

フェイド：さすがだな。とりあえず、ワクチンは正せい常じように作用しているようだね。

辰馬：ああ。

フェイド：しかも、ロボットにも効いている。

辰馬：いったいどこに、どうやって打ったんだ？

ユピテル：それは秘密よ♪（笑）

そよぐ：本人も知らないところなんだと思う（笑）。

ユピテル：分かんないから。

ＧＭ：では、長い長い激げき闘とうの末、だいたい七時間ぐらいの戦いの末。ボンベをすべて回収し、ガスも消滅しました。あとは、援軍に来てくれたＵＧＮエージェントたちもがんばってくれました。これで、マスターガスの組成解かい析せきと、あと、封ふう印いんや処しよ置ちもできるでしょう。

ユピテル：ほっ。

ＧＭ：が、そろそろ……。

そよぐ：たっつん！

辰馬：じゃ、毒でふらふらしてる（笑）。

そよぐ：たっつん、大丈夫？　しっかりして。

辰馬：毒が効いたぜ……ふう。

フェイド：たっつん、応急手当キットがあるぞ。

ＧＭ：はい。ひとり一個、さっきの少年が渡わたしてくれてます。

そよぐ：で、まだ待ち合わせの時間には間に合いそう？

ＧＭ：神戸空港からそのままポートライナーに乗って三宮までいければ。

辰馬：その前に、応急手当キット二個ぐらい使った方がいいような気が。

そよぐ：たっつん、もう一個要る？

辰馬：いいのか？　ありがとう。

そよぐ：うん……何か、今日は大事な日だから。

辰馬：大事な日？　とりあえず回復。（ダイスを振る）……９点。もう一個使おう。ダメだ。さっきのダメージロールで、軒のき並なみダイス運を持って行かれた気配を感じる。27点まで回復。三つも使い切るとは思わなかった。まあ、動けるくらいには回復した。

辰馬：まあ、今から行っても待ち合わせには間に合うか。徹夜だけど。

そよぐ：ミイちゃんとの約束に間に合わせなきゃ駄目だよ！

辰馬：だから、なんでそよぐが……（笑）。

そよぐ：たっつんには、大事な待ち合わせに遅れるような人になってほしくないなぁ。

辰馬：そ、そうか。分かったよ。

ＧＭ：では、ここでシーンを終了します。






《氷雪の守護》　氷の壁を展開してダメージを防ぐサラマンダーのエフェクト。

《絶対の空間》　領域をコントロールし、有利にするオルクスのエフェクト。

《猛毒の雫》　強力な猛毒を武器に塗布するソラリスのエフェクト。

《毒の刃》　生成した神経毒で攻撃するソラリスのエフェクト。

《ポイズンフォッグ》　生成した物質を周囲に拡散するソラリスのエフェクト。

《抗いがたき言葉》　幻覚物質によって逆らえない言葉を発するソラリスのエフェクト。

《錯覚の香り》　安心感を与える香りを生成して警戒を解くソラリスのエフェクト。









◆Middle07◆待ち合わせ

Scene Player ─── 今春そよぐ




　マスターガスはそよぐたちの活かつ躍やくにより、消しよう滅めつした。

　もう、空は白み始めている。

　夜通しの戦いだったが、ここで休んではいられないのだ。




ＧＭ：さて、次のシーンですが、シーンプレイヤーはそよぐにしましょう。

そよぐ：あ、はい。

ＧＭ：たっつんは自動登場。

辰たつ馬ま：え、そうなの？　出たくないです。

ＧＭ：たっつんは自動登場！（一同笑）

そよぐ：力強く言った！

辰馬：……はい（笑）。分かりました。出ます出ます。

ＧＭ：ほかのふたりは任にん意いで。背はい景けいになっていてもいいです。

ユピテル：とりあえずアタシも気になるわ。

フェイド：私わたしも、侵しん蝕しよく率りつとか無む視しして出たい。人間の生せい態たいを観察したい（笑）。

ＧＭ：じゃ、携けい帯たいのアラームが鳴ります。

辰馬：あ、やばい。

ＧＭ：ピピピピ、ピピピピ、ピピピピ……「五十嵐いがらしと約束」とアラーム名が出る、と。

そよぐ：その、アラームの鳴るケータイを横から見よう（笑）。

辰馬：慌あわてて隠かくす！　……が、ばっちり見られるよな。

そよぐ：あ、そうだよ。約束の時間じゃん。

辰馬：なんでそよぐが知ってるんだよ!?

そよぐ：そんなこといいから、急いで行かないと。

辰馬：しかし、まだ事じ件けんが終わったわけじゃないし、まだ支し部ぶで、まあ、ほら……あの……任にん務むを遂すい行こうしなくちゃいけないと思うんでございますよ。

ＧＭ：誰だれだ、お前は（笑）。

そよぐ：何言ってるのさ。ガスは回かい収しゆうしたんだし、今から解かい析せきするっていうんだったら、たっつんが支部でやることなんかもうないでしょ？

辰馬：要らない子扱あつかいされてる（笑）。

そよぐ：たっつんの服を一いつ生しよう懸けん命めい払はらってる。ああっ、こんなところも汚よごれてる。一回家に帰ってる暇ひまないよね？

ＧＭ：そうですね、今、神戸空港から西宮北口まで一〇時に間に合うには、九時一〇分発のポートライナーに乗らないと……。

フェイド：細かいな。

辰馬：細かい上に、何で出発時間が明めい確かくなの？

ＧＭ：今乗のり換かえ案内で調べました（笑）。

辰馬：何だと!?

そよぐ：じゃあ、乗り換え案内で調べよう。あと一〇分しかないよ、たっつん！

ＧＭ：ああ、すごい、巻まかれた（笑）。

辰馬：でも、何が起こるか分からないわけだし、任務の方につくべきじゃないか。

そよぐ：じゃあ、そのたっつんがやらなきゃいけない仕事、あたしがやるから！

フェイド：退たい路ろを断たちにかかったな。

辰馬：どうして、そこまでオレを行かせたいのか。

そよぐ：だって、ミイちゃんは、きっとすごく勇気を出してたっつんを誘さそったんだと思うよ？

辰馬：な、勇気って、なんで。

そよぐ：ええと、ええと……。それはまだ語るべきときではない（一同笑）。

ＧＭ：誰になったんだよ!?（爆笑）

辰馬：な、何を言ってるんだ!?

そよぐ：とにかく！　ミイちゃんにとって今日はすごく特別な日なの！

辰馬：誕たん生じよう日びとか？

そよぐ：だから、たっつんと遊びに行けるのを、すごくすごく楽しみにしてると思うし、今も駅前で待ってるし。

辰馬：何で分かるんだ!?　……って、オーヴァードには分かるのか。

そよぐ：うん。あたし、ミイちゃんの独ひとり言ごとが聞こえるんだ。

フェイド：地球のオーヴァードの力はすごいものだな！

そよぐ：違うよ。レネゲイドの力じゃなくて……。

フェイド：ん？

そよぐ：乙女の恋心！　それと、友情の力よっ!!

ユピテル：分かるわぁ～（笑）。

フェイド：む、むぅ。なるほど……興味深い。
















そよぐ：ということだから、急いでいかないと駄だ目めだよたっつん。

辰馬：分かったよ、そよぐがそこまで言うのなら。

そよぐ：じゃあ、ホッとしますよ。よしよし、しめしめ。

フェイド：し、しめしめ？（笑）

ＧＭ：最近、なかなか聞かない単語ですよ（笑）。

そよぐ：思わず言っちゃった（笑）。

辰馬：でも、大だい丈じよう夫ぶか？　オレがいなくて。

そよぐ：大丈夫、気にしなくていいから。

辰馬：ほ、ほんとに？（一同笑）

そよぐ：ほんとだよ！（笑）

ユピテル：辰馬ちゃん、妙みように渋しぶるわね（笑）。

辰馬：いや、なんだかこう、そよぐに積極的に送り出されるのに引っかかるものがあってね？

そよぐ：……ん？

辰馬：……ん？

そよぐ：もしかして、行くのいやってことじゃないよね？

辰馬：そ、そうじゃないよ！

そよぐ：なら、よかった。

ユピテル：この辺、難しいわよねえ。

そよぐ：何か、支部長のつぶやきが聞こえたような……？

ユピテル：ああ、気にしないで。シーンにも登場してないしね（笑）。

辰馬：まあいいや。何かあったら連れん絡らくをくれ。連絡をくれ、シャキーン。

そよぐ：任まかせて任せて。大丈夫。

辰馬：何かあったらすぐにそっちに行くんで、連絡くれよ。二回ぐらい。

そよぐ：分かってるってー。

辰馬：じゃあ、あとは任まかせた。

そよぐ：うん。遅おくれたりしたら邪じや毒どくだからね？

辰馬：ひいいいいっ!?　……って、なんでそこまでするんだよ！（一同笑）

そよぐ：だって、大切なことだしね。とにかく、行ってらっしゃーい。

辰馬：何故なぜこんなに積極的なんだ？　と思いつつ。

ＧＭ：と、嬉うれし恥はずかし初デートに赴くたっつんを、見送ったそよぐ。

そよぐ：たっつんの背せ中なかが遠くなると、よしっ！　ってガッツポーズしときます（笑）。

辰馬：何か、背はい後ごでガッツポーズされた気が。

そよぐ：振り返らない！

辰馬：は、はいっ！（一同爆笑）

そよぐ：ふう、やっと行ったか。

ＧＭ：では、そこでシーンを切ります。







◆Middle08◆デートのお時間

Scene Player ─── 海藤辰馬




　待ち合わせの場所に辰馬は向かった。

　時間はぴったり。

　花時計の前には、服装にも髪形にも、そしてメイクにも気合いを入れた未来が待っていた。




ＧＭ：ここから恐きよう怖ふのたっつんのシーン。

辰馬：うおー、始まってしまうこの感じ。

ＧＭ：だが、ＧＭはつとめて淡たん々たんといこう。

辰馬：どうすればいいのかソワソワしながら。

ＧＭ：待ち合わせの花時計の前で、ずいぶんとめかしこんだ未来が待っています。

そよぐ：ミイちゃん、気合い入ってるね（笑）。

辰馬：ふう、間に合ったかな。

ＧＭ：未来は、辰馬がやってくるとぱあぁぁと顔をほころばせます。
















辰馬：あ、おはよう。大分待たせちゃったみたいだな。

ＧＭ：「ううん、大丈夫だよ。わたしがちょっと時間間違えて早くきちゃっただけだから」では、そろそろ開場の時間がやって来ますね。

辰馬：こういうのはパンフレットを買うといいらしい。

フェイド：パンフレット売ってないんじゃないか？　その代わりに、こういうところだとチラシをすごい束でくれたりする。

辰馬：フェイドが妙にくわしい（笑）。

ＧＭ：そうですね。綴とじ込こみのチラシで、すっごいたくさんの演えん劇げきとか、文化交流のやつとかいろいろ。

辰馬：別の演劇のがいっぱい。

フェイド：そうそう、タイの観光案内とかもある（笑）。

辰馬：ところで、チケット代幾いくらだったの？

ＧＭ：「……その、タイの演劇見終わったら、帰りにどこか寄っていこうよ」

辰馬：そうだね。……って、大丈夫かな支部に戻らなくても？

そよぐ：ここは、戻らなくてもいいという念波を送っておこう（笑）。

一同：念波!?（爆笑）

辰馬：じゃあ、そんなものを受信したよ（笑）。

ＧＭ：それで、そろそろ開演の時間って感じですね。

辰馬：あっ、始まるみたいだよ？

ＧＭ：「うん、行きましょう」




　ふたりは、開演間近の文化会館に並んだ。

　会場前には、何人かが並んで列を作っており、なかなか盛況である。

　辰馬は傍らで楽しげにしている未来を微笑ましく感じつつ、なんだか悪い気もしていた。

　何故そんな気持ちになったのかは、よく分からないのだけれど。




ＧＭ：「チケット代は気にしないで。気にするなら、お昼でも奢おごってもらおうかな」

辰馬：まあそれで返せるなら、幾いくらでも。

ＧＭ：じゃあ、会場に入りますが、モギリの人にニコニコ顔で見られたりする。

辰馬：なんか、微び妙みように生なま暖あたたかい目で見られてる感じなんだけど（笑）。

フェイド：高校生カップルだからなー。

ＧＭ：未来は「そうそう、この劇はコーンって言ってね」と説明してくれます。

辰馬：やけに詳くわしいね。そんなにタイの演劇とか好きだったの？

ＧＭ：「え？　観にいくっていうからあたしもある程てい度ど知っておかなきゃいけないかなって思って。調べ始めたらなんか、いろいろと」

辰馬：事前に情じよう報ほうから入るタイプだったんだな。

ＧＭ：「うっ、よく頭でっかちって言われることはあるかなぁ？　あんまり柔じゆう軟なん性せいがないとか。その点、そよちゃんはすごいよね」

辰馬：あいつはもうちょっと準じゆん備びをした方がいいんじゃないかと思わなくはないけれど。

そよぐ：いやぁ（笑）。

ＧＭ：「わたしたち、ふたりを足して二で割わったらいいのかなー」

辰馬：どうだろうな。そうするといいところが消えちまうんだから、今のまんまの方がいいんじゃないの。

ＧＭ：「そ、そうかな。じゃあ海かい藤どうくんがそう言うならそれでいいや」とか顔を赤らめながら言います。

辰馬：まあ、最近体調とかどう？　先週とか大変だったじゃないか。

ＧＭ：「特に問題ないよ。あまり怪け我がの痕あとも残ってないんだ」おでこを擦すり剝むいた痕が、髪かみの毛けをかきあげたらちょっと見える。

辰馬：それはよかった。

ＧＭ：「そよちゃんとか海藤くんも巻まき込こまれてたみたいだけど大丈夫？　なんか現げん場ばの近くにいたみたいだけど」

辰馬：ち、近くっていうか。それほど影えい響きようのない場所にいたから。

ＧＭ：「あっ、そうなんだ。よかった」

辰馬：こんな噓うそも簡かん単たんに信じてくれる、とってもいい子だ（笑）。

そよぐ：そうそう、ミイちゃんはいい子だよ。

辰馬：……だから、本当のことを言えないのはちょっと気が引けるんだよね。本当に疑わないだけにさ。

ＧＭ：疑うたがう理由がないからね。ではそんな感じでいろいろ会話をします。たまに、ちょっと会話が途と切ぎれて、「そういえばそよちゃんが～」とか、そよぐの話をしたり。

フェイド：ふたりの共通の話題だからな。

ＧＭ：多分そうだね。ではそんなこんなで開かい演えんとなります。「開演中は他のお客様の迷めい惑わくにならないように、携帯電話の電でん源げんをお切りください」とアナウンスが流れます。

辰馬：おっと携帯切らないと、ぽちっ（一同爆ばく笑しよう）。

そよぐ：切っちゃった！　でも切るよねー。

辰馬：そりゃあ切りますよ、もちろん。

ユピテル：ちょっと！　いいのそれ!?

フェイド：迷まよいもなく切ったな（笑）。

辰馬：そうだよなー。携帯は切らないとなー。

そよぐ：マナーだもんね（笑）。

ユピテル：でも、おかげで緊きん急きゆう連絡も取れなくなっちゃったわよ？

辰馬：はっはっはっ、そんなのはエースであるオレが心配しなくてもいいこと（笑）。

フェイド：強気なのか、単なる無む警けい戒かいなのか（笑）。

辰馬：……も、もちろん不安でいっぱいなんだけどね！　でもマナーだからね！（笑）




　強気なんだか弱気なんだか、よく分からないエースである。




ＧＭ：では、ステージの緞どん帳ちようがあがって、タイっぽいエスニックな民族音楽が流れてきます。

辰馬：おお、始まったなー。

そよぐ：さあ、ふたりの時間だ。

ＧＭ：「ずっとこれが続けばいいのに……」と未来が呟つぶやきます。

辰馬：ちょっと聞こえなかったりするんだね。

そよぐ：……くっ、気づいてやれとも気づけとも言えない、このもどかしさ！（笑）

ユピテル：そうよねえ。

フェイド：ちょうど、音楽にかき消されるのだろう。

ＧＭ：そう、そこでシーン終しゆう了りようです。




　薄暗い座席。舞台の光にうっすら照らされる未来の顔。その瞳は楽しげに輝いていた。

　徹夜してでも来た甲斐があったかな──。そう辰馬は思った。







◆Middle09◆広がる恐怖

Scene Player ─── ユピテル




　一方、ユピテルたちはＵＧＮの研究施し設せつにいた。

　ここは、ＵＧＮでも有数の設備をもった施設である。

　マスターガスの解析結果がもたらされようとしていた。




ＧＭ：一方その頃ころ。他の三人がその間マスターガスについての情報をまとめるシーンになるんでございますが。

ユピテル：はいはい。

ＧＭ：三人は、ＵＧＮの研究施設にいます。神戸近辺の支部が共同で研究成果を持もち寄よったりしてる。

辰馬：西日本ＵＧＮが誇ほこる最大のＵＧＮ施設ってヤツだな。

ＧＭ：さっき空港で倒たおした残ざん骸がいとか、あとそこの中にあるやつらの組成を分ぶん析せきすることになりますかね。では三人は侵蝕率上げてください。

一同：はーい。

ＧＭ：では、白衣を着たマリナが出てきて説明します。

フェイド：こんにちは、フェイドです。

ユピテル：ちゃんと挨拶できるようになったのね（笑」）。

フェイド：重要だからな。

ＧＭ：「こんにちは、齋さい藤とうです。どうも、フェイドさん」

ユピテル：それで、解析の結果は出たの？

ＧＭ：「ある程度分析ができたわ。ガスは基き本ほん的てきには生物……時間をかければ無機物もだけど、これらを分解して気体に変え、どんどん自分を拡かく大だいしていく性質を持っているわ。この地球上では長い間は活動できないけど、こうして何かを取り込んでいくかぎりそれが可能になるわね」

フェイド：つまり、この地球上で活動するのは生物が必要ということか。

ＧＭ：鉱こう物ぶつ・無機物を分解する場合は、それがＥＸオーヴァードであることに限げん定ていされます。

辰馬：生物か、レネゲイドの感染した無機物が必要ってことか。

ＧＭ：そうですね。そういうレネゲイドを自分のレネゲイドに変えて拡かく散さんしていくという。

辰馬：そうしないとユピテルにダメージを与あたえられないと（笑）。

ＧＭ：そうなりますね。で、それによってそのマスターガスが存そん在ざいする空間は、おそらくピルグリムが生せい存ぞんするのに適てきした空間になるのではないかと。

ユピテル：うん、なんとなく今まで見たとおりってところねー。たくさん集めちゃったんだけどこいつどうしたらいいの？　地球外に放出するとか？

ＧＭ：「それに関しては時間をかけてＵＧＮ側で処しよ理りをするわ」

ユピテル：じゃあ、ボンベはボンベのまんま一度封ふう印いんって形でいいのかしら。

ＧＭ：「そういうことになるわ。ただ、今回回収したガスは、ただの分体に過すぎないのでどこかにコアがあるはずよ」

ユピテル：司し令れい塔とうがまだ未み回かい収しゆうってことね。

そよぐ：親玉ってわけですね。

ＧＭ：「そう、それがどこかに運はこび込こまれているはず。だから下手をするとあのボンベのガスを拡散させたこと自体が陽動だった可か能のう性せいがあるわ」

そよぐ：ああ～。

ユピテル：まあ、それであれば捜さがさないといけないんで捜しましょう。

ＧＭ：「すでにその場所も特定ができているの。今、情報提てい供きよう者しやを呼よぶわ」

ユピテル：提供者？

ＧＭ：ユピテルが聞き返してすぐに、ふたりの少女が「失礼します」と入室してきます。具体的には青峰ミユキと都築京香です。

そよぐ：ミユキちゃん！

フェイド：おっ、また会いに来たのか。

ＧＭ：「お邪魔するわ、ＵＧＮ神戸第三支部の方々」

ユピテル：マリナちゃんダメじゃない。アタシの許きよ可かなく人いれちゃー。

ＧＭ：肩かたをすくめて、「わたしが抵てい抗こうしたってこの人たちに対たい抗こうできるわけないじゃないですか」とマリナは答えます。

ユピテル：それとこれとは別よぅ～。情報提供者に協力を申し込んだのと、乗り込まれたのでは、意味合いがだいぶ違うわよん。

ＧＭ：「強引なことはお詫びします」とミユキがたんたんと言います。「さて、今回の事件はマスターガスだけではなくマスタープラズマも関与しています。別のエージェントが保ほ護ごして彼かれらの作戦行動の拠きよ点てんとなる場所に設せつ置ちされているようです」

ユピテル：マスタープラズマ？

ＧＭ：「彼らの計画は、大だい規き模ぼなテロを起こし、そこで大量の人間を巻まき込こんで巨きよ大だいなマスターガスを作る。それさえ成功すれば、あとはどんどん周囲の人間を吸きゆう収しゆうして膨ふくれ上あがっていく。それをゆくゆくは神戸全ぜん域いきで、さらにはもっと広大な範囲をというのが彼らの目的です」

ユピテル：なんであの子たち神戸にこだわるのかしらねー？

ＧＭ：「さあ、そこまでは。ここに何らかの拠点があるのか、何らかのこだわる理由があるのか……」

フェイド：プラズマが神戸にいるからではないのか？

ユピテル：あんまりよくわからないのよねー。正直そよぐちゃんという天てん敵てきを避さけてどこにでも行けばいいのに。

そよぐ：あたし、ピルグリムの天敵なんだもんね。

ユピテル：……で、その活動拠点となる場所まで摑つかんでるの？　じらさないで教えて？

ＧＭ：「ええ、マスタープラズマは基本的に無機物、電気の設備などが整ったある程度の大きさの建物をインベードするようです」

ユピテル：建物を？　じゃ、その中に入った人間を吸収する、と。

ＧＭ：「そうですね。三千人も吸収すれば、そこから一気に広がっていくでしょう」

ユピテル：三千人以上……それ、大変なことになるわよ？

ＧＭ：「人間を一度に吸収したマスターガスの規き模ぼは、おそらくですが数分で西宮を中心に芦あし屋や市し全域を覆うと予想されます。ですので、このぐらいは───」




　そういって、地図を広げて青あお峰みねミユキが説明する。

　地図上の中心から、徐々に円を広げていく。

　大きく広がった円は、兵庫県を大きく超こえた範はん囲いに広がっていた。




ＧＭ：「と、大おお阪さか市しまでは影響を及およぼす可能性があります」

フェイド：さらに、人を喰くえば喰うほど大きくなるんだったな。

ＧＭ：そうです。そこからさらに膨れ上がっていく。

ユピテル：加速度的に膨ふくれ上あがる、と……。

フェイド：人数多いとこだからね、神戸大おお阪さか辺り。

ユピテル：大きくなって、その範囲に人間がいればさらに大きくなってっていう、一回爆ばく発はつするとけっこう手に負えないわね、それ。

ＧＭ：「それだけの大量虐ぎやく殺さつとなるとゼノスとしても看かん過かはできません。我われ々われの目的はレネゲイドの可能性です。無差別な殺さつ戮りくはその可能性の芽を摘つむことになります」そう、都築京香は言います。

ユピテル：それは、ゼノスとしても望む事態ではない、と？

ＧＭ：「そうです。それに、フェイドが巻き込まれるのも望んでいません」

ユピテル：あら、ご執しゆう心しんね。

フェイド：満足。私はモテモテだな（笑）。

ユピテル：で、そのマスタープラズマが潜ひそんでいそうな場所は？

ＧＭ：「今回の場合、大人数を収しゆう容ようでき、電気設せつ備びが整い、それなりに人の出入りが多い場所───」と、プリントアウトした一いち枚まいの資し料りようを。

ユピテル：それは、もしかしてタイの演劇なんかを上じよう演えんできるホールとか？

ＧＭ：はい。ご名答です。タイの演劇のほか、会場では管かん弦げん楽がく団だんのコンサートなどが上演されており、職しよく員いん観客含ふくめて三千人以上の人が入っています。

そよぐ：……ああーっ!!

ＧＭ：「どうかしましたか？」

フェイド：飛び上がって驚おどろくぞ。

そよぐ：た、タイの演劇───!!（笑）

ユピテル：あら。タイの演劇がどうかしたの？

そよぐ：タイには今、たっつんとミイちゃんが！

ＧＭ：タイに？（一同笑）

ユピテル：あら、あのふたりタイに行ったのー？　ずいぶん遠いとこまで行くのねー。

そよぐ：違ちがう、このタイに！

ユピテル：え、どのタイ？

フェイド：たっつんは、現げん在ざい繁はん殖しよく行こう為いの最中だろう？

辰馬：ちが～う！（爆笑）

そよぐ：そう、だからたっつんがこのタイに繁殖……じゃなくて！（一同笑）




　はげしく混乱するそよぐであった。




そよぐ：ごめん！（笑）　タイの話はどうでもいいの！　この文化会館に、たっつんとミイちゃんがいるの！

ユピテル：とにかく、辰馬ちゃんがこっちにいるのね。

そよぐ：そうそうそう！　大ピンチなの！

ユピテル：それは好都合でもあるわ。彼に連絡を入れましょう。携帯でね。

一同：…………。

そよぐ：……あ。

ユピテル：ぴぴぴっと（[image: ]携帯でコールした）。

辰馬：なんというタイミング！

ＧＭ：「おかけになった電話は電波の届とどかない場所にあるか、電源が入っておりません」とメッセージが。

一同：ダメだぁ────っ!!（一同大爆笑）

辰馬：エースであるこの俺がなんという失態!!（笑）

そよぐ：たっつん、わかっててやってたよね（笑）。

ユピテル：（わざとらしく）……ダメ。……繫つながらないわ！

そよぐ：（わざとらしく）たっつんに、何かあったんじゃ？

フェイド：不安。辰馬は、すでにガスになってしまったのか？

辰馬：殺すなよ！（一同爆笑）

そよぐ：でも、たっつんの声は登場していないから聞こえないんだよね（笑）。

辰馬：まっ、そうなんだけどさ。

フェイド：しかし、ガスによって気体にされてしまった可能性は十分にあるぞ。

そよぐ：そ、そんな!?

ユピテル：それはまだ分からないわ。でも、とにかく現げん状じようだと連絡が取れないのは事実ね。あの子たちがピンチなのは間ま違ちがいないわ。あのガスをどうにかしないと、この日本どころか世界にまで広がっちゃうわよ。

フェイド：あくまでも可能性の話だ、そよぐ。

ユピテル：フェイドちゃんはこう言っちゃう性格だけど、あの子ならきっとなんとかしちゃうわよ。何と言っても、辰馬ちゃんはこの支部のエースなんだから。

そよぐ：そうだね！

フェイド：この世界の人間をすべて解析する前に、滅びてもらっては困るのだ。

ＧＭ：「ＦＨエージェントの妨ぼう害がいがあるでしょうから、そちらは我々にお任せを」と、ミユキが答えます。

ユピテル：ありがとうー。

そよぐ：お願いねミユキちゃん。

ＧＭ：「任せて。お友達がピンチなんでしょ？」

そよぐ：そう、あたしの大事なお友達なの。

ＧＭ：「なら、なおさらよ」では、全員で県立芸術文化センターに向かうというところで。

フェイド：その前に、ロイスを取っていいかな？

そよぐ：あたしも、ミユキちゃんに［Ｐ：信しん頼らい／Ｎ：猜さい疑ぎ心しん］で取ります。

フェイド：私はふたつ。同どう胞ほうＢとは、実はプラズマだった（笑）。思い出した。で、新しくガスも取る。これどっちも一いつ緒しよ。［Ｐ：執しゆう着ちやく／Ｎ：不安］だ。こいつら何してるのかよくわからん。私を殺さないとは言ったが。で、今回は辰馬だ。［Ｐ：好こう奇き心しん／Ｎ：不信感］。ひとりで大丈夫か、辰馬は。

辰馬：エースだから大丈夫ですよ。

フェイド：きっとダメに違ちがいない、エースだから（笑）。

ＧＭ：では、シーンを終了しましょう。







◆Middle10◆劇げき場じようの危き機き

Scene Player ─── 海藤辰馬




　エスニックなタイの演劇に見入っている辰馬と未来。

　よもや、ふたりで観劇に来る関係になるとは思いもせず───。

　だが、危機は劇場に迫せまっていた。




ＧＭ：では、シーンが変わりました。辰馬のシーンです。侵蝕率を上げてください。

辰馬：（ダイスを振る）97。ここまできた。

ＧＭ：辰馬が未来とタイの演劇を見ている最中のことです。

辰馬：エスニックだな～。

ＧＭ：おお、余よ裕ゆうな感じですね（笑）。

辰馬：まあ、エースだからね！　どっしり構かまえてるよ。何事もないと信じ切ってね！

ＧＭ：同席している未来も「始まったね」とか相づちを打つんですが……突とつ然ぜん、館内の照明がぱぱっぱぱっと落ちます。

辰馬：おっ？　なんだなんだ？

ＧＭ：ざわざわと騒さわぎ始めたところで、ありえない速さでシャッターがすべて落ちる。同時に、観客のざわめきは一いつ瞬しゆんで止まります。

辰馬：ばかな、これは《ワーディング》！　五十嵐は!?

ＧＭ：そのとおり、《ワーディング》の効こう果かです。

辰馬：やっぱり！

ＧＭ：「海藤くん、これはいったい……？」と言った瞬しゆん間かん、ふっと意い識しきを失う。

辰馬：支ささえるよ！　オーヴァードの攻こう撃げきか！




　未来を始め、ステージ上の演えん技ぎ者しやも観客も時間が凍こおったかのように動きを止める。

　今は、エスニックな舞ぶ台たい音楽だけが虚むなしく奏かなでられている。

　辰馬は、周囲を見回した。




辰馬：敵とかは見えない？

ＧＭ：そうです。ここでキミが携帯の電源を入れるといいんじゃないかな？

辰馬：あ、ほんとだ。電源切ってたわー！（一同笑）

ＧＭ：電源を入れると、山のような不ふ在ざい着信が。

辰馬：あ、やべ（笑）。

そよぐ：だから、電源切っちゃ駄目だったんだって。

辰馬：でも、マナーだしね。

ユピテル：メールで現在分かったことを送信しておくわ。

辰馬：それはありがたい。

ＧＭ：で、誰に電話しますか？　その人が登場することになります。

辰馬：反はん射しや的てきに電話をする相手かー。

ユピテル：電話しても、いいのよ？（笑）

辰馬：だったら、侵蝕率で一番低い人を！　とりあえず、そよぐに電話をかけよう。

そよぐ：じゃあ登場！　たっつーん！　心配したんだよ！

辰馬：すまない。演劇を観てたから、電源を反射的に切ってしまった。

そよぐ：そうだよね、演劇中だもんね……って、そうじゃなくて！　事情をばーっと説明しちゃいます。

辰馬：なるほど、支し部ぶ長ちようからのメールを併せて読んで状況は理解した。

そよぐ：ねえたっつん……ミイちゃんは大丈夫、だよね？

辰馬：五十嵐は無事だ。《ワーディング》で気を失っているが。

そよぐ：よかった。出られそうかな？

辰馬：こっちの方はシャッターで閉とじ込こめられたようだ。敵の手口が何かだな。

ＧＭ：そこで、ふとみると会場には空調設備があるわけです。

ユピテル：もちろん、あるわよねえ。

辰馬：いかん、そこから流ながれ込こんでくるのか！

ユピテル：しかも、電気系けい統とう操そう作さできるのもいるし。

辰馬：この会場のどこかに電気系統を操作する場所があるはずなんだよな。

ＧＭ：地下にあります。仲間との合流を待ってから行くって手もありますし。今すぐ地下に単身で向かうという手もあります。

そよぐ：たっつんはそこ動いちゃダメ。ミイちゃんはそこにいるんでしょ？

辰馬：ああ、一緒にいる。今は《ワーディング》の影響で気を失ってるが、無事だよ……。

そよぐ：ほっ、よかった。

辰馬：事情は、支部長からのメールで確認したよ。

そよぐ：うん、このままだとそこにいるお客さんも巻き込まれちゃうって……。

辰馬：だったら、ここはオレがやるしかない。

そよぐ：待ってよ！　あたしたちも今そっちに向かってる最中だから。

辰馬：そういうわけにはいかない。犠牲者が出るかもしれない。そうなれば戦わねばならないのはチルドレンの使命だ。ＧＭ、ここでプラズマを探し出すことはできるんだな？

ＧＭ：かまいませんよ。その代わり、場合によってはひとりで戦うことになりますが。

辰馬：そういうことだ。……五十嵐のことは頼む。

そよぐ：たっつん！

辰馬：なーに、このエース相手にはちょうどいいハンデさ。

そよぐ：たっつんひとりで行く気なの？

辰馬：先に行ってるだけさ。すぐに来てくれると信じている。

フェイド：ここで兄のことを思い出したりするんだな。

辰馬：そうだな。ここで思い出の品、野球のボールとか？

そよぐ：ボールは持ち運ぶには、ちょっと大きいかな？（笑）

辰馬：確たしかに、いつも肌はだ身み離はなさず持っているには微妙な大きさだ（笑）。

フェイド：提てい案あん。じゃ、時計とかどうだ。

辰馬：それだ！　時計にしよう。

ＧＭ：きっと、兄が死んだ時間で止まってるんですね。

そよぐ：おお！




　辰馬は、兄の残した時計に目を落とし、思う。

　あのとき、止まったままの時間。だが、辰馬の時間はまだ生きている。

　ならば、まだ兄に追いつくことはできるはずだ。




辰馬：……聞いてくれ、そよぐ。兄貴は、誰かを守るために死んだんだ。あの人は、本当のエースだった。

そよぐ：……。

辰馬：兄貴は──本当のエースだった。オレは出来そこないかもしれない。

そよぐ：そ、そんなことないよ！　たっつんはエースだよ！

辰馬：いや、自分のことはよく知っている。言い張ってるのは、自信がないからだしな。

そよぐ：うっ……。

辰馬：それでも、兄貴に恥じるような真似だけはしたくないんだ。止まっちまったままの、オレの時計の針を進めるためにもさ。

そよぐ：でも、たっつん───。

辰馬：（さえぎって）後は頼むぜ！　そう言って、ここで電話を切る！

そよぐ：あ、切れた……！

辰馬：そして、ひとり地下に向かうオレ。

そよぐ：今、車で移い動どう中ですよね？

ＧＭ：そうですね。ＵＧＮの車で目下移動中です。

そよぐ：運転席の人、とにかく急いで！

ユピテル：任せて！（一同爆笑）

フェイド：ああ、ついにユピテルが登場してしまうー！（笑）

ユピテル：侵蝕率が上がるけど、仕方ないわよね（笑）。

そよぐ：この車、支部長が運転してたの!?

ユピテル：だって、そよぐちゃんに運転させるわけにはいかないでしょ？

ＧＭ：いや、別にミユキが運転しててもいいんですが。

ユピテル：じゃ、登場はなしなし。ここは、ミユキちゃんに任まかせましょう。これ以上、侵蝕率は上げたくないからね（笑）。

そよぐ：じゃ、ミユキちゃんの運転だったんだね。

ＧＭ：俺おれも、運転するミユキとそれを急かすそよぐが見たい！（一同笑）

フェイド：ＧＭの欲よく望ぼうでもあったのか（笑）。

そよぐ：ハンドルを握にぎるミユキさんがかっこよすぎる。

ＧＭ：そして、辰馬がひとりで地下へ走っていく。

そよぐ：たっつん……。

ユピテル：大丈夫よ、そよぐちゃん。辰馬ちゃんがエースなのは十分知っているでしょ？

そよぐ：うん、そうだね。すぐに助けに行くからね、たっつん。

辰馬：懐ふところから巨大な剣けんを取り出して、引きずりながら地下に向かう。

ＧＭ：では、シーン終了です。
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◆Climax01◆文化センターでの戦い

Scene Player ─── 今春そよぐ




　芸げい術じゆつ文化センターは、ガスとプラズマに乗っ取られた模も様よう。

　ミユキの運転で、神戸第三支し部ぶの面々は現げん場ばへと急行する。

　その地下では、巻まき込こまれた辰たつ馬まが闘たたかっているはずだ。




ＧＭ：ではクライマックスフェイズ。全員登場してください。侵しん蝕しよく率りつの上じよう昇しようもお願いします。

そよぐ：（ダイスを振ふる）出目は低め。３％上がって96％だね。

ユピテル：同じく３％上昇して[image: ]％よん。

フェイド：すでに[image: ]％を超こえているし、気楽に行こう。７％上昇。

辰馬：オレは[image: ]％になった。そよぐ以外は、[image: ]％を超えちまったか。

そよぐ：戦せん闘とう、ちょっと厳きびしいかもねぇ。

ＧＭ：さて、侵蝕率の上昇も終わったところで状じよう況きようの説明を。このシーンは単たん独どく行動中の辰馬と兵庫県立芸術文化センターへ移い動どう中の他の三人、ふたつの場面を同時に進行させます。

フェイド：む。

ＧＭ：まずはそよぐたちの様子から描びよう写しやしていきましょう。

そよぐ：はーい。

ＧＭ：辰馬が芸術文化センターの地下に入り、通信が途と切ぎれてから十五分後。文化センターを中心に、大だい規き模ぼな《ワーディング》が展てん開かいされ、建物の出入口はシャッターで封ふう鎖さされている状じよう態たいです。

そよぐ：どうしよう？

フェイド：愚ぐ問もん。簡かん単たんだ、この建物ごと壊こわしてしまえばいい。

そよぐ：ダメに決まってるでしょう！　他の人も巻き込まれちゃうよ！

ＧＭ：そうですね。文化センターが壊こわれたら、未み来らいを含ふくめ、観客全員が崩ほう落らくに巻き込まれて死し亡ぼうします。エキストラですし。

フェイド：（淡たん々たんとした口調で）なら、余よ計けいに好都合ではないか？　仮かりにガスが漏もれたとしても、その餌え食じきになる者はすべて死んでいるのだから。

そよぐ：だから、それじゃ意味がないでしょうー！

フェイド：不ふ可か解かい。マスターガスを倒たおすのが目的だろう？　これが一番有ゆう効こうな手しゆ段だんだ。たっつんが中にいるが、彼かれなら問題ない。オーヴァードだからな。

そよぐ：それでも駄だ目めなの！

フェイド：むう……。しかし、我われ々われの合流が遅おくれれば、それだけたっつんの危き険けん度どが増ます。

そよぐ：たっつんのことは心配だよ。でも、だからってたっつんを助けるために……自分のために大おお勢ぜいの人たちを犠ぎ牲せいにしたら、マスターガスと同類になっちゃうじゃない！

フェイド：とはいっても、私はピルグリムの同類だが。

そよぐ：そういう意味じゃなくって！　……えぇっと、あたしたちはマスターガスを倒しに来たんじゃなくて、あいつの餌食になる人を助けにきたんだよ。

ユピテル：そうよ、フェイドちゃん。あたしたちの目的は、少しでも多くの人を救うこと。

そよぐ：たっつんも同じなんだよ。ひとりで敵を止めようとしてるの！　あたしも、それを無駄にはできないよ。

フェイド：だが、単身では辰馬自身があぶないぞ。

そよぐ：大丈夫！　海藤辰馬はエースだから。あたし、信じることにしたし。あたしたちが行くまで絶対がんばってくれるって。

フェイド：む、むぅ。……それは乙女の恋心と友情なのか？

そよぐ：……そ、そんな感じ！

ユピテル：わたしたちは、ひとりでも多くの人を助けるためにがんばるのよ。自分の身を危険にさらしてもね。

フェイド：……わかった。協力しよう。私はどうすればいいのだ？

そよぐ：んーっと、フェイドちゃん、この建物を丸ごと壊こわせる力があるんだよね？

フェイド：肯こう定てい。ある。

ＧＭ：フェイドのＤロイス「神格デイエテイ」の効こう果かを使えば、建物一棟とうの破は壊かいが可か能のうですね。

そよぐ：ならさ、建物一棟とうじゃなくて、出入口を塞ふさぐシャッターだけ壊こわせないの？　シャッターさえ壊こわせれば、中に入れるんだからさ。

フェイド：……ああ、うん。できる、な（一同笑）。

ユピテル：考えもしなかったって反はん応のうね（笑）。

フェイド：効果の縮しゆく小しようという思考が浮うかばなかったのだ。一いち応おう、ＧＭに確かく認にんする。「神格」の建物一棟の破壊という効果を、シャッターだけに絞しぼれるか？

ＧＭ：かまいませんよ。

フェイド：そうか。……しかし、シャッターだけ破壊した場合、余計な手間が増ふえる可か能のう性せいもあるぞ。屋内に敵てきや罠わなが潜ひそんでいる可能性がある。もし、それでたっつんとの合流が遅れれば、彼の身が危き険けんになるやもしれん。最悪、死もありえるだろう。

そよぐ：たっつんなら大だい丈じよう夫ぶだよ！




　きっぱりと言い切るその言葉に、フェイドが怪け訝げんな顔になる。

　そよぐの表ひよう情じように不安はない。彼かの女じよは辰馬の無事を確かく信しんしているようだった。

　何故なぜと首を傾かしげる地球外生命体に、ユピテルがくすくすと笑いながら助言する。




フェイド：不可解、どうして断言できるのだ？

ユピテル：ふふふ。フェイドちゃん、まだ知らなかったのなら覚えておいた方がいいわ。これは〝信しん頼らい〟というものよ。

フェイド：……〝シンライ〟？

ユピテル：相手のことを信じる心。それは時に人を強くするの。友ゆう情じようのようにね。

そよぐ：そうだよ。あたし、たっつんのことなら信じられる。だって、エースだもんっ！　それにたっつんだって、あたしたちが必ず追いつくって信じてるよ！

フェイド：シンライ、か……。ユウジョウ以外にも、さまざまな感かん情じようが人の力となるのだな。興きよう味み深ぶかい。ここで辰馬に対する感情を、［Ｐ：好こう奇き心しん］に変えよう。

ＧＭ：それはいい演えん出しゆつですね。

そよぐ：マスターガスはあたしたちが止める。だから、フェイドの力を貸かして。お願い！

フェイド：ふむ……。今、そよぐは私を信頼したのだな。

そよぐ：そうよ。フェイドちゃんもたっつんも、仲間だから信頼してる。

フェイド：悪くない、信頼には応こたえよう。ここで「神格」を使う。効果は、文化センターの出入口を閉とじるシャッターの破壊だ。




　小さなオコジョのぬいぐるみが、シャッターに向けてくいっと手を上げる。

　その瞬しゆん間かん、衝しよう撃げき波はが走り、シャッターを一いつ瞬しゆんで吹ふき飛とばした。

　物ぶつ質しつの結合を瞬しゆん時じに理り解かいし、崩ほう壊かいさせるフェイドの力だった。




一同：おおっ！

ＧＭ：フェイドの能のう力りよくでシャッターを粉ふん砕さい。みなさんが文化センターに侵しん入にゆうすると、中に潜んでいたＦＨの出向エージェントたちが出しゆつ現げんします。「ここは通さん！」

ユピテル：予想どおりっちゃ、予想どおりね。戦闘になる？

ＧＭ：いえ、彼らが異形の獣の姿をしたジャームに変身した直後、都築京香つづき・きようかとミユキが現あらわれ、なぎ倒たおしてしまいますので（一同笑）。

そよぐ：ミユキちゃん!?

フェイド：ここでゼノスの登場か。

ＧＭ：ミユキが氷の剣けんを構かまえ、ＦＨエージェントを牽けん制せいしながら言います。「行きなさい、ここはわたしたちが引き受けます」

ユピテル：助かるわ！　それにしても、まさかアナタたちに助けられるなんてね。

そよぐ：ミユキちゃん……いいの？

ＧＭ：「いいのよ。私たちとしてもピルグリムはほうっておけないし──」と言って、ミユキはそよぐに優しい笑みを向けます。「それに、あなたってどことなく似ているの。私の、大切な人に」

そよぐ：大切な、人……？

ＧＭ：「ええ。一番の親友に、少しだけね。──さあ、おしゃべりはおしまい。早く行ってあげなさい」

そよぐ：うん！　ねえ、全部終わったら一緒にお茶でもしようね！　お礼に奢るから！

ユピテル：それじゃあ、辰馬ちゃんを追いかけるわよん♪

ＧＭ：では、みなさんが文化センターの奥おくへと走りだしたところで、場面が切きり替かわります。
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ＧＭ：そよぐたちが地下へ向かおうとしている頃ころ、辰馬は文化センター地下の空調設せつ備びのある部屋にたどり着きます。

辰馬：壁かべや扉とびらを剣でぶった切りながら蹴けり破やぶり、一直線に目的地まで到とう着ちやくだぜ。

ＧＭ：最短距きよ離りを来ましたか。辰馬が空調室に突とつ入にゆうすると、前方の暗がりから声が聞こえてきます。「まさか単独で突入してくるとはな」

辰馬：マスターガスだな。

ＧＭ：はい。以前見たときより、ガスの濃のう度どが上がっているのか、目鼻などがはっきりと見えるようになっています。そして、その横にもうひとり、ユピテルが立っています。

そよぐ：えっ？

辰馬：支し部ぶ長ちよう!?

ＧＭ：そうですね、目の前のユピテルの身体には、服と思しき布ぬのの残ざん骸がいがこびりついているだけ。ファッションへのこだわりは微み塵じんも感じられません。

辰馬：なるほど、女子力が感じられない。支部長ではないな（笑）。

ユピテル：アタシの弟──ウェヌスＤ０─６を乗っ取った、ってわけね。
















ＧＭ：そのとおり。ウェヌスＤ０─６の機体を我わがものとしてマスタープラズマが言います。「この身体は小しよう規き模ぼな自立行動ができるんだ。外部媒ばい体たいというのは便利でいい」

辰馬：ウェヌスＤ０─６のボディを手に入れたってわけか。はっ、雷かみなりを斬きるよりはわかりやすい。いいぜ、相手になってやる。ゾディアックウェポンを構かまえる。

ＧＭ：「我われ々ふたりを相手にひとりで立ち向かおうというか？　それはお前たちの言葉ではなんというんだったかな？　勇気、蛮ばん勇ゆう、それとも無む謀ぼうか？」

辰馬：どれでもない。───〝覚かく悟ご〟だ。

そよぐ：おおっ！

ＧＭ：「覚悟、だと？」自分には理解できない概がい念ねんを前に、マスターガスが訝いぶかしげな声を出します。

辰馬：オレたちチルドレンの、使命に対する覚悟さ。お前らに負けるつもりなんてない。そもそも、エースであるオレ相手にマスターふたりじゃ足りないぐらいだ！（一同笑）

ＧＭ：「面白い。貴き様さま自身の行動で証しよう明めいしてみせろ！」マスターガスが気体の身体を渦うず巻まかせ、マスタープラズマが機体のアイカメラを輝かがやかせる。敵てき意いにさらされた、辰馬のレネゲイドが活かつ性せい化かしていきます。衝しよう動どう判はん定ていをどうぞ。難なん易い度ど９の〈意い志し〉判定になります。

辰馬：（ダイスを振る）成功だ。侵蝕率は……14％上昇だな。結けつ構こうあがっちまった。

ＧＭ：いい感じに暖あたたまってきましたね。それでは、戦闘開始です！




●第１ラウンド

▼行動値ち

マスタープラズマ　　　９

辰馬　　　　　　　　　５

マスターガス　　　　　３

[image: ]




ＧＭ：では、セットアッププロセスから。

そよぐ：登場したいんだけど、まだ移動中かな？

ＧＭ：そうなります。そよぐたちが登場可能になるのは、第２ラウンドのセットアッププロセスからですね。

ユピテル：ま、これはしょうがないわ。

そよぐ：たっつん、あたしたちが着くまでがんばってね！

辰馬：おう！

ＧＭ：マスタープラズマは特にすることはなし。辰馬の番です。

辰馬：こっちもなしだ。

ＧＭ：では、最後。マスターガスが《女王の降こう臨りん》＋《狂戦士》をマスタープラズマに使用。濃のう霧むのような白い気体のヴェールがマスタープラズマを覆おおうと、機体の出力が急きゆう上じよう昇しようし、全身が眩まばゆいばかりの雷らい光こうに包まれます。

辰馬：パワーアップした!?　マスターガスは支し援えん能力持ちか！

フェイド：厄やつ介かいだな。

ＧＭ：そして、イニシアチブプロセス。先手はマスタープラズマです。「キミは先ほど〝覚悟〟と言ったが、僕ぼくたちをひとりで相手にしようっていうのは蛮勇に過すぎるよ。まあ、そこがキミたちのいいところなんだけどね」

辰馬：はっ、蛮勇かどうか、やってみねえと分からないぜ！

ＧＭ：「いいねいいね、恐きよう怖ふを知らない物言い、本当に嫌きらいじゃないよ。キミの蛮勇に敬けい意いを表し、全力で仕し留とめてあげる」マイナーアクションで《イオノクラフト》《ポルターガイスト》。辰馬にエンゲージしつつ、インプラントミサイルを破壊して攻こう撃げき力りよくを上昇させます。

辰馬：肘ひじミサイル!?（一同笑）

ＧＭ：メジャーアクションは《コンセントレイト：ブラックドッグ》《アームズリンク》《雷の牙きば》《スタンボルト》で攻こう撃げき。クリティカル値６のダイスは31個こ！

辰馬：げえええっ、なんて数だ！

ＧＭ：（ダイスを振る）回りも回って、達成値は72！　さらに《雷の牙》の効果でドッジのダイスにマイナス５個の修しゆう正せいが入ります。

辰馬：一応、４個振ふれるけど……（ダイスを振る）避よけられるか！　達成値14で命中だよ。

ＧＭ：（ダイスを振る）ダメージは64点！　一気に肉にく薄はくして辰馬の頭を摑つかみ、左ひだり肘ひじに内ない蔵ぞうされたミサイルを叩たたきつけ、さらに右フックを思い切り顔面に叩たたき込こむ！

辰馬：ぐはっ！　なんて威い力りよくだよ！

そよぐ：はっ、靴くつ紐ひもが（笑）。

辰馬：縁えん起ぎでもない！（笑）爆ばく発はつと殴おう打だの衝しよう撃げきに意い識しきが飛びかけるけど、歯を食いしばって耐たえる。マスタープラズマのタイタスを昇しよう華かして復ふつ活かつだ。

ＧＭ：「ふっ、そうこなくちゃあね。一いち撃げきで終わってはつまらないし」爆ばく煙えんを纏まとうマスタープラズマが嬉うれしそうにいいます。

辰馬：くそ。さすがマスタークラス、強いな。だけどよ、お前らを倒すまでオレは負けられないんだ！

ＧＭ：「その威い勢せい、本当に大好きだよ地球人！　でも、いつまで保もつか試させてもらうよ」マスタープラズマがゆらりと拳こぶしを構える。

辰馬：そっちこそ、いつまでも余よ裕ゆうかましてられると思うな！　まずはマイナーアクションでジェネシフトだ。

そよぐ：いっ!?

ユピテル：ちょっと、辰馬ちゃん。侵蝕率やばいんじゃないの？

辰馬：今、侵蝕率[image: ]％でさ。あと１％あげれば、[image: ]％制せい限げんのエフェクトが使えるんだよ。

フェイド：それならば、ジェネシフトはありだな。

辰馬：というわけで１Ｄだけ侵蝕率を上げるぞ。（ダイスを振る）おお！

ＧＭ：ぴったり１点上昇!?　これはすごい！

辰馬：最高の結果がきたな。全力全開！　メジャーアクションで《コンセントレイト：モルフェウス》《ペネトレイト》《炎えん神じんの怒いかり》《クロスバースト》でマスタープラズマに攻撃だ。

ユピテル：アタシたちが着くまでに倒してしまってもかまわないのよ？

辰馬：もちろん、倒す気満々さ。（ダイスを振る）命中判定の達成値は47だ。

ＧＭ：では、マスタープラズマは《球電の盾たて》《スタンシールド》でガード！　さらにＥロイス「否ひ定ていの壁」も使用。ダメージが30点以下の場合、無む効こう化かされます。

辰馬：え、マジで？

ＧＭ：マスタークラスの敵をなめないでいただきたい。マスタープラズマのレネゲイドが、拒きよ絶ぜつ感と嫌けん悪お感をともなう衝動の壁となり、辰馬の攻撃を弾はじき返かえそうとします。

辰馬：ちっ、だったらそれごとぶった斬る！　（ダイスを振る）ダメージは59点だ。

ＧＭ：ガード値の15点、さらにＤロイス「機械化兵」の効果で10点軽けい減げん！　それでも34点喰くらってしまいます。くっ、「否定の壁」が破やぶられた！




　雷光と嫌悪感───物理と精せい神しん、二重の障しよう壁へきが辰馬を阻はばむ。

　しかし、身体を焼く雷も、意志を挫くじく精神波も、辰馬の足を止めることはできない。

　大気を震ふるわせるほどの咆ほう哮こうとともに放たれた辰馬の剣撃は、すべての障害を断たち、マスタープラズマの制せい御ぎよする鋼こう鉄てつの身体をも斬きり裂さく！




辰馬：どんなもんだ！

ＧＭ：「ぼ、僕の障壁を破やぶるだとっ!?　しかし、ただではやられないよ！」ダメージは受けましたが、《スタンシールド》の効果で辰馬にも10点のＨＰダメージと放心を与あたえます。

辰馬：雷の壁を斬きった際さいの衝撃で、身体が軽く焦こげたな。ギリギリ耐たえたけど、残りＨＰ３点になっちまった。

ＧＭ：そして、ここでマスターガスの行動です。「計算以上の戦せん闘とう力りよくだ。いったい、何が貴様をここまでさせる？」

辰馬：言っただろう？　覚悟、だと。

ＧＭ：「覚悟か。人間はさまざまな感情によって能力を上昇させるようだ。しかし、それでも我々二体を相手にするには少し力不足だ」マスターガスが唸うなり声ごえをあげて、触しよく腕わんのようなガスを身の回りに発生させます。

辰馬：さて、どんな攻撃がくるか……。

ＧＭ：マイナーアクションは《オリジン：コロニー》《猛もう毒どくの雫しずく》《毒の刃やいば》。

そよぐ：邪毒を与あたえるためのエフェクトだ！

ＧＭ：邪毒を操あやつれるのは、そよぐだけにあらず！　さらにこれでバッドステータスを打ち消せるようになりました。今回は邪毒を無効化できますよ！（一同笑）

フェイド：マスターリキッドも同じエフェクトを持っていたが、そよぐの方が動くのが早いせいで意味がなかったからな（笑）。

ＧＭ：あれはがっくりでした（笑）。メジャーアクションは《コンセントレイト：ソラリス》《抗あらがいがたき言葉》《絶ぜつ対たいの恐怖》で辰馬に攻撃。（ダイスを振る）命中判定は29です。

辰馬：どうせ回かい避ひできないし、ここはゾディアックウェポンでガードする。

ユピテル：放心で判定のダイスが減へってるしね。

辰馬：さらに、《マクスウェルの悪あく魔ま》を使用して、ダメージロールにマイナス５Ｄだ。運動エネルギーを制御して、攻撃の威力を相殺する！

ＧＭ：なんと！　うう、１Ｄしか振ふれなくなってしまいました。（ダイスを振る）ああ、出目も微び妙みようだ。ダメージは12点！

辰馬：ガード値と装そう甲こう値で４点しかとめられない。８点喰らって、ぱたり（一同笑）。今度はマスターガスのタイタスを昇華して蘇よみがえる。

ＧＭ：了りよう解かいです。でも、ダメージは喰らったので、シーン中、判定のダイスにマイナス５個のペナルティと、邪毒（３）を受けてくださいね。

辰馬：あばらぁああああっ!?（笑）

そよぐ：はっ、また靴紐が!?（一同笑）

辰馬：すべてを腐ふ敗はいさせる毒の煙に吞のみ込こまれながら、オレは膝ひざをつく。これがマスタークラスふたり分の力、か……。塵ちりになって消えます。

一同：消えた!?（笑）

ＧＭ：いやいや、さっきタイタスで復活したでしょう（笑）。

辰馬：はっ、そうだった。勢いきおいでつい。塵になったのは服だけだったよ。ボロボロになった上着の欠片かけらが空中に散った。ふぅ、危あぶなかったぜ。

ＧＭ：「へえ、まだ耐たえるんだ。そんな身体のどこに力が宿ってるのかねえ」マスタープラズマのみならず、自分の攻撃にも耐えたマスターガスが、興きよう味み深ぶかそうに呟つぶやく。実験動物でも観察するような、冷れい淡たんな視線が辰馬に絡からみつきますよ。

辰馬：ぞっとしねえな。怖おじ気けを振ふり払はらって、剣を構える。

ＧＭ：これで全員が行動済ずみになったのでクリンナッププロセスになります。

辰馬：放心から回かい復ふくして、邪毒（３）で９点のＨＰダメージを受ける。残り７点。げはっと血を吐はいて膝をつく。ちょっときつい、かな。




●第２ラウンド

ＧＭ：第２ラウンドのセットアッププロセスになります。

そよぐ＆ユピテル＆フェイド：登場！

ＧＭ：了解です。では三人は、ユピテルそっくりなロボットと、不気味に蠢うごめく霧きりのような生命体を相手に、辰馬が交戦しているところに到着します。登場位置は、辰馬とマスタープラズマの背はい後ご５メートルとしましょう。

そよぐ：間に合った！

ユピテル：あらやだ、あれってウェヌスじゃないの!?

フェイド：キミの同型機か。どうやら、マスタープラズマにインベードされたようだな。

ユピテル：なんてことかしら……。アタシの兄弟をよくもまあ、好きにしてくれちゃってるじゃない。

辰馬：みんな、来てくれたのか。剣を杖つえ代わりに起き上がって、視線を向ける。

そよぐ：たっつん、大丈夫!?

辰馬：あとは頼たのむ、がくり。

ＧＭ：いやいや死なないでください！（笑）

ユピテル：たったひとりで戦ってズタボロになり、しかも毒で蝕むしばまれてるんだものねぇ。そりゃ、倒たおれたくもなるわ（笑）。

そよぐ：（ぼそりと）いい絵面ですね……。

辰馬：「いい絵面ですね」!?（一同爆ばく笑しよう）

そよぐ：い、今のはプレイヤー発言！




　駒こま尾おさん、落ち着いてください。




そよぐ：と、とにかく、敵を警けい戒かいしながら、たっつんに声をかけるよ。たっつん、大丈夫!?

辰馬：ぎ、ギリギリセーフってとこだ。なんとか時間は稼かせげたけど、ここまでやられるなんてエースとしては失しつ格かくかな？

ユピテル：いいえ、よくやったわ。ここからは反はん撃げき開始といきましょう。とりあえず、そこの乗っ取られたうちの弟からどうにかしましょうか。

ＧＭ：「きたね、ユピテルＤ０─５」ユピテルと同じ姿になったマスタープラズマが、話はなし掛かけてきます。

ユピテル：同種の生命どうこう言ってた割わりに、あっさりこっちの兄弟の身体を乗っ取るのね。気分が悪いわ。まったく、人を勧かん誘ゆうするんだったらマナーぐらい学びなさい。

ＧＭ：「ふふん、僕たちに人間のルールなんて関係ないよ。僕たちは、どこであろうとしたいようにするだけなのさ」

ユピテル：アンタ、人間を愛してるって言ってたでしょう？　なのに……。

ＧＭ：「その気持ちに噓はないよ。ガスとは、最小限ですむよう選別してくれってことで話はついているしさ。でも、これが最良の答えだ」

ユピテル：神戸中の人が死ぬ、それでもやるというの？

ＧＭ：「人類という種の可能性を広げるためには、ある程度の選定はやむをえないじゃないか。心は痛むけど、僕は手を差し伸べてやれる。これも人間を愛してるからこそだよ」

ユピテル：それのどこが愛よ!!

ＧＭ：「理解できないかな？　その場合は、残念ながら排除するしかないけど」

ユピテル：排除ですって……。

ＧＭ：「そう、排除。邪魔な障害は、そうするしかない」

そよぐ：ねえ。今、排除って言ったよね。

ＧＭ：「うん？」プラズマは、訝かしげにそよぐに視線を移します。

そよぐ：……だから、たっつんをいじめたの？




　そよぐの目は、真っ直ぐにプラズマに向けられていた。

　その瞳ひとみには苛か烈れつな光が宿っている。

　友人を傷きずつけられたという、強い怒りが！




そよぐ：よくもたっつんをいじめたな！　あたしの大事な仲間をひどい目にあわせたな！　あんたたち覚悟しなさい！　跡あと形かたもなく切きり刻きざんでやるんだから!!

辰馬：そ、そよぐ？




　過か激げきな言葉に辰馬が驚おどろくが、そよぐはなおも感情を燃もえ上あがらせる。

　欲よく望ぼうのために、他者を平気で踏ふみにじる侵しん略りやく者しやたちを倒すと心の内で強く誓ちかう。

　彼女はかつてないほど怒おこっていた。




フェイド：やれやれ。墓ぼ穴けつを掘ほったな、プラズマ。今のひと言でそよぐの怒りが弾はじけた。こうなった彼女は止まらない。そして、とてつもなく強いぞ。

ＧＭ：「キミもここにきたんだね。……今はフェイドと名乗っているんだっけ？」

フェイド：そうだ。もっとも本当の名前は忘わすれたがね。

ＧＭ：「……どうやら、キミはエラーを起こしてしまったようだね。仕方がない、キミを消去して次を呼よぶとしよう」

フェイド：な、なんだと？　私は殺さないのではなかったのか!?（笑）

ＧＭ：「この惑わく星せいの言葉でいう、ケースバイケースってヤツだね」（一同笑）

辰馬：おい、いきなり軽い感じになったぞ（笑）。

ユピテル：ずいぶん便利な言葉を覚えたわねぇ。

ＧＭ：比ひ較かく的てき地球にいるのが長い個こ体たいなので、いろいろと吸きゆう収しゆうしたようです（笑）。「あはは、ネットは広大さ。さあ、そろそろ本気を出してかかろうかな！」

辰馬：なに？　今まで本気じゃなかったってのか！

ＧＭ：マスタープラズマ───正せい確かくにはウェヌスの全身のハッチが一いつ斉せいに開くと、ぼうっと火が噴ふき出だし、空調室一帯を取り囲むように広がります。すると、彼の歪ゆがんだ悪意が頭の中に飛とび込こんでくる。衝動判定をしてください。技ぎ能のうは〈意志〉で、難易度９になります。

ユピテル：（ダイスを振る）余裕で大丈夫よん。

フェイド：（ダイスを振る）問題なしだ。

辰馬：（ダイスを振る）なんとか成功した。

そよぐ：（ダイスを振る）ああ、そんな気がしたんだ。失敗しちゃった。暴ぼう走そうを受けるよ。

ＧＭ：そよぐは怒りのあまり、レネゲイドの制御がおろそかになってしまっているようですね。みなさん、侵蝕率の上昇も……済んでるようですね。行動値を確認しましょう。




▼行動値

そよぐ　　　　　　　　14

フェイド　　　　　　　９

マスタープラズマ　　　９

ユピテル　　　　　　　７

辰馬　　　　　　　　　５

マスターガス　　　　　３
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ＧＭ：それでは、改めてセットアッププロセスになります。

そよぐ：あたしたちは特に使うエフェクトがないんだよねぇ。

ＧＭ：こちらはマスターガスが、オートアクションでＥロイス「暴ぼう食しよくの胃い袋ぶくろ」を使用。己おのれを構こう成せいする気体を室内に充じゆう満まんさせ、みなさんを直ちよく接せつ吞のみ込こもうとし始めます。

フェイド：む、仕し掛かけてきたか！

ＧＭ：以い降こう、クリンナッププロセスに、みなさんは１ＤのＨＰダメージを受けます。さらに、ガスを対象に含ふくむ攻撃は、命中判定のダイスがマイナス２個されますよ。

辰馬：また嫌らしいＥロイスを使ってきやがる。

ＧＭ：ふふ、まだまだですよ。マスターガスはさらＥロイス「楔くさびの呪のろい」も使います。

ユピテル：うわ、タイタスの効果を制限するＥロイスじゃないの！

ＧＭ：そのとおり！　このラウンドの間、みなさんはタイタスを「戦闘不ふ能のうからの復活」以外の効果で使用することができません！

辰馬：おいおい！　オレ、さっき判定にマイナス５Ｄのペナルティを受けたぞ！（笑）

フェイド：マスターガスは仲間の強化だけでなく、妨ぼう害がいにも長けているようだな。

ユピテル：うんざりするぐらい厄介ねえ。

ＧＭ：褒ほめ言こと葉ばとして受け取っておきます（笑）。そしてさらにダメ押おし！　Ｅロイス「唯ゆい我が独どく尊そん」の効果で《女王の降臨》を使い、《狂戦士》でマスタープラズマを強化します！

そよぐ：強化までしてきたーっ!?

辰馬：次から次へと。多芸なやつだぜ。

ＧＭ：これでセットアッププロセスは終しゆう了りようになります。それではイニシアチブプロセス。まずはそよぐの行動から。

そよぐ：ここは支援を受けてから動いた方がよさそうなので待機で。

ＧＭ：では、次は行動値９のフェイドとマスタープラズマ。行動値が同どう値ちの場合、ＰＣ優ゆう先せんなので、フェイドからどうぞ。

フェイド：うむ。メジャーアクションで《要の陣じん形けい》《狂戦士》《癒いやしの水》を使用して、私以外の三人に支援だ。次に行なうメジャーアクションにクリティカル値マイナス１、ダイス＋12個。さらにＨＰ回復もする。（ダイスを振る）23点回復してくれ。

ＧＭ：出目が走りましたね。フェイドの放つ燐りん光こうは、そよぐたちの能力を解かい放ほうし、さらには新しん陳ちん代たい謝しやをも活性化。傷きずついた肉体を見る間に癒やしていきます。

辰馬：ふう、助かったぜ。これでエフェクトの【ＨＰ】消費とか邪毒のダメージも何とかできそうだ。

フェイド：そのために回復もいれたのだよ。さあ、思う存ぞん分ぶんに暴あばれたまえ。

辰馬：おう！

ＧＭ：おっと、その前にマスタープラズマの行動がありますよ。ですが、直前のイニシアチブプロセスでも動きます。

そよぐ：何か仕掛けてくる!?

ＧＭ：ふっふっふっ。マスタープラズマは辰馬をぎろりと睨にらんで言います。「知っているよ、キミたち人間は、時折自分より身近なものを傷きずつけられることを忌き避ひするんだったね」

辰馬：何を言って……（はっとした表情になり）おい、やめろ！

ＧＭ：「目の前で、それを見せてあげるよ」《マグネットムーブ》を使用。勢いよくアームを伸ばしてそよぐを摑つかむと、同一エンゲージまで強きよう制せい的てきに移動させます！

そよぐ：ふわっ!?

ＧＭ：そして、マスタープラズマのメインプロセス。メジャーアクションで《アームズリンク》《雷の牙》《スタンボルト》を組み合わせてそよぐに攻撃！　電撃をまとった弾丸が放たれる。（ダイスを振る）達成値は43！

そよぐ：これ、ドッジのダイスが減へるんだよね……。（ダイスを振る）無理無理、避よけられないよ！

ＧＭ：（ダイスを振る）ダメージは49点。さらに放心もプレゼント！

そよぐ：耐たえられないって！　マスタープラズマのロイスをタイタス化して昇華。【ＨＰ】12点で復活するよ！

ＧＭ：マスタープラズマが右みぎ拳こぶしにエネルギーを収しゆう束そくさせると、豪ごう快かいなアッパーカットでそよぐの身体を殴なぐり抜ぬきます！　その威力にそよぐの身体が浮うかび上あがり、そのまま天てん井じように叩たたきつけられる！

そよぐ：衝撃に息が詰つまるけど、気合いで耐える！　そんでもって、空中で体たい勢せいを立て直して着地。まだまだ！　こんなものであたしは倒たおせないんだから！

ＧＭ：「何っ!?　いかなオーヴァードでも、あれだけの衝撃を受ければ即そく死しするはずだよ。運良く耐えられたとしても、意識を繫つなぐことなんてできるはずがない！」

フェイド：それは私も疑ぎ問もんに感じるところだ。彼ら人間は時に、本来ならばあり得ない現げん象しようを引き起こす。たとえ何度倒たおされても、立ち上がる彼らのようにな。

ユピテル：世の中、何でもかんでも理り屈くつで説明できるほど単たん純じゆんじゃないのよ。たとえば、根こん性じようで攻撃に耐えたりね（笑）。

ＧＭ：ロボが精せい神しん論ろんを語りますか（笑）。

ユピテル：ほら、アタシって普ふ通つうのロボじゃないから。なんたって、ＵＧＮの誇ほこる支部長ロボだもの。おほほほ（笑）。

フェイド：言わんとするところは分かるよ。今までにキミたちが示しめしてきたこと。すなわち、ユウジョウ、シンライ……あるいはアイと呼よばれる感情が引き起こす現象というわけだな。

ユピテル：そうそう。メンタルがフィジカルに及およぼす影えい響きようって、意外と強いのよん。

ＧＭ：「くだらん。他者など足かせに過すぎん。それが力になるなど、非ひ論ろん理り的てきだ」吐はき捨すてるようなマスターガスの声が、室内に響ひびき渡わたります。

ユピテル：ふふ、あなたのお仲間、リキッドも同じようなことを言ってたわ。いいわよ。それじゃあ、アタシが精神の力ってやつを見せてあげる！　マイナーアクションでマスタープラズマにエンゲージ！

ＧＭ：「ふふ、同型機による対決だね。面白い、どちらがよりこの機体の性せい能のうを引き出すことができるか、勝負してみようよ」

ユピテル：ふん、悪いけど勝負になんないわね。ついさっきその身体に潜もぐり込こんだアンタとは年季が違うのよ！　メジャーアクションで《アームズリンク》《コンセントレイト：ブラックドッグ》で殴なぐるわ。（ダイスを振る）命中は58よ。

ＧＭ：おおう。ほとんどエフェクトを使ってないのに、すごい達成値だ。フェイドの支援が効きいてますね。

フェイド：ふっ。さあ、どうするかね？

ＧＭ：ドッジは無理なので、《球電の盾》を使ってガードします。

ユピテル：（ダイスを振る）ダメージは47点、装甲値は有効よ。電でん磁じ力りよくで腕部を加速して、超ちよう音おん速そくの左ジャブの連打をおみまいしてやるわ！

ＧＭ：装甲値にガード値、さらに「機械化兵」の効果も合わせて50点弾くのでノーダメージ。同じく腕部を高速で動かし、すべて受け止めました！

ユピテル：あら、なかなかやるじゃないの。さすがは同型ね。パワーが拮きつ抗こうしてるわ。

ＧＭ：「いやいや、新型のこちらの方がわずかに出力は上のようだよ。このまま勝負を続ければ、キミは敗北する。機械であるキミは、人のように成長はできないでしょ？」

ユピテル：それはどうかしら。今はね、機械だってアップデートで成長しちゃうんだから。

辰馬：「ユピテルＤ０─５は、今年度中にサポートを終了します」（一同爆笑）。

ユピテル：うそぉ!?




　いきなり、妙みような冗じよう談だんをアナウンスしないでいただきたい。




そよぐ：たっつん、変なこと言わないでよ。支部長、うろたえちゃってるじゃない（笑）。

辰馬：すまん、つい（笑）。大丈夫、支部長のサポートは今も続いてるって。

ユピテル：び、びっくりしたじゃないの。もう、悪い冗談だわ。

ＧＭ：ユピテルが立ち直ったところで、辰馬の行動です（笑）。

辰馬：マスタープラズマを攻撃だ。組み合わせは前の攻撃と同じ。フェイドの支援で身体を蝕むしばむ毒が少し中和されたぜ。ダイスの減げん少しようを入れても11Ｄまで振れる。（ダイスを振る）おっ、けっこうな数が回ったな。

そよぐ：幸先いいね！

辰馬：この調子でガンガンいくぜ！（ダイスを振る）クリティカル！

ユピテル：いい調子よ！

辰馬：クリティカル！

フェイド：うお、まだいくのか！

辰馬：クリティカル───っ！

ＧＭ：ちょ、ちょっと！　どんだけ回すんですか!?

辰馬：……ふ、回りも回ったり、達成値98！　さらに追い打ちの《パーフェクトコントロール》！　達成値に＋10して、合計[image: ]だ!!

一同：おおぉおおおおおっ!?

ＧＭ：これはガードするしかない（笑）。《球電の盾》《スタンシールド》を使います。「馬ば鹿かな、なんだこいつのパワーと速度は!?」

辰馬：これがエースの力だ！　（ダイスを振る）ダメージは[image: ]点！

ＧＭ：げえぇええええ!?




　辰馬を中心にすさまじい熱と冷気が荒あれ狂くるい、相反するふたつのエネルギーが融ゆう合ごうしてすべてを粉砕する反はん物ぶつ質しつエネルギーを生み出す。

　その圧あつ倒とう的てきな破は壊かい力りよくは、白い輝かがやきとなってゾディアックウェポンに宿る。




ＧＭ：もろもろ軽減しても[image: ]点喰くらう！　さっき受けたダメージも加えると、トータルダメージが[image: ]点！　うおおおお、落ちたあああ!?　うっそ────!!

一同：やった───っ！




　予想を遥はるかに超こえる力を目の前にして、マスタープラズマはうろたえ、後ずさる。

　だが、後こう悔かいしてももう遅おそい。

　彼は決して触ふれてはならない、人の逆げき鱗りんに触ふれたのだ。




ＧＭ：「なんなんだ、その力は!?　なぜ人間という脆ぜい弱じやくな生命がそれほどのエネルギーをコントロールできる!?　そもそもキミは炎しか操あやつれないはず！　なぜ、冷気も制御できる!?」

辰馬：お前の記録では、〝フレイムジェミニ〟は炎しか使えないとあるようだな。だが、今のオレには兄さんが力を貸してくれてるんだ。

ＧＭ：「死者が力になるだって!?　おかしいよ、非論理的だよ……！」

辰馬：お前には理解できないだろうよ……。

ＧＭ：「馬鹿な、こんなことが人間に……」

ユピテル：できるのよ。あなた、人間の何を愛していたっていうのかしら？　人間を、見守ることもできなかったのに。

ＧＭ：「見守る、だって……」

ユピテル：そう、優しく慈しむことこそ、愛よ。自分の思いどおりにならないからといって見守ることができないようじゃ、この地球の母親にはおよばないわ。

そよぐ：さすが支部長、おかん目線（笑）。

ユピテル：そして、人を想うことで自分の力に変えられる。さあ、見せてあげなさい！

辰馬：おおっ！

ＧＭ：「な、なんだこの力!?　人間ごときに、こんな───」

そよぐ：そういう上から目線、お断りよ！

辰馬：さあ、お前たちが馬鹿にする人間の力をその目に焼きつけて、あの世にいきな！




　振ふりおろされた純じゆん白ぱくの刃が、マスタープラズマの制御する機体を、一瞬で脳のう天てんから一直線に斬り裂さいた。

　真っぷたつに断たれたユピテルの同型機は、わずかに火花を散らし、爆発四散する。




ＧＭ：ま、まさかここでマスタープラズマが倒たおれるとは……！

フェイド：やったな、たっつん！

辰馬：ああ、残るはマスターガスだけだ。たった今、マスタープラズマを倒した剣けん先さきを、前方に凝こり固かたまってる気体お化けに向けるぜ。

ＧＭ：仲間を倒されたというのに、マスターガスは特にうろたえることもなく、冷静につぶやきます。「……プラズマがやられたか。まあ、構かまわん。我らの目的に変へん更こうはない」

そよぐ：くっ、あんたたちはなんで……！　仲間がやられたっていうのに、どうしてそうも冷淡でいられるのよ！

ＧＭ：「仲間？　やつとは利害が一いつ致ちしていたにすぎん。他者は利用するもの。倒されたからといって、感情を揺ゆらがせる必要などない」酷こく薄はくな声音で告げ、マスターガスが動きます。メジャーアクションで自身に《狂戦士》です。

ユピテル：む、自分に強化……ということは───。

ＧＭ：予想しているとおり、イニシアチブプロセスで《加速する刻とき》で追加行動を得ます！

辰馬：やっぱりか！

ＧＭ：マイナーアクションで《絶対の空間》《猛毒の雫》《毒の刃》。メジャーアクションで《コンセントレイト：ソラリス》《ポイズンフォッグ》《アウトブレイク》《抗いがたき言葉》などを組み合わせて攻撃です！

ユピテル：く、シーン攻撃がくるわよ！

ＧＭ：自じ己こ支援により、ダイスの数も爆増！　通つう常じよう12個のところを24個で判定可能に！

そよぐ：や、やばーい！

ＧＭ：おりゃ！（ダイスを振る）命中判定は50です！

ユピテル：《電でん磁じ障壁》してガード！

フェイド：ドッジするだけしよう。（ダイスを振る）失敗した。

そよぐ：（ダイスを振る）うん、クリティカルしない。

辰馬：（ダイスを振る）ダイス目が低いな。まったくダメだ。

ユピテル：そよぐちゃんを《マグネットフォース》でカバーリングするわ！

ＧＭ：了解。では、ダメージロールいきます！（ダイスを振る）おお、なかなかの出目。ダイス目42に攻撃力を足して、50点のダメージ！

ユピテル：こちらのガードは……（ダイスを振る）23点軽減。……「機械化兵」分の軽減を入れてもちょっと足りないわね。

そよぐ：あう、ユピテルさーん！

ユピテル：心配しないで。アタシはここで倒たおれるけど、タイタスを昇華して【ＨＰ】15点で起き上がるから。

フェイド：同じく。私はマスターガスのロイスをタイタス化して復活する。私が倒れないのもユウジョウとか、そういうものの力だ。正直、理解しているとは言えないが……。

そよぐ：フェイドちゃん！

辰馬：くっ、オレはもう限げん界かいだ。これ以上やると戻もどれなくなる。

ユピテル：辰馬ちゃん、一ラウンド目はひとりで耐えてたものねぇ。

フェイド：あとは我々がやる。たっつんは休んでいるといい。

辰馬：（こくりと頷うなずき）ここで戦闘不能だ。あとは任まかせた。

そよぐ：うん、任まかせて。絶対にこんなやつらには負けないから！

ＧＭ：では、そよぐの行動になります。

そよぐ：マイナーアクションで暴走を解かい除じよ。《アースシェイカー》《振しん動どう球》《原初の赤：蝕む赤》《光の手》《コンセントレイト：ハヌマーン》でマスターガスに攻撃だよ！　たっつんのため、わたしが頑がん張ばるんだ！




　倒たおれた辰馬に、ちらりと視線を送る。

　沸ふつ騰とうするような、レネゲイドの衝動。

　だが、それを抑おさえる。たっつんのためにも───。




そよぐ：せーい！（ダイスを振る）おっ、結構回った！　命中判定は達成値69！

ＧＭ：空港で出てきた分体と同様に、マスターガスは《イベイジョン》を取得しているため、〈回避〉の達成値は１で固定なんですよ。

ユピテル：改めて考えると極きよく端たんなデータよねぇ（笑）。

そよぐ：ファンブルさえしなければあたるね（笑）。よーし、「対抗種カウンターレネゲイド」の効果も入れて、ダメージロール行くよ！（ダイスを振る）48点、装甲無む視しで！

ＧＭ：一気に削けずられた！　そよぐの放った真しん紅くの風が、マスターガスの毒気を削けずり取とっていきます！

そよぐ：ダメージが入ったら、判定のダイスにマイナス３個と、邪毒（３）が入るよ。

ユピテル：きた、毒よ！　さすが邪毒女子高生！（笑）

フェイド：いつ聞いてもすごい言葉だ（笑）。

ＧＭ：ダイス減少は受けますが、邪毒は《オリジン：コロニー》の効果で打ち消しです。

フェイド：驚きよう愕がく。互たがいの毒が反応し合い、無毒化したようだな。

そよぐ：むー！　でも、動きは鈍にぶらせたからよし！

ＧＭ：では、クリンナッププロセスです。まず「暴食の胃袋」の効果で【ＨＰ】が１Ｄ減へります。（ダイスを振る）……１点！（一同笑）

辰馬：ありがとうございます！（笑）

フェイド：私は邪毒を受けているので、追加で９点減る。残り【ＨＰ】２点でギリギリ耐えたが、これ以上はさすがに厳しいな。

そよぐ：うん、みんな限界ギリギリだよ。次のラウンドで決着をつける！




●第３ラウンド

▼行動値

そよぐ　　　　　　　　14

フェイド　　　　　　　９

ユピテル　　　　　　　７

マスターガス　　　　　３

[image: ]




ＧＭ：では、３ラウンド目のセットアップ。そちらは特になしと。マスターガスは《女王の降臨》から《狂戦士》を使用。さらにオートアクションで《帰き還かんの声》を使って、《アウトブレイク》の使用回数を増ふやします。

ユピテル：もう一回シーン攻撃するつもり!?

フェイド：いかん！　それは次の手番を回したらやばい！

ＧＭ：ふふふ、プレッシャーを感じていますね。こちらが耐えきるか、そちらが倒しきるか。このラウンドで決着をつけましょう！

そよぐ：望むところだよ！　あたしの行動からだね。《振動球》《光の手》《コンセントレイト：ハヌマーン》で攻撃するね。さらに、ミユキちゃんのロイスをタイタスにして昇華。判定のダイスに＋10個する！

辰馬：そよぐ、決めにきたか！

そよぐ：新しく友達になったミユキちゃん。彼女ともっとお話がしたい……。そのためにも、マスターガス、あなたに負けるわけにはいかない！　さらに、たっつんのロイスもタイタス化して昇華。クリティカル値もマイナス１する！




　自分を信じてくれた辰馬のために、そよぐは出せるすべての力を振ふり絞しぼる。

　すべてを蝕む毒の風が、そよぐの意志に呼こ応おうするように、その勢いを増す！




そよぐ：いっけー！（ダイスを振る）命中判定の達成値は57！

ＧＭ：マスターガスの回避は失敗。ダメージをください！

そよぐ：（ダイスを振る）うわ、出目が低いっ！　43点の装甲値無視！

ＧＭ：それならば耐たえられる！　「ふん、この程てい度どの毒で私を害することができると思っているのか！　無む駄だな足あ搔がきだ！」




　そよぐの渾こん身しんの力を込こめた一撃に耐え、マスターガスが勝かち誇ほこるように哄こう笑しようを上げる。

　しかし、それでもそよぐの心は勝利を信じていた。

　何故なぜなら、彼女には信頼できる仲間がいる！




フェイド：抵てい抗こう。まだだ！　ユピテルに《狂戦士》をかける！

ユピテル：そんでもって、アタシが接敵して、《コンセントレイト：ブラックドッグ》《アームズリンク》《バリアクラッカー》《クルーエルデバイス》で攻撃よ！




　フェイドの放つ光を受け、雷光を全身にみなぎらせたユピテルが駆かける。

　出力機関をフルドライブさせ、限界を超こえた速度で放たれた拳撃が、大気を引ひき裂さき、空間に雷らい鳴めいのような轟ごう音おんを響ひびかせる！




ユピテル：命中判定は37！

ＧＭ：《イベイジョン》なので避けられません！

ユピテル：ダメージロール！（ダイスを振る）51点、装甲無視よ！

ＧＭ：ぐはっ！　それは耐えられません！

一同：やったー！




　ユピテルの放った一撃は大気を爆はぜさせ、マスターガスを一瞬で霧む散さんさせる。

　ガスに浮うかんだ顔が驚愕に歪んだのも刹せつ那なのこと。

　悲鳴を上げる暇ひますらなく、マスターガスは雲うん散さん霧む消しようした。

　宇う宙ちゆうから来た来らい訪ほう者しやは、その生を終えたのだ。




ＧＭ：ガスはそのまま拡かく散さんして、存在が消しよう滅めつします。

ユピテル：ふうっ……。

ＧＭ：そして、ウェヌスの身体を乗っ取ったプラズマが「……まさかガスがやられるとはな」と、あとは消滅を待つだけの状態で言います。ばち、ばちばちばち。

ユピテル：ふっ、アタシたちの信頼が、アナタたちの力を超えたってだけよ。

ＧＭ：「信頼、か……」

フェイド：おい、消える前に答えろ。私はいったいどういう目的でここにきたんだ？

ＧＭ：「後悔するぞ、貴様。こいつを殺さなかったことを。お前は、自分で自分の首を絞しめた」ばしゅーん！　消滅します（一同爆笑）。

フェイド：おいぃぃぃぃっ!!（笑）

ユピテル：意外と、お約束を大事にするやつらね（笑）。

そよぐ：あたし、たっつんに駆かけ寄よります！　たっつんしっかりして。

ＧＭ：戦闘終わったんで【ＨＰ】１で回復しますよ。

そよぐ：たっつん、ごめんねごめんね。

辰馬：……なんで謝あやまるんだ。キミが謝る必要は何もない。オレはチルドレンとして戦うために選んだだけなんだから。

そよぐ：でもでもよかったー！　死んじゃわなくてよかったー！

辰馬：そよぐたちが来てくれたおかげだよ。

そよぐ：だって、あたしがもっと早く来ていれば……。

辰馬：バカ言うなよ。そよぐは精一杯やったんだろ。オレも無理はしたけど……そよぐが来てくれるって信頼してたからこそ、がんばれたんだぜ？

そよぐ：たっつん……。

辰馬：だから、そんな顔しないでくれよ。




　辰馬は、そよぐの頭にぽんと手を置いた。

　それだけで、なんだが気持ちが落ち着いていく。

　この温かさが、信頼というものなんだろうか。




ユピテル：ともかく、状況は片づいたってとこね。

フェイド：それで一応訊きく。未来はどうしたのだ？

辰馬：上で倒れてるはずだよ（笑）。

ＧＭ：そろそろ目を覚ますんじゃないですかね。

ユピテル：まあ後あと処しよ理りを頼たのみましょう。

ＧＭ：あと、ＦＨ混こん成せい集しゆう団だんセブンキメラは十秒ほどでミユキと都築京香に粉砕されたので（一同笑）。

辰馬：はやっ！

ユピテル：では、いろいろとあるけれど全員撤てつ収しゆうをしましょう！

ＧＭ：というところで、シーン終了です。






《女王の降臨》　超高速で薬品を生成するソラリスのエフェクト。

《イオノクラフト》　イオノクラフト効果により飛行するブラックドッグのエフェクト。

《ポルターガイスト》　電磁力により、武器を遠隔操作するブラックドッグのエフェクト。

《雷の牙》　武器に電流をまとわせるブラックドッグのエフェクト。

《スタンボルト》　電撃攻撃により、対象の意識を刈り取るブラックドッグのエフェクト。

《球電の盾》　対象を球電で包み、攻撃から守るブラックドッグのエフェクト。

《スタンシールド》　高圧電流を流し、攻撃してきた相手に打撃を与えるブラックドッグのエフェクト。

「否定の壁」　タイタスをひとつ打ち消すＥロイス。

「暴食の胃袋」　シーンの舞台が体内となるＥロイス。

「楔の呪い」　ラウンド中、タイタスを「戦闘不能状態からの回復する」以外の効果を受けられなくするＥロイス。

「唯我独尊」　使用したＥロイスをさらに使用できるようにするＥロイス。

《マグネットムーブ》　他者を引き寄せるブラックドッグのエフェクト。

《加速する刻》　高速行動する一般エネミーエフェクト。

《アウトブレイク》　《ポイズンフォッグ》の効果を「射程を視界、対象をシーン（選択）」に変更するソラリスのリミットエフェクト。












　　　　ＥＮＤＩＮＧ　ＰＨＡＳＥ




ＧＭ：では、エンディングいきます。まずバックトラックから。

一同：はーい。

ＧＭ：Ｅロイスの数なんですが。実は三人全員が持っていたので９つ。

辰馬：結構な数だなー。

そよぐ：よくひとりで立ち向かったよね（笑）。

辰馬：いや、まったく（笑）。

ユピテル：はい、９個こね。まず９個振ふるか、それを放ほう棄きするか選べるわよ。

フェイド：私わたしが放棄するのはないな。

ユピテル：アタシも振るわ。よいしょー。（ダイスを振る）超ちよう平へい均きん値ちな気がするアタシ。

辰たつ馬ま：（ダイスを振る）おお、56点減へった。

ユピテル：あっ、アタシもちょっと下がりすぎた。42下がって91。さらにロイス分。（ダイスを振る）71からだから大だい丈じよう夫ぶ。ウェヌスをタイタスにしたので助かったわ。

そよぐ：（ダイスを振る）いやー、63。Ｅロイス振ふって78まで下がり、そっからロイスふたつ分振って63になりました。

ＧＭ：15も減ったんだ。では、たっつん。

辰馬：Ｅロイスで56。

ＧＭ：めっちゃ減ってる！

辰馬：で、ロイス分で15点減ったんで91まで減って生せい還かん。

ＧＭ：はーい。じゃあユピテル。

ユピテル：結局72になりました。

フェイド：私は、実はギリギリだった。Ｅロイスで54点減って[image: ]。安心してロイス一個切る？　まあ５Ｄだからやるよねって５Ｄ振って21で、96。

ユピテル：おおー、あぶない！

フェイド：けっこうギリギリだった。一いつ瞬しゆんヒヤッとした。

そよぐ：じゃあ、全員無事に戻ってこれたね！

ユピテル：危ないかと思ったけど、なんとかなったわ。

辰馬：そうだな。豪快に上がったけど、豪快に減った（笑）。

フェイド：うむ、めでたしめでたし。

ＧＭ：ではエンディングに移うつりましょう。







◆Ending01◆終しゆう劇げきを迎むかえ

Scene Player ─── フェイド




　そよぐの肩かたを借り、ともに地下から帰き還かんする辰馬。

　すでに後方処しよ理り部隊が到とう着ちやくし、作業を始めている。

　ひとつの戦いが終わったと実感するのだった。




ＧＭ：では、エンディングです。地下から地上へ上がってくるシーン。ピルグリムのふたりが殲せん滅めつされたんで、撤てつ収しゆうするところになります。で、ＵＧＮの後あと処しよ理り部隊が中心になって、この大だい規き模ぼな事じ件けんをどうしようかという絶ぜつ望ぼうが（一同笑）。

ユピテル：まあ、うまくやっといてよ。

フェイド：穴あなが空いてるだけだ。

ＧＭ：ガス漏もれとかガス爆ばく発はつ、まあ噓うそはついてない（笑）。

そよぐ：本当だ！

ＧＭ：そしてゼノス組が話しかけてきますよ。「そちらも済すんだようね」と都築京香つづき・きようかが。

そよぐ：う、うん。いろいろ大変だったけど。

ＧＭ：「それは何より。では、フェイド。あなたは自身について何か分ったかしら？」

フェイド：ん、ちょっとわかった。

ＧＭ：「そう。それで、気は変わらないの？」

フェイド：いや、キミたちと同行することはできまい。

ＧＭ：「この先も？」

フェイド：そうだ。

ＧＭ：「せめて、理由をお伺うかがいしても？」

フェイド：おそらく、私はキミたちが望むような進化するレネゲイドではない。

ＧＭ：「…………」表ひよう情じようは変えない都築京香。

フェイド：おそらくピルグリムは、キミたちが望むようなレネゲイドではないと思う。そして、私はその同類だ。

ＧＭ：「その答えは興きよう味み深ぶかいわね。ですが、ここで無理強いしても仕方がないでしょう。私には時間はたっぷりあるわ。あなたもそう」

フェイド：……いや。残念ながら私には多くの時間は残されていない。

ＧＭ：え？

フェイド：そして、残された時間で私はどうしても確かめねばならないことがある。だから、ＵＧＮ神戸第三支部から離れることはできないのだ。

そよぐ：どういうこと？

フェイド：今は話せない。

ＧＭ：「なるほど。そういうことなら、これ以上お誘さそいすることは控ひかえておくことにしましょう。では、第三支部支部長様。今回私たちはこれで」

ユピテル：見送りましょう。

ＧＭ：ミユキも、「では、これで」と言って一礼します。

そよぐ：うん。今回は本当にありがとう。

ＧＭ：「わたしたちの目的のためにやったことだから」

そよぐ：またどっかで会えたら、今度はこういうんじゃなくて普ふ通つうにお茶とかしようね。

ＧＭ：「そうね」と言って、携けい帯たい番号を渡わたしましょう。

フェイド：やったー、携帯番号ゲットだぜ。

そよぐ：美人の姉ちゃんの電話番号、いやいや！（一同笑）

ユピテル：ちょっと、プレイヤーが漏れてるわよっ。

そよぐ：いかんいかん。ミユキちゃんのお友達にもよろしくね。

ＧＭ：「ええ、そのうち紹しよう介かいするわ」彼かの女じよはそのまま都築京香と一いつ緒しよに退たい場じよう。それでは、あとは事後処理班はんに任まかせて。あなた方実働部隊はゆっくりと体を休めてください。

そよぐ：たっつんを早く病院に連れて行く。

辰馬：うっ、頼たのむぜ。

ＧＭ：では、ここはいったん撤収して個こ別べつエンディングとしましょう。







◆Ending02◆告白の季節

Master Scene




　タイの演えん劇げきは、結局事じ故ことして処理された。

　翌よく日じつ、埋うめ合あわせのために辰馬は未来に呼よび出だされた。

　今日は日曜、まだあの日をやり直す時間は残っている。




ＧＭ：では、ここはマスターシーンですが、辰馬にも登場してもらいましょう。

辰馬：おおっ、オレか。

ＧＭ：怪け我がの方は簡かん単たんな検けん査さだけして戻もどれますよ、オーヴァードだし。

辰馬：そうかそうか。

ＧＭ：事件はガス漏れとガス爆発として処理されました。怪け我が人にん一名って感じです。

辰馬：ズダボロです（笑）。

ＧＭ：いろいろと混乱は招きましたが、そのあたりは、ＵＧＮがなんとかしてくれました。そして次の日曜日、未来に呼び出されます。

辰馬：じゃ、腕うでとか吊って待ち合わせ場所に向かうよ。

ＧＭ：場所は、三宮のファストフード店としましょう。未来は、辰馬を見ると「大変だったね。ごめんね、わたしが誘さそったせいで」とすまなそうにします。

辰馬：いや、いいよ。五十嵐いがらしのせいじゃないし。

ＧＭ：「まさか怪我人一名が海藤くんだったなんて……」

辰馬：運が悪かった（笑）。まあたいした怪我じゃない。

ＧＭ：「海藤くんが守ってくれた気もするんだけど」

辰馬：気のせいさ。逃にげるのが精せい一いつ杯ぱいみたいなもんだったよ。慌あわてて転んでこのザマさ。

ＧＭ：「そっか。そよちゃんは一緒に来なくて不幸中の幸いだったかな」

辰馬：そ、そうだね。

ＧＭ：そんな他愛ない話をしながら、未来は「えっと、今日は時間あるの？」

辰馬：このあと検査はあるけど、あるよ。

ＧＭ：「じゃあ、しばらく付き合ってもらって、いいかな？」

辰馬：ああ、いいさ。

ＧＭ：では、ふたりで街を散さん策さくしていきます。




　未来と辰馬は、ともに三宮の街まち並なみを歩いていく。

　思いついたように店に入ったり、ただ一緒に歩いたり。

　何をするでもなく過すごすうち、陽は暮くれ始め、オレンジ色に染そまっていた。




ＧＭ：そうして三宮の町を歩いていくふたり。夕陽をバックにふたりが映る。

辰馬：ふう、こんな時間か。

ＧＭ：で、そこでふと未来が立ち止まり、「本当は昨日演劇が終わったあと言おうと思ってたんだけど……」と言い出します。

辰馬：き、きた！

そよぐ：イベントが始まる！




　ふと、立ち止まる、未来。

　そよそよと風が頰を撫で、髪を揺らす。

　ひと呼吸、息を吞むように祈る。

　そして、決意したように顔を上げて微笑み───。




ＧＭ：夕陽をバックにとてもいい笑顔で、「わたし海藤くんのことが……好き」

そよぐ：言った！　告白したよミイちゃん！

辰馬：…………。

ＧＭ：期待しつつも怯えるような瞳で、辰馬をまっすぐ見つめる未来。

辰馬：…………。

ＧＭ：じっと、答えを待つ未来。

辰馬：その気持ちは嬉うれしいけれど───ごめん、受け取ることはできない。

そよぐ：ああっ！

ユピテル：……言ったわね。

辰馬：ごめん、オレにはやるべきことがある。

フェイド：それは、でも相手に理り解かいできないことだろうしな。

辰馬：それが何かは言えない。ごめん。

ＧＭ：「うん、大体わかった……」

辰馬：え、うっそ!?

ＧＭ：辰馬が戦ってるとかそういうのじゃなく、断ことわられるの前ぜん提ていで告白したって感じだったので、覚かく悟ごはできていたってことです。

辰馬：すまない、もう一回言ってしまう。うおー、追おい討うち！

ＧＭ：謝あやまるな馬ば鹿か（笑）。「大体わかってたんだけど、それでもほら。人間、いわなくちゃいけない時やらなくちゃいけない時っていうのはあるわけで、聞いてもらうだけでわたしは満足っていうか……」

そよぐ：ミイちゃん……。

ＧＭ：「ごめん、先に帰ってもらっていいかな？」

辰馬：わかった。また明日。

ＧＭ：「明日、学校で」

辰馬：一瞬だけ振ふり返かえってみるけど。

ＧＭ：未来は、ぷるぷる肩を震ふるわせています。

辰馬：それは、もう声はかけられないな……。

そよぐ：今は、そっとしておいてあげて。

辰馬：すまない、キミの気持ちは受け取れはしないのだ。オレがチルドレンであるから……。

ＧＭ：辰馬が完全に見えなくなったあと。未来が声を抑えてなくところで感じでシーンを終しゆう了りようします。




　こうして、ひとつの恋は終わった。

　淡く、せつない想いのまま。

　今は、そんな日常に生きることはできない。

　だが、いつかは───。







◆Ending03◆新たな決意を込こめて

Scene Player ─── 海藤辰馬




　そよぐはＵＧＮの医い療りよう施し設せつへとやって来ていた。

　辰馬の怪我は順調に回かい復ふくしているらしく、ちょうど外出から戻もどってきたところだという。

　そんなそよぐは、辰馬に言わねばならないことがあった。




ＧＭ：では、次のエンディングです。誰だれか、希望はありますか。

そよぐ：はい。じゃ、たっつんをお見み舞まいしたいです。

辰馬：じゃあ、オレがＵＧＮの施設に帰ってきたときにやってくるというのは？

そよぐ：それでいい？

辰馬：うん、というわけで、シーンプレイヤーを希望する。

ＧＭ：では、そうしましょう。辰馬のシーン。治ち療りようのための検査を受け終わったところですね。このまま、順調に回復するでしょう。

辰馬：そうか、それならよかった。

そよぐ：お疲つかれ様さまです（笑）。

辰馬：お、お疲れ様です。

ＧＭ：何故なぜ、そんなによそよそしいのか（笑）。
















そよぐ：それはほら、いろいろあったし。ねえ（笑）。

辰馬：うん、まあいろいろあった（笑）。

そよぐ：……で、怪我とか検査とかどうだった？

辰馬：大したことなかったよ。これならすぐに治るってさ。それに、オレはオーヴァードだしな、この程てい度どの怪我はどうってことない。心配すんなよ。

そよぐ：でも、腕はまだ包帯なんだよね。

辰馬：まあ、すぐ動かせるようになる。

そよぐ：そう、それならいいんだけどさ。




　そよぐは、浮うかない顔であった。

　結果として神戸は守ったものの、辰馬の負ふ傷しようにはいろいろ思うところもあるのである。




辰馬：どうしたんだ？　何か悩なやみ事ごとか？　そんなわけないか、あのそよぐが（笑）。

ＧＭ：キミは、そよぐをなんだと思ってるんだ（笑）。

そよぐ：失礼な、あたしだって悩なやむことぐらいあるよ。

辰馬：ああ、ああごめん。

そよぐ：……えー、今日はたっつんに言いたいことがあってきました。

辰馬：改まっていったい何を。いつもバックアップすることなら気にしなくていいぜ。

そよぐ：違ちがうの。たっつんは、昔からＵＧＮでチルドレンで、今は支部のエースでしょ？

辰馬：そう、支部のエースだ。

そよぐ：だからたっつんが強いのは当たり前だと思ってたし。たっつんが戦うのをみて、すごいなかっこいいなっていつも思ってたけど……たっつんだって、無理すれば怪我するし、こうして包帯巻まいたりするくらいな目に遭あうんだよね。

辰馬：まあ、そうだな（笑）。

そよぐ：わたし、たっつんひとりで結局行かせちゃったし。あとから追いついたのに、たっつんを守って戦えなかったし。もしかしたら、一歩間ま違ちがってたらたっつんが死んじゃったかもしれないと思った……。

辰馬：……確たしかに、そうなっていたかもな。

そよぐ：えーっと、だからー、うーん、なんて言ったらいいか分からないっ！

辰馬：そよぐ？

ユピテル：ゆっくりで、いいのよ？

そよぐ：だからね？　あたし、もっとオーヴァードとしての訓練頑がん張ばるし、もっともっと強くなるよ。たっつんの横で、ちゃんとオーヴァードとして一緒に戦えるようになるから。

辰馬：そ、そんなこと言われるとは思ってなかった。

そよぐ：うーん、うまく言えないな……。

辰馬：ひとりで勝手に行ったのは、オレが勝手にしたことだし。やるべきだと思ってやったことだから気にしなくていいのに。

そよぐ：だから、気にするとか気にしないっていう話じゃないんだよ。ええと、なんて言ったらいいかな。

辰馬：……すまない、ここは本音で話すよ。

そよぐ：え。

辰馬：本当は、そよぐを守ってやるつもりだったんだ。チルドレンとして、戦って苦しむのはオレたちだけでいい。そう思っていた。

そよぐ：たっつん……。




　そよぐは、ＵＧＮに協力するイリーガルである。

　辰馬のように、物心ついたときからＵＧＮの施設で訓練を受けたチルドレンとは違う。

　レネゲイドウィルスに罹患し、オーヴァードとして覚醒したが、本来はこの神戸の街で普通に暮らす女の子であったのだ。

　だから、戦うのは自分だけでいいと、辰馬は思っていた。




辰馬：でも、それは間違いだ。

そよぐ：……。

辰馬：支部長も言っていたじゃないか。信頼するっていうのは力になるって。実際、今回はオレひとりでは無理だった。そよぐたちが来てくれるって信頼していたから、耐えられた。

そよぐ：あたしも、たっつんががんばっているって思ったから。

辰馬：それが、信頼ってヤツなんだな。

そよぐ：そうだね。

辰馬：そよぐの気持ちはわかったよ。また、一緒に戦っていこう。

そよぐ：うん、もちろん任せて！




　心強い仲間が、こんなにも近くにいたのだと、お互いに思った。

　これからは、ともに戦うパートナーだと信じ合える。

　頼もしいというのは、こういうことなのだろう。




そよぐ：ふふ、よかった。

辰馬：その笑顔に救われるよ。

ＧＭ：では、そんなところでシーンを終了しましょうか。







◆Ending04◆月曜日が始まる

Scene Player ─── 今いま春はるそよぐ




　日が改まり、月曜。また一週間が始まる。

　そよぐは、いつものように未来を迎えに行く。

　そして、いつものように未来はまた寝ねようとする。そんな繰くり返かえしの日々。




ＧＭ：では、何事もなく翌日。そよぐのシーンにしましょう。いつもどおり未来はキミが起こしに来るまで眠ねむっています。

そよぐ：迎えに行きます。ミイちゃーん、学校いくよー。

ＧＭ：「うーん、あと二分～」

そよぐ：ミイちゃーん、遅ち刻こくするよー。

ＧＭ：「遅刻はよくないねー、おやすみなさい」

そよぐ：ミーイーちゃん！（一同笑）

ＧＭ：お母さんがドカァとソバットを未来の腰こしに入れて叩き起こします。

辰馬：ソバット!?

フェイド：おかあさん活動的だな！（笑）

そよぐ：おかあさん〈白兵〉技ぎ能のうがありそう。

辰馬：お母さんすげえな（笑）。

ＧＭ：「とっとと起きなさい。そよぐちゃんが来てるでしょう！」「はい、ごめんなさい。ごめん、お待たせーっ」と、わたわたしながら。

そよぐ：ソバット受ける前に起きないと駄だ目めだよ、ミイちゃん（笑）。

ＧＭ：「ああ、ごめんねいつもいつも」と、ふたりは一緒に登校します。




　ふたりで歩く通学路。

　いつものように、少女たちは学校に向かう。

　そこで、授じゆ業ぎようを受け、部活に励はげみ、友達と過ごす。

　日にち常じようという、かけがえのないものが待っている。

　変わらない日々に見えて、常つねに変わっていく日々───。




ＧＭ：「あ、そうだそよちゃん。ダメだったよ」と、おもむろに未来が切り出します。わりとあっけらかんと。

そよぐ：ん？　ああっ……！

ユピテル：告白、断られちゃったもんねえ。

そよぐ：ええと、そのぅ。なんて言ったらいいか……。

ＧＭ：「もう、そんな深刻な顔しなくていいんだよ？　フラれたのはわたしなんだし」

そよぐ：そうだけど、ミイちゃん大丈夫なの？

ＧＭ：「大丈夫大丈夫、一ひと晩ばん寝ねたらだいぶすっきりしたから」

そよぐ：そうなんだ、ミイちゃんえらいね。

ＧＭ：「えらくなんかないよ。泣いちゃったんだよ、わたし」

そよぐ：うっ、それはごめん。

ＧＭ：「だから、もうすっきりしたから」そういって、笑顔を向けます。

そよぐ：そっか。

ＧＭ：「でもアレだよ。そよぐちゃんも後こう悔かいしたら駄目だよ」と偉えらそうに（一同笑）。

そよぐ：自分だけ大人になったみたいな顔をー。このー、ミイちゃんのほっぺを引ひっ張ぱる。

ＧＭ：「大人の階かい段だんをのぼふはぁ」（笑）

そよぐ：なにおーこの。ほっぺをもちゃもちゃします。

ＧＭ：じゃあもちゃもちゃされながら、半泣きになりそうなのを押おし留とどめて。むにっとそよぐの手を外してですね。「……何があっても、わたしはそよちゃんの友達だから」

そよぐ：うん。あたしも何があってもミイちゃんの友達だからね。

ＧＭ：では、フェイドもそれを見てる？

フェイド：鞄にぶらさがってるからな。でも何も言わない。黙って見ている。

そよぐ：ふーん。




　未来とそよぐ。

　ふたりは親友である。

　いろんなことがあったけど、この絆はちょっとやそっとじゃ壊れはしない。

　そう確信する。

　一緒に登校するために起こしにいき、一緒に学校で勉強する。

　部活もするし、恋もする。

　日々起こるいろいろなことを一緒に分かち合えるからこそ、親友なのだ。




ＧＭ：「じゃあ、そろそろ行こうか。早く行かないと予よ鈴れいなっちゃうよ、ぐずぐずしてらんないからね」と未来が言います。

そよぐ：はーい。じゃ行きましょ、行きましょ。

ＧＭ：そうして、ふたりが学校にいつもどおりに駆かけていくわけですね。

そよぐ：ミイちゃんの手を引いて走りたいものですね。

ＧＭ：では、その姿すがたを映うつしてシーンを終了しましょう。







◆Ending05◆フェイドの記憶

Scene Player ─── フェイド




　ガスとプラズマが起こした事件は一いち応おうの解かい決けつをみた。

　ユピテルは、神戸第三支部の執しつ務む室しつで、残った案あん件けんを処理している。

　その机つくえの傍かたわらには、フェイドの姿もあった。




ＧＭ：ユピテルとフェイドはなにかありますか？

ユピテル：アタシはいつもの事後処理ね。特に演出しなくてもいいんだけど……。

フェイド：私はやりたいことがある。できれば、みんなも一緒に登場してほしい。

ＧＭ：では、フェイドのエンディングにしましょう。他のＰＣも登場で。

ユピテル：分かったわ。支部で事後処理をしているわ。報告書を作ったり。

ＧＭ：事務処理をしたりようやく復帰した相原くんが、事務方に頑張りますと。

そよぐ：あたしたちも学校の帰りに、支部にやって来ました。

辰馬：そよぐと一緒に支部に来る。

ユピテル：あら、ふたりともいらっしゃい。

そよぐ：支部長、大変そうだね。

辰馬：ご苦労様っす。

ユピテル：まあ、こんなのは大したことないわよ。

フェイド：よし、みんな集まったようだな。ではここで、机に飛び乗って話しかける。実は、諸君らに話がある。

ユピテル：あら、何かしら？

フェイド：今回の件でもよく分かったが、地球上の生命体……ああ、ユピテルも含むぞ。

ユピテル：そう、アタシも生命体（笑）。

フェイド：キミたちの精神活動は非常に複雑だ。だが、その複雑な精神活動にも価値があることがよく分かった。結果として、ピルグリムはキミたちの信頼や覚悟というものによって倒されたのだからな。

ユピテル：そうね。フェイドちゃんも分かってきたみたいね。

フェイド：まだ理解したとは言いがたいが……。それをどちらかというと……、その、私も好ましく思っている。

そよぐ：いつもと言い方が違うね（笑）。

フェイド：うむ。だから、とても言うのがつらいのだが……これは報告せねばなるまい。

ユピテル：何かしら？　聞いておいたほうがいいみたいね。

フェイド：プラズマと話をして少し思い出した。私がこの惑星にやってきた目的を。

ユピテル：えっ、思い出したの？

そよぐ：き、気になる！

フェイド：私の目的、それは───、




　……この惑星の生物をすべて滅ぼすことだ。




一同：なんだってええええええっ!?

ＧＭ：そのフェイドの衝撃の告白で、第二話を終了します。

そよぐ：どうなっちゃうんだろう？




　フェイドから明かされた、衝撃の事実。

　これからこの星に、何が起ころうというのか？

　フェイドの正体はいったい何なのか？

　今はまだ、誰も知らない。





ダブルクロス The 3rd Edition リプレイ・コスモス

第二話「約束の炎ほのお」

─ＦＩＮ─












　　　　あとがき




　やさしく白き手をのべて

　林りん檎ごをわれにあたへしは

　薄うす紅べにの秋の実に

　人こひ初そめしはじめなり





（島しま崎ざき藤とう村そん『初はつ恋こい』より）






　　　　　　　＊　　　＊　　　＊




　毎度ありがとうございます、加納正顕かのう・まさあきです。このたびは本書『ダブルクロス The 3rd Edition リプレイ・コスモス②　風のラブソング』をお手にとっていただき、誠まことにありがとうございます。まさか二巻かんで「はじめまして」を言う必要もあるまいと思いまして省きましたが、もしも初見の方は是ぜ非ひとも一巻からお読みいただけると幸いです（揉もみ手で）。

　なお、本書発売の翌よく月げつには『ＤＸ３』の新たなサプリメント『リンケージマインド』の発売も予定されております。人と人との絆きずな──「ロイス」に焦しよう点てんをあて、オーヴァードたちにさらなる力を与あたえる白熱のサプリメント！　こちらも要チェックやで！




　宣せん伝でんおわり。




　というわけで、ここからは本書のネタバレを多少含ふくみますので、未読の方はなるべく先に本ほん編ぺんを読んでからこの先をお読みください。




　さてさて、宇う宙ちゆうからやってきた謎なぞのレネゲイドと戦いながらも「『ＤＸ３』のスタンダード」を謳うたっている本書ではございますが、この第二巻では一歩踏ふみ込こんで、登場人物たちの心の絆を描えがこうと試みております。

　そう、あとがき冒ぼう頭とうに引用した島崎藤村が示しめすとおり──今巻のテーマは「恋こい」。青春真まっ盛さかりの高校生男女三人による甘あま酸ずっぱい恋模も様ようが展てん開かいされる中、運命は容よう赦しやなく少年少女をオーヴァードの戦いへと巻まき込こんでゆくのです。これはだいぶスタンダードっぽいと自じ画が自じ賛さんしたわけですが、成せい否ひの判はん断だんは読者の皆みな様さまに委ゆだねたいと思います。




　そして、最後まで読んでいただいた皆みなさま方がたはそろそろツッコミたくなっていると思います。ええ、はい、ラストにおけるフェイドの告白です。

　実はこれはプレイヤーである鈴吹社長と打ち合わせたものではなく、社長がその場のノリで勝手に言ったことでした。次がラストだからと思って言いたい放題言いすぎです。

　いや、もちろん「ダメなら無む視ししてくれ」という前置きはあったわけですが──。




　わかりました。全部拾います。

　そもそも実はそんなに的外れでもなかったことですし！




　フェイドの衝しよう撃げきの告白、そして地球に迫せまる滅めつ亡ぼうの危き機き！　そよぐは、辰たつ馬まは、ユピテルは、神戸を──否いや、世界を守れるのか？

　それはすべて次回、最さい終しゆう巻かんで明らかになります！　オレにも結末はわかりません！　そりゃゲームだから勝ち負けは常つねだもの！　乞こうご期待！




　　　　　　　＊　　　＊　　　＊




　それでは最後になりましたが、本書に関かかわっていただいた皆様に謝しや辞じを。

　まずはプレイヤーの皆みなさまへ。駒こま尾お先生、大畑さん、矢野さん、そして鈴吹社長。今回もみなさまのおかげで素す敵てきなストーリーを紡つむげたと思います。プレイヤーキャラクターあってのリプレイだとつくづく感じました。

　イラストのしのとうこ先生、今回も素敵なイラストをありがとうございます。口絵のゼノスふたり組は完かん璧ぺきです。アイカツカードを見ながら衣い装しよう指定した甲か斐いがありました。

　Ｆ．Ｅ．Ａ．Ｒ．のスタッフの皆さまにも多大な感かん謝しやを。特に進行の田中さんには今回も随ずい分ぶんお手数をかけてしまいました。ありがとうございます。

　そしてなによりも読んでくださった皆さまに。ありがとうございます。

　また三巻でお会いしましょう。





二〇一三年九月　祝！　ウォーズマン完全勝利！　加納正顕
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